
「地域支え合い」
実践 マップ

福島県会津エリア

会津の知見を活かす！
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福
島
県

特定非営利活動法人 全国コミュニティライフサポートセンター
平成28年度福島県地域創生総合支援事業（サポート事業）

「地域支え合いを基盤にした介護予防の実践を、会津圏域の暮らしに学び、発信する事業」

1 P6

9 P36

17 P56

25 P80

33 P98

2 P10

10 P38

18 P60

26 P82

34 P102

3 P14

11 P42

19 P62

27 P8435 P104

4 P18

12 P44

20 P66

28 P8836 P106

8 P34

16 P54

7 P30

15 P50

5 P22

13 P46

21 P70

29 P9037 P108

6 P26

14 P48

22 P72

30 P92

23 P74

31 P94

24 P78

32

お茶飲み

滝原地区

日常の支え合い

渡部商店

森の校舎カタクリ 

普請

小学校区の集落づくり 

佐藤正義さん

川西歴史研究会

橋立地区体操サロン

お達者塾

小野川農用地利用改善組合・食品加工グループ 

民宿ひらの家 

屋敷サロン佐倉祭り愛好会

西宮商店街 

中小屋福寿草保存会 

たのせふるさとづくり会

久保田グリーンツーリズム推進協議会中荒井地区 

瀬戸町 de 逢え～る 

多々石地区

「オメ・げんき会」

中向農産物直売の会

たかさと棚田ウォーク 

日々草クラブ

浜崎壮健クラブ

駅前いきいき広場大内宿

コラムP64

五十嵐スミヨさん 湊地区地域活性化協議会

美女帰の里まがた活性化事務局

森林の分校ふざわ 

福一満そばクラブ

サロン活動

サロン茶屋

沼ノ平むらおこし実行委員会 

高田自治区5区の3

P96

コラムP65

伊藤悦子さん
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会
津
の
知
見
を
活
か
す
！
「
地
域
支
え
合
い
」
実
践
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク



はじめに
　

２
０
１
３
年
４
月
に
「
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
」
と
な
っ
た
福
島
県
浪

江
町
で
、
障
害
者
や
高
齢
者
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ｊ
ｉ
ｎ
は
、
震
災
以

前
の
よ
う
に
農
業
を
再
開
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
中
通
り
の
二
本
松
市
や

本
宮
市
に
避
難
す
る
高
齢
者
が
、
時
々
草
む
し
り
の
手
伝
い
に
や
っ
て
来
ま

す
。
80
歳
代
の
女
性
３
人
は
、「
草
む
し
り
が
大
好
き
」
と
言
い
な
が
ら
、「
震

災
後
、『
あ
り
が
と
う
』
と
言
う
回
数
が
増
え
、『
あ
り
が
と
う
』
と
言
わ
れ

る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
」と
話
し
ま
す
。
そ
し
て
、「
私
た
ち
も『
あ
り
が
と
う
』

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
し
た
い
」「
草
が
伸
び
る
と
む
し
り
に
く
い
か

ら
、
今
度
は
伸
び
す
ぎ
な
い
う
ち
に
声
を
か
け
て
ね
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
、
兵
庫
県
が
設
置
し
た
公
益
財
団
法
人
ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念21

世
紀

研
究
機
構
に
よ
る
、
復
興
庁
の
２
０
１
３
年
度
の
委
託
事
業
「
東
日
本
大
震

災
生
活
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
な
か
で
、
ｊ
ｉ
ｎ
及
び
浪
江
町
の
協
力
を

得
て
、
南
相
馬
市
で
開
い
た
復
興
円
卓
会
議
（
終
了
後
に
浪
江
町
の
現
地
視

察
を
行
っ
た
）
で
の
発
言
で
す
。
小
さ
な
こ
と
で
も
人
の
役
に
立
つ
、
地
域

の
役
に
立
つ
こ
と
が
、
生
き
が
い
づ
く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
つ
な

が
る
こ
と
を
実
感
す
る
一
場
面
で
し
た
。

　

２
０
１
３
年
度
か
ら
当
法
人
で
は
、
福
島
県
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
盤

整
備
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
で
、
奥
会
津
の
市
町
村
を
巡
る
機
会
を
得

ま
し
た
。
障
害
者
を
支
援
す
る
資
源
が
少
な
い
な
か
で
サ
ー
ビ
ス
を
増
や
す

た
め
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
の
多
い
高
齢
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
の
相
乗
り

型
と
も
言
え
る
「
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
」
の
整
備
の
可
能
性
を
模
索
す
る
た
め

で
し
た
。
ま
ず
は
、
障
害
の
あ
る
人
も
地
域
で
共
生
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、

奥
会
津
の
人
た
ち
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
度
、
復
興
庁
の
新
し
い
東
北
先
導
モ
デ
ル
事
業
「
住
民
主
体

の
地
域
支
え
合
い
活
動
と
事
業
の
立
ち
上
げ
支
援
事
業
」
に
お
い
て
、
本
誌

の
原
型
と
な
る
「
原
発
被
災
地
域
の
復
興
に
活
か
せ
る
会
津
で
の
さ
ま
ざ
ま

な
実
践
の
知
見
」
を
実
践
事
例
集
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
同
年

５
月
に
開
催
さ
れ
た
復
興
庁
の
「
福
島
12
市
町
村
の
将
来
像
に
関
す
る
有
識

者
検
討
会
」
に
お
い
て
、
当
法
人
か
ら
「
被
災
地
域
で
の
介
護
・
介
護
予
防

の
あ
り
方
」
と
し
て
５
つ
の
提
案
を
し
、
そ
の
な
か
で
「
奥
会
津
等
中
山
間

の
町
村
や
集
落
と
12
市
町
村
や
住
民
と
の
実
践
交
流
が
、
相
互
の
地
域
づ
く

り
や
生
活
福
祉
に
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
」
と
提
起
し
た
こ
と
に
連
な
り
ま

す
。
避
難
指
示
解
除
に
よ
っ
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
帰
還
し
た
場
合
、
医
療

機
関
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
も
重
要
で
す
が
、
比
較
的
元
気
な
中
高

年
齢
の
人
た
ち
が
帰
還
す
る
と
い
う
状
況
に
あ
っ
て
は
、
医
療
や
介
護
以
上

に
、
従
前
の
暮
ら
し
を
取
り
戻
し
、
困
っ
た
際
に
支
え
合
え
る
よ
う
な
つ
な

が
り
づ
く
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
が
重
要
に
な
る
か
ら
で
す
。

　

こ
の
２
年
は
、
奥
会
津
の
町
村
か
ら
の
委
託
事
業
や
福
島
県
の
「
高
齢
者

支
え
合
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
事
業
」
や
「
地
域
創
生
総
合
支
援
事
業
（
サ

ポ
ー
ト
事
業
）」
な
ど
を
通
じ
て
、
住
民
の
支
え
合
い
と
暮
ら
し
方
の
発
見

に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
気
づ
か
さ
れ
た
こ
と
は
、
奥
会
津
の
取
り

組
み
は
、
こ
れ
か
ら
高
齢
化
の
す
す
む
自
治
体
の
地
域
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
本
誌
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
実
践
は
ほ
ん
の

一
部
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
ぜ
ひ
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
奥
会
津
を
訪
ね
、
住

民
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
、
互
い
に
学
び
合
う
こ
と
で
、
相
互
に
活
性
す
る
こ

と
を
望
ん
で
や
み
ま
せ
ん
。

２
０
１
６
年
11
月
26
日

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

全
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

理
事
長　

池
田
昌
弘

1

●
本
書
の
構
成
と
使
い
方

　

福
島
県
会
津
エ
リ
ア
で
の
住
民
に
よ
る
多
様
な
取
り
組
み

の
紹
介
を
と
お
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
「
地
域
支
え
合
い
」
の

あ
り
方
と
育
む
ヒ
ン
ト
を
学
び
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
は
、「
住
民
の
支
え
合
い
」「
商
店
」

「
廃
校
利
用
」「
つ
ど
い
場
」「
伝
統
郷
土
」「
地
域
交
流
」「
生

き
が
い
仕
事
」
の
ア
イ
コ
ン
で
、テ
ー
マ
分
け
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
地
区
の
人
口
・
高
齢
化
率
と
と
も
に
、
注
目
す

べ
き
「
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
添
え
て
、
活
動
内
容
が
よ
り

理
解
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　　

住
民
の
支
え
合
い
…
住
民
個
人
、
あ
る
い
は
近
隣
で
の
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
組
み

　

商
店
…
お
店
を
拠
点
と
し
た
取
り
組
み

　

廃
校
利
用
…
廃
校
を
拠
点
と
し
た
取
り
組
み

　

つ
ど
い
場
…
住
民
が
集
ま
り
、
談
笑
す
る
取
り
組
み

　

伝
統
郷
土
…
地
元
の
歴
史
や
伝
統
、
行
事
に
も
と
づ
く
取

　
　
　
　
　
　

り
組
み

　

地
域
交
流
…
多
世
代
交
流
や
、
地
域
外
の
人
を
巻
き
込
ん

　
　
　
　
　
　

で
交
流
人
口
を
増
や
す
取
り
組
み

　

生
き
が
い
仕
事
…
生
き
が
い
を
も
っ
て
収
入
を
得
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

働
く
取
り
組
み

　　

最
後
に
、「
総
括
鼎
談
」
を
載
せ
ま
し
た
。
こ
こ
を
読
む
こ

と
で
、
住
民
の
取
り
組
み
へ
の
解
説
に
加
え
、
会
津
エ
リ
ア

に
根
づ
い
た
住
民
の
営
み
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
「
地
域
支
え

合
い
」
の
あ
り
方
や
育
む
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。



23

お
茶
飲
み（
金
山
町
西
谷
、本
名
、越
川
、西
部
、宮
崎
地
区
）

「
お
茶
飲
み
」が
つ
な
が
り
と
支
え
合
い
を
生
み
出
す

西
宮
商
店
街 （
会
津
美
里
町
高
田
地
域
）

商
店
街
全
体
が
の
ん
び
り
過
ご
せ
る「
お
茶
飲
み
場
」

住
民
と
学
生
が
協
力
し
、福
寿
草
で
ま
ち
お
こ
し
！

共
同
作
業
が
つ
な
が
り
育
む 

集
落
に
笑
顔
の
花
咲
か
す
つ
ど
い
場
づ
く
り

10
年
を
超
え
て
続
く
サ
ロ
ン
は

地
区
全
体
の
交
流
や
健
康
の
源
に

イ
ベ
ン
ト
で
集
落
内
の
つ
な
が
り
強
化
と
生
き
が
い
づ
く
り

畑
仕
事
と
直
売
で
つ
く
る
健
康
、仲
間
、生
き
が
い

地
域
に
も
と
も
と
あ
っ
た
良
さ
に
気
づ
き
、活
か
す
試
み

同
世
代
の
男
性
に
よ
る
飲
み
会「
千
円
の
会
」が
、自
治
活
動
に
発
展

地
域
の
課
題
を
把
握
す
る
こ
と
か
ら
解
決
策
を
探
り

活
性
化
に
つ
な
げ
る

「
支
え
合
い
」は
暮
ら
し
の
な
か
に

「
オ
メ
、元
気
で
い
だ
の
が
よ
？
」と
声
か
け
合
う
場
に
！

地
域
の
つ
な
が
り
再
定
着

地
域
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
て
実
践
　
仲
間
と
の
活
動
を
喜
び
に

週
２
回
は
パ
ン
屋
に
な
る
空
き
店
舗
を

利
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス

熟
年
夫
婦
の
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ

自
宅
改
装
で
開
業
。70
歳
代
夫
婦
の
民
宿

て
わ
っ
さ
か
ら
さ
ら
に
広
が
る
豊
か
な
暮
ら
し

年
間
５
０
０
人
以
上
の
来
訪
者
！
住
民
全
員
参
加
の
ま
ち
お
こ
し

食
品
加
工
で
健
康
づ
く
り
と
孤
立
防
止
。心
と
体
と
地
域
も
活
性
化

1

618

普
請 （
昭
和
村
野
尻
、大
芦
地
区
）

2

10

お
達
者
塾 （
三
島
町
大
谷
地
区
）

3

14

4
た
か
さ
と
棚
田
ウ
ォ
ー
ク （
喜
多
方
市
高
郷
町
小
土
山
地
区
）

5

22

湊
地
区
地
域
活
性
化
協
議
会 （
会
津
若
松
市
湊
地
区
）

6

26

「
オ
メ・げ
ん
き
会
」（
猪
苗
代
町
八
千
代
地
区
）

7

30

瀬
戸
町 

de 

逢
え
〜
る （
会
津
美
里
町
本
郷
地
域
）

8

34

滝
原
地
区（
三
島
町
滝
原
地
区
）

9

36

10
小
野
川
農
用
地
利
用
改
善
組
合・食
品
加
工
グ
ル
ー
プ （
昭
和
村
小
野
川
地
区
）

小
学
校
閉
校
後
も
旧
校
区
単
位
で
住
民
活
動

小
学
校
区
の
集
落
づ
く
り （
金
山
町
中
川
、山
入
地
区
）

38

11

42

森
林
の
分
校
ふ
ざ
わ （
只
見
町
布
沢
地
区
）

豊
か
な
自
然
の
な
か
で
山
村
の
暮
ら
し
を
体
験

「
私
た
ち
の
サ
ロ
ン
」を
つ
く
る

ま
つ
り
が
元
気
の
源
！
　
そ
ば
や
福
寿
草
で
地
域
交
流

小
さ
な
食
料・雑
貨
店
に
住
民
が
集
う
　

お
互
い
を
見
守
り
、支
え
合
う
関
係
に

歴
史
の
掘
り
起
し
や
道
具
の
収
集
展
示
が
地
域
を
誇
り
に
思
う
き
っ
か
け
に

も
の
づ
く
り
で
地
域
活
性
！
40
〜
80
歳
代
が
憩
う
サ
ロ
ン

棚
田
の
オ
ー
ナ
ー
制
の
導
入
が
、生
き
が
い
と
交
流
に

健
康
と
ご
近
所
づ
き
あ
い
を
つ
く
る「
広
場
」

そ
ば
づ
く
り
が
生
ん
だ
、地
域
へ
の
人
の
呼
び
込
み
と
継
続
的
な
交
流

空
き
家
で
つ
な
が
り
を
深
め
る

22

72

サ
ロ
ン
活
動 （
金
山
町
）

23

74

沼
ノ
平
む
ら
お
こ
し
実
行
委
員
会 （
喜
多
方
市
山
都
町
沼
ノ
平
地
区
）

24

78

渡
部
商
店 （
昭
和
村
野
尻
地
区
）

25

80

川
西
歴
史
研
究
会 （
会
津
坂
下
町
川
西
地
区
）

26

82

屋
敷
サ
ロ
ン （
西
会
津
町
屋
敷
地
域
）

27

84

久
保
田
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会 （
柳
津
町
久
保
田
地
区
）

28

88

駅
前
い
き
い
き
広
場 （
会
津
美
里
町
本
郷
地
域
）

29

90

福
一
満
そ
ば
ク
ラ
ブ （
三
島
町
大
石
田
地
区
）

30

92

サ
ロ
ン
茶
屋 （
西
会
津
町
黒
沢
地
区
）

31

94

森
の
校
舎
カ
タ
ク
リ （
三
島
町
西
方
地
区
）

町
の
顔
は
、平
均
70
歳
超
え
の
会
社
組
織

体
操
と
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む
！
徒
歩
で
参
加
で
き
る
場

一
度
途
絶
え
た
盆
踊
り
を
復
活
　
世
代
、地
域
を
超
え
て
交
流

集
落
を
見
直
し
、住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

文
化
と
結
束
力
で
地
域
の
魅
力
を
磨
く

33

98

橋
立
地
区
体
操
サ
ロ
ン （
金
山
町
橋
立
地
区
）

34

102

佐
倉
祭
り
愛
好
会 （
昭
和
村
佐
倉
地
区
）

35

104

中
荒
井
地
区 （
南
会
津
町
中
荒
井
地
区
）

36

106

大
内
宿 （
下
郷
町
大
内
区
）

37

108

中
小
屋
福
寿
草
保
存
会 （
南
会
津
町
中
小
屋
地
区
）

12

44

日
々
草
ク
ラ
ブ （
会
津
美
里
町
新
鶴
地
域
）

13

46

美
女
帰
の
里
ま
が
た
活
性
化
事
務
局 （
三
島
町
間
方
地
区
）

14

48

中
向
農
産
物
直
売
の
会 （
昭
和
村
中
向
地
区
）

15

50

多
々
石
地
区 （
南
会
津
町
多
々
石
地
区
）

16

54

日
常
の
支
え
合
い （
金
山
町
本
名
、大
塩
地
区
ほ
か
）

17

56

佐
藤
正
義
さ
ん （
北
塩
原
村
桧
原
地
区
）

18

60

民
宿
ひ
ら
の
家 （
檜
枝
岐
村
下
大
畑
地
区
）

野
菜
づ
く
り
や
家
事
を
し
な
が
ら
も

地
域
で
の
役
割
を
求
め
て（
磐
梯
町
布
藤
地
区
）

19

62

会津の
人びと

Column

64112

た
の
せ
ふ
る
さ
と
づ
く
り
会 （
南
会
津
町
た
の
せ
地
区
）

20

66

もくじもくじ

総括鼎談 会津の
人びと

Column

65

高
齢
化
率
１
０
０
％
の
集
落
に

住
み
続
け
る
た
め
に （
西
会
津
町
泥
浮
山
地
区
）

「
会
津
の
知
見
を
活
か
し
た『
地
域
支
え
合
い
』」

21
老
人
ク
ラ
ブ
発
　
公
民
館
や
介
護
予
防
教
室
、

子
ど
も
会
な
ど
を
巻
き
込
ん
だ
地
域
活
性
化

浜
崎
壮
健
ク
ラ
ブ （
湯
川
村
浜
崎
地
区
）

70

健
康
を
気
遣
い
な
が
ら
、茶
話
会
で
つ
な
が
り
深
め
る

高
田
自
治
区
５
区
の
３ （
会
津
美
里
町
）

32

96



新潟県

山形県

郡山市

天栄村

西郷村

白
河
市

群馬県

栃木県

喜多方市

北塩原村

猪苗代町

猪苗代湖

会津坂下町

会津若松市
会津美里町

西会津町

三島町

金山町
柳津町

昭和村

下郷町

南会津町

只見町

檜枝村

湯川村
磐梯町

1 P69 P3617 P5625 P8033 P98

2 P1010 P3818 P6026 P8234 P102

3 P1411 P4219 P6227 P8435 P104

4 P1812 P4420 P6628 P8836 P106

8 P3416 P54

7 P3015 P50

5 P2213 P4621 P7029 P9037 P108

6 P2614 P4822 P7230 P92

23 P7431 P94

24 P7832

お茶飲み滝原地区日常の支え合い渡部商店森の校舎カタクリ 

普請小学校区の集落づくり 佐藤正義さん川西歴史研究会橋立地区体操サロン

お達者塾小野川農用地利用改善組合・食品加工グループ 民宿ひらの家 屋敷サロン佐倉祭り愛好会

西宮商店街 中小屋福寿草保存会 たのせふるさとづくり会久保田グリーンツーリズム推進協議会中荒井地区 

瀬戸町 de 逢え～る 多々石地区

「オメ・げんき会」中向農産物直売の会

たかさと棚田ウォーク 日々草クラブ浜崎壮健クラブ駅前いきいき広場大内宿

コラムP64

五十嵐スミヨさん 湊地区地域活性化協議会美女帰の里まがた活性化事務局森林の分校ふざわ 福一満そばクラブ

サロン活動サロン茶屋

沼ノ平むらおこし実行委員会 高田自治区5区の3

P96

「地域支え合い」
実践 マップ

福島県会津エリア

会津の知見を活かす！
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伊藤悦子さん
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つどい場

67

1
お
茶
飲
み 

（
金
山
町
西
谷
、
本
名
、
越
川
、
西
部
、
宮
崎
地
区
）

「
お
茶
飲
み
」が
つ
な
が
り
と

支
え
合
い
を
生
み
出
す

●支え合いの基盤となる「住民同士のつな
がり」の良さは、「お茶飲み」に端的に
表れる

●近所の仲間と喫茶・食事をともにし、社
会性を維持することは、介護・認知症予
防の効果も期待できる

活動のポイント

西谷地区
●世帯数 53 世帯 ●人口 113 人 ●高齢化率 62. ８％

本名地区
●世帯数 91 世帯 ●人口 186 人 ●高齢化率 67.2％

越川地区
●世帯数 27 世帯 ●人口 53 人 ●高齢化率 67.9％

西部地区
●世帯数 10 世帯 ●人口 20 人 ●高齢化率 40.0％

宮崎地区
●世帯数 31 世帯 ●人口 66 人 ●高齢化率 53.0％

（2016年10月1日時点）

長谷川イツヨさん

長谷川イツヨさん宅にお茶飲み仲間が集合

ハーモニカの伴奏に合わせ全員で「星影のワルツ」を熱唱

53世帯113人が暮らす西谷地区

　

金
山
町
に
住
む
80
歳
代
の
ひ

と
り
暮
ら
し
女
性
が
、
近
所
の

人
た
ち
と
の
お
茶
飲
み
の
最

中
、
こ
う
つ
ぶ
や
い
た
。「
皆

で
し
ゃ
べ
っ
て
笑
う
の
が
一
番

楽
し
い
。
モ
ノ
や
カ
ネ
は
遠
く

か
ら
で
も
送
れ
る
が
、『
楽
し

さ
』
は
送
れ
な
い
。
だ
か
ら
自

分
で
つ
く
ら
な
い
と
い
け
な

い
。
毎
日
楽
し
く
過
ご
せ
る
の

が
、
最
高
の
幸
せ
だ
」。
高
齢

で
も
、
ひ
と
り
暮
ら
し
で
も
、

日
々
畑
仕
事
に
精
を
出
し
、
い

き
い
き
と
自
宅
で
の
生
活
を
続

け
ら
れ
る
の
は
、
近
所
の
仲
間

が
い
る
か
ら
だ
と
、
こ
の
女
性

は
繰
り
返
し
語
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
６
年
９
月
28
日
の
午

後
。
西に
し
た
に谷
地
区
の
長
谷
川
イ
ツ

ヨ
さ
ん
（
86
歳
）
宅
に
70
～
90

歳
代
の
男
女
10
人
が
集
ま
っ

た
。
長
谷
川
さ
ん
を
は
じ
め
、

大
半
が
ひ
と
り
暮
ら
し
。

　

テ
ー
ブ
ル
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

持
ち
寄
っ
た
季
節
の
料
理
や
菓

子
、
飲
み
物
が
並
ぶ
。
こ
れ
ら

を
味
わ
い
つ
つ
、
世
間

話
や
思
い
出
話
に
花
を

咲
か
せ
る
。
と
き
に
は

冗
談
を
言
っ
て
大
声
で

笑
う
。
興
が
乗
っ
て
歌

や
詩
吟
を
披
露
す
る
人

も
。長
谷
川
さ
ん
が
ハ
ー

モ
ニ
カ
で
「
星
影
の
ワ

ル
ツ
」
を
演
奏
す
る
と
、

集
ま
っ
た
人
た
ち
が
一
人
、
二

人
と
歌
い
出
し
、
つ
い
に
は
全

員
で
大
合
唱
と
な
っ
た
。

　
「
し
ゃ
べ
っ
て
、
笑
っ
て
、

歌
っ
て
、
楽
し
く
過
ご
せ
る
の

は
本
当
に
幸
せ
」「
こ
う
い
う

場
で
気
持
ち
よ
く
会
話
を
す
る

の
が
、
健
康
に
い
い
ん
だ
」。

少
し
上
気
し
た
顔
を
ほ
こ
ろ
ば

せ
、
こ
の
日
の
午
後
の
集
ま
り

を
皆
で
喜
び
合
っ
た
。
10
人
は

日
常
的
に
お
互
い
の
家
を
行
き

来
し
、
お
茶
飲
み
を
す
る
間
柄
。

た
だ
、
普
段
の
お
茶
飲
み
は
せ

い
ぜ
い
２
～
３
人
と
い
う
。

　

今
回
10
人
規
模
に
な
っ
た
の

は
、
今
年
６
月
に
町
の
「
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
に

就
任
し
た
町
社
会
福
祉
協
議
会

の
五い
が
し
ま

十
島
寿ひ
さ
こ子
さ
ん
が
、「
西

谷
の
人
た
ち
の
お
茶
飲
み
に
ま

ぜ
て
ほ
し
い
」
と
長
谷
川
さ
ん

に
持
ち
か
け
た
こ
と
が
き
っ
か

け
。
長
谷
川
さ
ん
は
「
せ
っ
か

く
だ
か
ら
大
勢
呼
ぼ
う
」
と
近

所
の
仲
間
を
誘
っ
た
。

　

午
後
１
時
半
に
長
谷
川
さ
ん

宅
に
集
合
し
、
３
時
間
近
く
過

ご
し
た
あ
と
、
誰
か
ら
と
も
な

く
「
ま
た
こ
ん
な
ふ
う
に
集
ま

り
た
い
」
と
声
が
上
が
っ
た
。

長
谷
川
さ
ん
は
「
私
の
家
に
皆

が
集
ま
る
の
は
う
れ
し
い
」
と

応
じ
、
そ
の
場
で
お
茶
飲
み
親

睦
グ
ル
ー
プ
「
西
谷
あ
ゆ
み
会
」

が
結
成
さ
れ
た
。
月
に
１
回
程

度
、
長
谷
川
さ
ん
宅
で
気
軽
な

お
茶
飲
み
を
楽
し
む
緩
や
か
な

親
睦
の
会
だ
。

　
「
冬
は
こ
こ
で
百
人
一
首
を

す
る
の
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
」
と
の
ア
イ
デ
ア
も
飛
び
出

し
た
。

　

町
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
、
冬
に

百
人
一
首
の
大
会
を
催
す
の
に

合
わ
せ
、
各
地
区
の
ク
ラ
ブ
が

練
習
会
を
開
く
。
こ
れ
が
冬
期

の
高
齢
者
の「
集
い
場
」に
な
っ

て
い
た
が
、
今
回
集
ま
っ
た
10

人
の
う
ち
７
人
は
、
高
齢
や
体

調
を
理
由
に
ク
ラ
ブ
を
辞
め
て

序
・
お
茶
飲
み
の
重
要
性

西
谷
あ
ゆ
み
会

い
る
。
大
会
に
は
出
ら
れ
な
く

て
も
、
百
人
一
首
は
楽
し
み
た

い
。
会
は
、
そ
ん
な
希
望
を
実

現
す
る
枠
組
み
に
も
な
る
。

　
「
皆
で
楽
し
く
一
歩
一
歩
、
西

谷
で
暮
ら
す
こ
の
人
生
の
旅
路

を
歩
ん
で
い
き
た
い
」
と
長
谷

川
さ
ん
は
、
会
の
名
称
に
込
め

た
願
い
を
説
明
し
て
く
れ
た
。

　

明
日
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す

そ
の
力
を
、
お
茶
飲
み
で
生
み

出
す
こ
と
も
で
き
る
。
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福島県会津地方の南西部に位置。標高 800 ～ 1300 メートルの山々に囲まれ
た山間地で総面積約 294 キロ平米の 9 割を山林が占める。赤カボチャ（＝

「奥会津金山赤カボチャ」）やエゴマの栽培が盛ん。町内７か所に温泉があり、
うち 5 か所には共同浴場が設置されている。人口は 1960 年に 1 万 119 人

（1845 世帯）［国勢調査］でピークに。以降は減少傾向をたどり 2016 年 10
月 1 日時点では 2189 人（1096 世帯）［住基台帳］。高齢化率は 1960 年当
時 7.3％だったのに対し、同日時点で 58.0％となっている。

金山町

　

渡わ
た
な
べ部
ツ
ト
ム
さ
ん
（
86
歳
）

は
、
夫
を
20
年
ほ
ど
前
に
亡
く

し
、
以
来
ひ
と
り
暮
ら
し
。

　

天
気
が
良
け
れ
ば
早
朝
に
畑

仕
事
と
散
歩
を
し
、
朝
食
を

と
っ
て
ひ
と
休
み
し
た
ら
、
近

所
の
仲
間
と
お
茶
飲
み
を
す
る

の
が
日
課
だ
。
昼
食
は
そ
れ
ぞ

れ
の
家
に
戻
っ
て
済
ま
せ
る
。

午
後
、
家
事
な
ど
を
片
付
け
、

再
び
夕
方
に
か
け
て
お
茶
飲
み

に
出
か
け
た
り
、
仲
間
を
家
に

招
い
た
り
。

　
「
い
ざ
と
い
う
と
き
頼
り
に

な
る
の
は
近
所
の
人
た
ち
。
お

茶
飲
み
の
習
慣
と
そ
の
仲
間

は
、
大
事
に
し
な
い
と
い
け
な

い
」
と
渡
部
さ
ん
。
お
茶
飲
み

仲
間
の
一
人
に
自
宅
の
合
い
鍵

を
預
け
て
あ
る
。「
私
に
何
か

あ
っ
た
ら
い
、
つ
で
も
玄
関
を

開
け
て
入
れ
る
よ
う
に
」。
入

浴
は
朝
と
決
め
て
い
る
。「
風

呂
場
で
倒
れ
て
も
朝
な
ら
、
午

前
中
の
う
ち
に
お
茶
飲
み
仲
間

が
き
っ
と
異
変
に
気
づ
い
て
く

れ
る
か
ら
」。

　

近
く
の
旅
館
「
中
村
屋
」
の

女
将
、
栗
田
悦
子
さ
ん
（
69

歳
）
も
渡
部
さ
ん
の
お
茶
飲
み

仲
間
。
料
理
の
得
意
な
栗
田
さ

ん
は
、
お
か
ず
を
い
つ
も
少
し

余
分
に
つ
く
っ
て
、
渡
部
さ
ん

ら
高
齢
者
数
人
に
差
し
入
れ
て

い
る
。
夫
の
正
則
さ
ん
（
69
歳
）

は
、
雪
か
き
な
ど
の
重
労
働
を

手
伝
っ
て
い
る
。

　

お
茶
飲
み
と
支
え
合
い
は
、

分
か
ち
が
た
く
結
ば
れ
て
い

る
。

　

横
田
ハ
ル
子
さ
ん
（
79
歳
、

越
川
地
区
）
と
新に
っ
く
に國
イ
ワ
子
さ

ん
（
83
歳
、
西
部
地
区
）
は
、

と
も
に
ひ
と
り
暮
ら
し
。
そ
れ

ぞ
れ
毎
朝
の
畑
仕
事
を
済
ま
せ

る
と
、
川
沿
い
の
道
路
を
２
㎞

ほ
ど
一
緒
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す

る
。
畑
仕
事
は
天
候
に
左
右
さ

れ
る
が
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
雨

で
も
欠
か
さ
な
い
。
冬
も
、
天

候
や
路
面
の
状
態
が
良
け
れ
ば

歩
く
。
歩
い
た
あ
と
は
、
新
國

さ
ん
の
家
で
お
茶
飲
み
を
す

る
。

　

二
人
と
も
少
し
目
が
不
自
由

で
、
回
覧
や
郵
便
物
が
あ
る
と

き
は
、
近
所
の
誰
か
を
お
茶
飲

み
に
招
い
て
内
容
を
読
み
上
げ

て
も
ら
う
こ
と
も
。

　

用
事
が
あ
っ
て
朝
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
が
で
き
な
い
と
き
は
、

事
前
に
連
絡
す
る
。
連
絡
が
な

く
、
い
つ
も
の
時
間
に
姿
が
見

え
な
け
れ
ば
、
自
宅
を
訪
ね
て

様
子
を
確
か
め
る
こ
と
に
し
て

い
る
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
お
茶
飲
み

が
、
健
康
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、

お
互
い
の
見
守
り
に
も
な
っ
て

い
る
。

　　

小
林
ミ
チ
子
さ
ん
（
79
歳
）、

佐
藤
イ
ツ
さ
ん
（
90
歳
）、
長

谷
川
ヒ
デ
子
さ
ん
（
81
歳
）
の

３
人
は
、
毎
日
お
茶
飲
み
を
し

て
い
る
。
今
日
は
小
林
さ
ん
の

家
な
ら
、
明
日
は
佐
藤
さ
ん
の

家
、
と
い
う
ふ
う
に
輪
番
で
お

互
い
の
家
を
行
き
来
す
る
と
い

う
。

　
「
み
ん
な
畑
を
つ
く
っ
て
い

て
、苗
や
種
、収
穫
を
分
け
合
っ

た
り
す
る
。
畑
仕
事
と
お
茶
飲

み
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
た
い

せ
つ
な
社
交
と
情
報
交
換
の
場

な
の
」（
小
林
さ
ん
）

　

３
人
の
う
ち
２
人
は
、
ひ
と

り
暮
ら
し
。

　
「
ひ
と
り
に
な
っ
て
も
近
所

に
仲
間
が
い
れ
ば
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
。
困
っ
た
こ
と
は
す

ぐ
相
談
で
き
る
し
、
み
ん
な
で

知
恵
を
出
し
て
、
助
け
合
え
る

か
ら
」（
長
谷
川
さ
ん
）

　

畑
仕
事
の
こ
と
、
健
康
や
体

調
の
こ
と
、
家
電
製
品
の
使
い

方
、
不
審
な
電
話
な
ど
、
仲
間

と
の
お
茶
飲
み
の
と
き
に
何
で

毎朝２人でウォーキング

３人の「女子会」。ほぼ毎日誰かの家に集まってお茶飲みをする

ウォーキングの後はお茶飲み

渡部ツトムさん宅に集まったお茶飲み仲間

渡部ツトムさん

も
打
ち
明
け
、
話
し
合
う
。

　

３
人
の
お
茶
飲
み
は
、
い
わ

ば
支
え
合
い
の
女
子
会
。
孤
立

を
防
ぎ
、
困
り
ご
と
を
解
決
し
、

自
宅
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
環

境
を
整
え
て
く
れ
る
。（

木
村
利
浩
）

金
山
町
お
茶
飲
み
三
景

〈
本ほ
ん
な名
地
区
〉

〈
越こ
す
が
わ川
・
西に
し
ぶ部
地
区
〉

〈
宮
崎
地
区
〉
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2
普
請 

（
昭
和
村
野
尻
、
大
芦
地
区
）

共
同
作
業
が

つ
な
が
り
育
む

●伝統的な集落行事は老若男女が参加する
「サロン」

●共同作業には慰労名目の宴席を設けて
「つながり」をつくる

　

都
市
部
で
生
ま
れ
育
っ
た
人

に
は
「
普ふ
し
ん請
」
と
い
う
言
葉
自

体
、
な
じ
み
が
薄
い
か
も
し
れ

な
い
。
道
路
、
水
路
、
寺
社
、

集
会
施
設
な
ど
地
区
の
共
有
財

産
を
維
持
す
る
た
め
の
整
備
・

修
繕
の
作
業
を
指
す
。
原
則
と

し
て
地
区
内
の
全
戸
が
参
加
す

る
。
住
民
主
体
の
「
小
さ
な
公

共
事
業
」
と
言
え
る
。

　

こ
れ
に
似
た
も
の
と
し
て

「
結
い
」
が
あ
る
。
結
い
は
、

田
畑
の
耕
作
や
収
穫
な
ど
の
作

業
を
共
同
で
行
う
こ
と
、
あ
る

い
は
共
同
作
業
の
基
盤
を
な
す

住
民
組
織
の
こ
と
。

　

結
い
は
農
業
の
機
械
化
が
進

む
に
つ
れ
て
廃
れ
た
が
、
普
請

は
現
在
も
続
い
て
い
る
。
都
市

部
で
も
、
普
請
と
い
う
言
葉
は

使
わ
な
く
と
も
、
公
園
や
道
路
、

排
水
路
な
ど
の
清
掃
活
動
は
、

自
治
会
・
町
内
会
事
業
と
し
て

行
わ
れ
て
い
る
。

序
・「
普
請
」と
は

　

こ
れ
ら
の
共
同
作
業
は
、
祭

り
な
ど
と
同
様
に
地
区
内
の
交

流
を
創
出
し
、
住
民
同
士
の
支

え
合
い
の
前
提
と
な
る
「
つ
な

が
り
」
を
つ
く
る
。

　

つ
な
が
り
づ
く
り
の
効
能

は
、
祭
り
の
場
合
、
本
番
の
運

営
よ
り
、
恐
ら
く
、
準
備
や
あ

と
片
付
け
、
打
ち
上
げ
の
祝
宴

の
際
に
最
大
に
な
る
。
同
じ
よ

う
に
結
い
や
普
請
も
、
作
業
後

に
宴
席
を
設
け
る
こ
と
で
、
住

民
同
士
の
つ
な
が
り
を
深
め

る
。

　

つ
な
が
り
な
く
し
て
、
支
え

合
い
も
な
い
。

　

結
い
や
普
請
の
仕
組
み
を
つ

く
り
出
し
た
先
人
た
ち
の
知
恵

を
改
め
て
見
直
し
た
い
。

　

２
０
１
５
年
11
月
22
日
、
冬

の
気
配
が
濃
い
晩
秋
の
日
曜

日
。
昭
和
村
野
尻
地
区
で
は
、

こ
の
年
の
締
め
く
く
り
と
な
る

「
全
体
普
請
」
が
行
わ
れ
た
。

　

朝
８
時
、「
高
齢
者
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・

伝
統
織
技
能
セ
ン
タ
ー
」

へ
、
手
に
手
に
ス
コ
ッ

プ
や
鍬
な
ど
を
持
つ
男

女
30
人
近
く
が
集
ま
っ

た
。
セ
ン
タ
ー
や
神
社

の
雪
囲
い
、
水
路
の
清

掃
、
取
水
堰
の
土
砂
撤
去
、
農

道
の
敷
砂
利
な
ど
を
実
施
す

る
。

　

参
加
者
で
最
も
若
い
人
は
25

歳
、
最
年
長
は
77
歳
。
野
尻
で

は
、
70
歳
以
上
の
高
齢
世
帯
は

普
請
作
業
へ
の
参
加
が
免
除
さ

れ
て
い
る
が
、
70
歳
以
上
の
参

加
者
は
少
な
く
と
も
５
～
６
人

い
た
。

　

集
合
場
所
で
作
業
分
担
が
決

め
ら
れ
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ

の
持
ち
場
へ
と
向
か
う
。
担
当

作
業
が
早
く
終
わ
れ
ば
、
ま
だ

終
わ
っ
て
い
な
い
現
場
を
手
伝

う
。
３
時
間
ほ
ど
で
す
べ
て
の

作
業
を
終
え
、
セ
ン
タ
ー
へ
戻

る
。

取水堰の土砂撤去

雪囲い設置作業30人近い男女が集まる

作業が終われば慰労の会

活動のポイント

野尻地区
●世帯数 48 世帯 ●人口 105 人 ●高齢化率 60.0％

大芦地区
●世帯数 99 世帯 ●人口 188 人 ●高齢化率 61.2％

（2016年９月30日時点）

〈
昭
和
村
野
尻
地
区
〉
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と
力
説
す
る
。

　

酒
を
酌
み
交
わ
し
つ
つ
、
集

落
の
暮
ら
し
、
農
作
業
、
村
の

将
来
な
ど
に
つ
い
て
ざ
っ
く
ば

ら
ん
に
語
り
合
う
。
冗
談
も
交

え
て
、
大
い
に
笑
う
。

　

野
尻
の
場
合
、
原
則
全
戸
参

加
で
女
性
も
作
業
に
加
わ
る
全

体
普
請
は
、
田
植
え
前
に
行
う

水
路
の
土
砂
撤
去
（
堰
普
請
）

を
皮
切
り
に
年
間
３
～
４
回
。

こ
れ
に
加
え
て
、
風
水
害
な
ど

で
道
路
や
水
路
が
傷
ん
だ
際
の

「
当
（
あ
て
）
普
請
」
が
随
時

行
わ
れ
る
。
慰
労
の
会
は
年
２

回
、
春
・
秋
の
全
体
普
請
の
際

に
開
か
れ
る
。

　

普
請
は
楽
な
作
業
で
は
な

い
。
そ
れ
で
も
参
加
者
は
、
異

口
同
音
に
「
自
分
た
ち
の
集
落

は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
言
い

切
る
。
72
歳
の
男
性
は
、
普
請

に
つ
い
て
、
農
業
が
機
械
化
さ

れ
る
前
の
共
同
作
業
の
仕
組
み

「
結
い
」
に
通
じ
る
も
の
が
あ

る
と
し
、
こ
う
話
し
て
く
れ
た
。

「
結
い
の
精
神
を
フ
ル
活
用
し

て
、
高
齢
に
な
っ
て
も
で
き
る

範
囲
で
畑
仕
事
を
し
た
り
、
集

落
の
行
事
に
参
加
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
。
こ
の
素
晴
ら
し
い

村
で
、
皆
が
い
つ
ま
で
も
元
気

に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
」。

　

２
０
１
６
年
５
月
初
旬
。
村

の
各
集
落
で
農
業
用
水
路
の
土

砂
撤
去
や
清
掃
が
行
わ
れ
る
。

「
堰
普
請
」
と
呼
ば
れ
る
春
の

恒
例
行
事
だ
。
大お
お
あ
し芦
地
区
で

は
、
毎
年
５
月
５
日
に
行
わ
れ

る
。
村
の
な
か
で
も
比
較
的
面

積
が
広
く
、
集
落
と
し
て
の
規

模
の
大
き
い
大
芦
に
は
４
つ
の

「
坪
」（
＝
区
割
り
）
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
坪
ご
と
に
作
業
を

行
う
。

　

原
則
と
し
て
全
戸
参
加
で
、

男
性
だ
け
で
な
く
女
性
も
参
加

す
る
。
高
齢
世
帯
を
免
除
す
る

規
定
も
あ
る
が
、「
90
歳
の
人

も
ス
コ
ッ
プ
を
杖
の
代
わ
り
に

し
て
出
て
く
る
」（
地
元
住
民
）

ほ
ど
、
住
民
の
参
加
意
欲
は
高

い
。
ま
た
、
大
型
連
休
期
間
中

の
た
め
、
帰
省
し
て
い
る
若
い

世
代
が
高
齢
の
親
に
代
わ
っ
て

参
加
す
る
こ
と
も
少
な
く
な

い
。

　

仕
事
の
都
合
で
宮
城
県
北
部

に
住
む
43
歳
男
性
は
、
連
休
を

利
用
し
て
大
芦
の
実
家
に
帰

省
。
世
帯
主
の
70
歳
代
の
母
の

代
理
で
堰
普
請
に
参
加
し
た
。

普
請
な
ど
の
集
落
行
事
は
時

に
、
村
外
に
暮
ら
す
村
出
身
者

の
故
郷
と
の
つ
な
が
り
を
保
つ

働
き
を
す
る
。

　

普
請
へ
の
参
加
の
意
義
に
つ

い
て
、
こ
の
男
性
は
次
の
よ
う

に
話
し
て
く
れ
た
。

　
「
普
請
に
出
て
い
る
人
は
皆
、

私
の
こ
と
を
子
ど
も
の
頃
か
ら

知
っ
て
い
る
。
普
請
に
参
加
す

れ
ば
私
の
元
気
な
姿
を
皆
に
示

す
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
で
私

は
、
昔
世
話
に
な
っ
た
人
た
ち

が
皆
元
気
で
い
る
こ
と
を
確
か

め
ら
れ
る
。
普
段
村
を
離
れ
て

い
て
も
、
こ
う
い
う
こ
と
は
大

事
だ
と
思
う
」

　

村
に
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
予
定
は

「
今
の
と
こ
ろ
な
い
」
と
い
う
。

た
だ
、
ふ
と
「
年
を
取
っ
た
ら

村
に
戻
っ
て
、
畑
仕
事
を
し
な

が
ら
暮
ら
す
の
が
い
い
か
も
し

れ
な
い
」
と
つ
ぶ
や
い
た
。

　
「
村
に
は
元
気
な
年
寄
り
が

多
い
。
毎
日
畑
に
出
た
り
、
集

落
の
行
事
に
参
加
し
た
り
し
て

い
る
か
ら
元
気
な
の
か
な
…
」

　

そ
う
語
る
視
線
の
先
に
、
と

も
に
作
業
に
精
を
出
す
80
歳
近

い
参
加
者
の
姿
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
日
、
大
芦
の
坪
の
ひ
と

つ
「
山
崎
」
の
堰
普
請
に
参
加

し
た
の
は
10
人
で
、
大
半
が
60

～
70
歳
代
。
最
年
少
は
こ
の
帰

省
男
性
、
最
高
齢
は
79
歳
男
性

だ
っ
た
。

　

作
業
は
午
前
８
時
に
ス
タ
ー

ト
し
、
10
時
終
了
。
そ
の
後
、

参
加
者
は
坪
の
世
話
役
の
家
に

集
ま
り
、
慰
労
と
懇
親
の
「
花

見
会
」
と
称
す
る
祝
宴
を
催
す
。

宴
席
で
は
初
め
、
集
落
の
行
事

や
役
職
の
割
り
当
て
な
ど
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
た
。
杯
が
進

む
に
つ
れ
て
、
話
題
は
山
仕
事

や
農
作
業
、
昔
の
思
い
出
話
な

ど
に
移
っ
て
い
っ
た
。

　

世
話
役
は
輪
番
制
で
、
花
見

会
の
よ
う
な
行
事
の
際
に
は
、

参
加
者
を
自
宅
に
招
い
て
心
づ

く
し
の
料
理
と
酒
類
で
も
て
な

す
。
世
話
役
の
負
担
は
軽
く
な

い
が
、
自
宅
に
「
招
く
・
招
か

れ
る
」
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
区
役
員

や
女
性
ら
が
「
勤
労
感
謝
祭
」

を
準
備
。
正
午
に
な
る
と
、
参

加
者
全
員
で
昼
食
を
い
た
だ

き
、
さ
ら
に
酒
宴
へ
と
続
く
。

　
「
若
い
人
と
一
緒
に
飲
む
こ

と
は
、
昔
と
比
べ
て
ず
い
ぶ
ん

少
な
く
な
っ
た
。
貴
重
な
機
会

だ
よ
」
と
語
る
の
は
、
74
歳
の

男
性
。「
こ
れ
が
野
尻
の
明
日

の
パ
ワ
ー
を
生
み
出
す
ん
だ
」

少人数のグループに分かれて作業

作業後の「花見会」

水路の土砂撤去

日
常
的
に
も
お
互
い
の
家
を
行

き
来
で
き
る
「
つ
な
が
り
」
を

育
ん
で
い
る
。

　

普
請
や
花
見
会
の
よ
う
な
行

事
は
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
誰

も
が
役
割
を
持
っ
て
参
加
し
、

美
し
い
集
落
の
維
持
に
貢
献
で

き
る
最
高
の
「
サ
ロ
ン
」
で
あ

り
、「
地
域
づ
く
り
」
な
の
だ
。

（
木
村
利
浩
）

〈
昭
和
村
大
芦
地
区
〉
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3
お
達
者
塾 

（
三
島
町
大
谷
地
区
）

10
年
を
超
え
て
続
く
サ
ロ
ン
は

地
区
全
体
の
交
流
や
健
康
の
源
に

●十年以上続くサロン活動が、住民の健康
維持につながっている。自治体と連携が
とれた運営も長期継続の要因に。

●参加者が行う昼食づくりが、住民同士の
交流の場にもなっている。

大谷地区
43 世帯
96 人
54.17%（2016年10月1日現在）

お達者塾代表の二瓶譲さん

だ
。
第
二
火
曜
日
と
第
四
火
曜

日
の
月
２
回
、
10
時
か
ら
15
時

ご
ろ
ま
で
開
か
れ
る
。

　

午
前
中
は
、
昼
食
を
つ
く
る

組
と
、
体
操
な
ど
の
運
動
を
す

る
組
の
２
組
に
、
参
加
者
が
分

か
れ
て
活
動
す
る
。
昼
食
を
食

べ
な
が
ら
団
ら
ん
の
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
た
あ
と
は
、
午
後
か

ら
は
全
員
で
輪
投
げ
や
フ
ロ
ア

カ
ー
リ
ン
グ
な
ど
の
ゲ
ー
ム
に

興
じ
る
。
こ
う
し
て
身
体
を
動

か
す
こ
と
が
、
健
康
づ
く
り
に

も
な
っ
て
い
る
。
参
加
者
の
な

か
に
は
現
在
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
利
用
し
て
い
る
人
は
ひ
と

り
も
い
な
い
と
い
う
が
、
十
年

以
上
お
達
者
塾
で
こ
う
し
た
健

康
維
持
活
動
を
行
っ
て
き
た
効

果
は
大
き
い
だ
ろ
う
。
な
か
に

は
、
90
歳
を
超
え
て
、
元
気
に

体
を
動
か
す
参
加
者
の
姿
も
見

ら
れ
た
。
最
近
は
、
町
と
提
携

し
て
「
三
島
町
健
康
づ
く
り
ポ

イ
ン
ト
制
度
」
も
導
入
。
活
動

に
参
加
し
て
た
ま
っ
た
ポ
イ
ン

ト
は
、
町
内
の
協
賛
店
で
商
品

券
と
し
て
使
え
る
た
め
、
さ
ら

な
る
参
加
促
進
に
も
な
っ
て
い

る
。

　

こ
の
サ
ロ
ン
の
特
色
の
一
つ

は
、
参
加
者
の
女
性
が
分
担

し
て
、
昼
食
づ
く
り
を
し
て

い
る
こ
と
だ
。
大
谷
地
区
は
、

本ほ
ん
そ
ん村
、
中な
か
ざ
い際
、
鳥と
り
う
み海
の
３
地
区

に
細
分
化
さ
れ
る
が
、
そ
の
う

ち
人
口
が
多
い
本
村
の
住
民
だ

け
で
１
班
を
つ
く
り
、
残
り
の

２
地
区
住
民
が
合
同
で
１
班
と

し
て
、
２
つ
の
班
が
交
代
で
料

理
を
担
当
し
て
い
る
。
な
お
、

食
材
の
買
い
出
し
準
備
や
献
立

の
作
成
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
依
頼
し
て
い
る
。
住

民
も
、
畑
で
つ
く
っ
た
野
菜
を

持
ち
寄
る
な
ど
、
材
料
の
一
部

を
提
供
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
料
理
や
運
動
が

し
っ
か
り
で
き
る
の

は
、
地
区
の
集
会
所

が
広
く
、
設
備
が
充

実
し
て
い
る
こ
と
も

大
き
い
だ
ろ
う
。
お

茶
飲
み
な
ど
に
使
う

和
室
と
運
動
用
の
洋

室
、
厨
房
が
整
っ
た

料
理
部
屋
が
整
備
さ

れ
て
い
る
の
だ
。

　

こ
れ
ま
で
十
年
以

上
変
わ
ら
ず
会
が
続

い
て
き
た
秘
訣
を
、
代
表
の

二に
へ
い瓶
譲ゆ
ず
るさ
ん
に
尋
ね
る
と
、「
特

に
意
識
し
た
こ
と
は
な
い
が
、

来
た
人
に
よ
ろ
こ
ん
で
も
ら
う

こ
と
を
た
い
せ
つ
に
し
て
い

る
」
と
、
参
加
者
の
た
め
に

と
、
心
を
砕
い
て
き
た
姿
が
伺

え
た
。
二
瓶
さ
ん
は
、
同
地
区

の
住
民
で
、
三
島
町
役
場
を
定

年
退
職
後
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
事
務
局
長
な
ど
を
務
め
て
き

た
。
そ
う
し
た
経
歴
を
活
か
し

た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
資
金
管

理
力
で
、
お
達
者
塾
を
支
え
て

き
た
よ
う
だ
。
お
達
者
塾
は
、

参
加
費
と
し
て
５
０
０
円
を
集

め
て
昼
食
費
に
充
て
る
ほ
か
、

赤
い
羽
根
共
同
募
金
や
み
ず
ほ

財
団
、
三
島
町
か
ら
助
成
を
受

け
、
備
品
な
ど
の
購
入
を
し
、

運
営
を
維
持
を
し
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
、
ほ
か
の
住
民
も
活
発

に
準
備
・
活
動
に
携
わ
っ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た

し
て
お
達
者
塾
を
支
え
て
い
る
。

　
「
普
段
か
ら
隣
近
所
で
集

ま
っ
て
お
茶
飲
み
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
が
、
地
域
全
体
で
は

で
き
て
い
な
い
の
で
、
こ
う

や
っ
て
集
ま
っ
て
お
茶
の
み
す

る
の
が
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
」
と
二
瓶
さ
ん
。
参
加
者

も
「
家
に
い
て
も
話
す
相
手
が

い
な
い
の
で
、
こ
こ
に
来
て
み

　

三
島
町
大お
お
た
に谷
地
区
。
町
の
中

心
部
か
ら
や
や
離
れ
た
山
間
部

に
あ
る
こ
の
地
区
に
は
、
10
年

以
上
の
歴
史
を
持
つ
住
民
サ
ロ

ン
が
あ
る
。
２
０
０
３
年
春
に

始
ま
っ
た
そ
の
サ
ロ
ン
の
名
前

は
「
お
達
者
塾
」。
毎
回
15
～

20
人
ほ
ど
の
参
加
者
が
集
ま

る
。
男
女
比
は
お
お
よ
そ
２
：

３
と
、
や
や
女
性
が
多
い
。
年

齢
は
70
歳
代
が
中
心
。
開
催
場

所
は
、
同
地
区
の
「
活
性
化
セ

ン
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
集
会
所

ん
な
と
お
し
ゃ
べ
り
で
き
る
の

が
楽
し
み
」「
こ
こ
に
顔
を
出

す
こ
と
で
、
地
域
の
情
報
が
わ

か
る
」
な
ど
と
話
し
て
お
り
、

お
達
者
塾
は
地
区
全
体
が
集

ま
っ
て
話
せ
る
場
・
情
報
交
換

の
場
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
人
間
関
係
を

柔
和
に
し
て
住
民
の
つ
な
が
り

を
強
固
に
す
る
こ
と
と
、
老
後

の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
が
お

達
者
塾
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ

だ
。
そ
ん
な
お
達
者
塾
の
は
じ

ま
り
は
、
三
島
町
役
場
が
、
社

会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
地

区
サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
る
事
業

を
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
。
そ

の
先
駆
け
と
し
て
、
大
谷
地
区

が
選
ば
れ
、
03
年
か
ら
１
年
間

は
社
協
主
導
で
お
茶
会
を
運
営

し
て
い
た
。
社
協
の
手
を
離
れ

た
あ
と
も
、
お
茶
会
が
好
評

だ
っ
た
こ
と
か
ら
継
続
。
住
民

お
達
者
塾
の
特
色
と
意
義
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へ
と
運
営
主
体
が
移
っ
て
現
在

ま
で
続
い
て
き
た
。

　

初
期
に
お
達
者
塾
の
運
営
を

担
っ
て
い
た
の
は
、
先
代
の
代

表
で
あ
る
。
先
代
の
代
表
は
大

谷
地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

会
長
も
務
め
て
い
た
こ
と
か

ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し

て
い
た
住
民
を
誘
っ
て
、
同
塾

の
参
加
者
を
集
め
て
い
た
。
そ

う
い
っ
た
経
緯
も
あ
っ
て
、
い

ま
も
同
塾
の
参
加
者
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
掛
け
持
ち
を
し
て
い

る
人
も
多
い
。
地
区
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
名
称
を
「
す
み
れ
会
」

と
言
い
、
花
の
植
栽
や
河
川
沿

い
の
清
掃
な
ど
を
定
期
的
に
住

民
た
ち
の
手
で
行
っ
て
き
た
。

　

大
谷
地
区
で
は
、
お
お
た
に

新
そ
ば
祭
り
と
、
山
の
神か
み
こ
う講
や

サ
イ
ノ
カ
ミ
と
い
う
、
地
区
を

あ
げ
て
の
行
事
も
活
発
で
、
そ

う
し
た
行
事
の
準
備
・
開
催
に

住
民
が
関
わ
る
こ
と
で
、
よ
り

一
層
地
区
の
絆
が
深
ま
っ
て
い

る
。
特
に
毎
年
11
月
に
行
わ
れ

る
そ
ば
祭
り
は
、
外
か
ら
訪
れ

る
人
に
食
べ
放
題
の
そ
ば
な
ど

が
ふ
る
ま
わ
れ
、
盛
況
を
呈
し

て
い
る
。

　

お
達
者
塾
の
参
加
者
は
昔
か

ら
の
大
谷
地
区
の
住
民
が
大
半

だ
が
、
最
近
他
県
か
ら
移
住
し

て
き
た
60
歳
代
の
男
性
参
加
者

も
い
る
。
も
と
も
と
、
町
の
復

興
事
業
で
手
伝
い
に
入
っ
た
の

が
き
っ
か
け
で
、
そ
れ
か
ら
も

フロアカーリングの様子。ターゲットに近づくよう、各自のストーンを転がして遊ぶ

食卓を囲んで。「こんなに大勢で食べる機会って普段なかなかないでしょう」と参加者

食事の準備風景。参加者同士の交流の機会にもなっている

定
期
的
に
地
区
の
行
事
な
ど
に

参
加
し
、
こ
こ
を
気
に
入
っ
た

こ
と
か
ら
14
年
に
定
住
を
始
め

た
。「
移
住
を
決
め
た
理
由
は
、

つ
な
が
り
が
で
き
た
こ
と
と
、

大
谷
地
区
の
自
然
の
良
さ
、
風

土
の
良
さ
か
ら
で
す
ね
」
と
話

し
て
く
れ
た
。

　

こ
こ
大
谷
地
区
で
も
高
齢
化

率
は
54
%
と
顕
著
だ
。
そ
れ

で
も
、
お
達
者
塾
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
地
域
の

行
事
な
ど
で
盛
ん

に
住
民
同
士
の
交

流
が
行
わ
れ
て
お

り
、
そ
う
い
っ
た

点
に
親
し
み
を
感

じ
て
地
区
外
か
ら

移
り
住
む
人
も
い

て
、
地
区
は
に
ぎ

わ
っ
て
い
る
。 

 

（
田
中
義
則
）

大
谷
地
区
に
根
ざ
し
て

運動の一環として行われた風船バレー
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4
西
宮
商
店
街 

（
会
津
美
里
町
高
田
地
域
）

●商店は、好きな時間に行き、帰って来ら
れる「交流サロン」

●交流と支え合いの基盤としての商店を、
地域全体で守っていこう

高田 5-1 行政区
※西宮商店街が立地

29 世帯
74 人
36.5％（2016年10月1日現在）

　

会
津
美
里
町
の
高
田
地
域

（
旧
会
津
高
田
町
）
の
中
心
市

街
地
に
は
、
昔
な
が
ら
の
た
た

ず
ま
い
を
残
す
小
規
模
な
商
店

が
多
い
。
そ
う
し
た
店
に
共
通

の
要
素
と
し
て
、「
お
茶
飲
み

場
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
扱
う
品
物
は
そ
れ
ぞ
れ
だ

が
、
大
抵
の
店
に
椅
子
と
小
さ

な
テ
ー
ブ
ル
が
用
意
さ
れ
て
い

る
。
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は
ポ
ッ

ト
、
茶
碗
、
菓
子
の
盛
ら
れ
た

器
…
。
早
朝
に
畑
仕
事
を
終
え
、

舟石書店

店番をする高橋ミツさん

店の奥がお茶飲み場に

家
で
朝
食
を
済
ま
せ
て
ひ
と
休

み
し
た
ら
、
な
じ
み
の
店
へ
と

出
か
け
て
お
茶
飲
み
を
す
る
。

そ
ん
な
高
齢
者
の
姿
を
よ
く
見

か
け
る
。
買
い
も
の
の
用
事
が

な
く
て
も
気
軽
に
立
ち
寄
り
、

好
き
な
と
き
に
帰
っ
て
行
く
。

　

Ｊ
Ｒ
只
見
線
「
会
津
高
田
」

駅
前
の
通
り
を
南
へ
歩
い
て
行

く
と
、
20
軒
近
い
商
店
が
軒
を

連
ね
る
「
西
に
し
の
み
や宮
商
店
街
」
に
入

る
。

　
「
舟
石
書
店
」
は
、

そ
の
一
画
に
店
を
構
え

る
地
元
老
舗
の
本
と
文

具
の
店
。

　

店
は
、
髙
橋
ミ
ツ
さ

ん
（
81
歳
）
と
息
子
夫

婦
の
３
人
で
切
り
盛
り

し
て
い
る
。

　

店
の
奥
に
は
パ
イ
プ

椅
子
が
用
意
し
て
あ

り
、
な
じ
み
客
が
来
る

と
、
髙
橋
さ
ん
は
売
り

場
の
通
路
に
椅
子
を
並
べ
、
お

茶
を
勧
め
る
。
通
路
が
即
席
の

お
茶
飲
み
場
と
な
る
。

　

店
番
を
し
て
い
る
髙
橋
さ
ん

の
気
さ
く
な
人
柄
を
慕
っ
て
、

ほ
ぼ
毎
日
４
～
５
人
が
入
れ
替

わ
り
立
ち
替
わ
り
や
っ
て
く

る
。

「
楽
し
い
時
間
」が
大
事

商
店
街
全
体
が
の
ん
び
り

過
ご
せ
る「
お
茶
飲
み
場
」
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「
お
茶
を
飲
ん
で
お
し
ゃ
べ

り
を
し
て
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
、
年
を
取
っ
て
も

元
気
に
過
ご
す
た
め
に
大
事
だ

と
思
う
の
」
と
髙
橋
さ
ん
。

　

時
に
は
店
番
を
息
子
夫
婦
に

任
せ
、
同
年
代
の
仲
間
と
一
緒

に
旅
行
や
買
い
も
の
、
食
事
に

出
か
け
る
。

　
「
気
が
向
い
た
と
き

に
電
話
で
連
絡
を
取

り
合
っ
て
、『
今
日
は

レ
ス
ト
ラ
ン
で
一
緒

に
食
事
し
な
い
？
』

『
す
る
す
る
～
』
っ
て

感
じ
で
、
女
３
人
で

ね
。
帰
っ
て
き
た
ら

誰
か
の
家
に
寄
っ
て
、

ま
た
お
茶
飲
み
」。

　

近
所
の
仲
良
し
３

人
組
の
、い
わ
ば
「
女

子
会
」
を
月
に
何
度

か
開
い
て
い
る
。

　

そ
の
仲
間
の
一
人
、
小
林
操

さ
ん
（
83
歳
）
は
、
夫
の
賢
さ

ん
（
88
歳
）
と
も
に
「
二
木
屋

薬
局
」
を
営
む
。

　

そ
の
薬
局
で
は
、
店
内
で
は

な
く
奥
の
事
務
所
が
お
茶
飲
み

場
だ
。

　

40
年
来
の
常
連
、
佐
藤
光
意

さ
ん
（
78
歳
）
は
「
毎
日
来
て

い
る
よ
。
こ
こ
で
お
茶
飲
み
す

る
の
が
、
私
の
元
気
の
秘
け
つ

な
ん
だ
」
と
話
す
。

　

夕
方
か
ら
近
く
の
小
料
理
屋

の
手
伝
い
を
す
る
。
薬
局
は
、

日
中
の
時
間
を
過
ご
す
た
い
せ

つ
な
場
所
だ
。

　

佐
藤
さ
ん
が
お
茶
飲
み
に
来

る
の
が
、
小
林
さ
ん
夫
妻
も
楽

し
み
だ
と
い
う
。

　
「
佐
藤
さ
ん
は
町
の
情
報
通
。

い
ろ
ん
な
話
を
聞
け
る
。
買
い

も
の
を
頼
ん
だ
り
も
で
き
る

し
、
も
う
親
戚
と
い
う
か
、
家

族
み
た
い
な
も
の
で
す
よ
」
と

操
さ
ん
。

　

ほ
か
に
も
シ
ニ
ア
カ
ー
で
通

う
80
歳
代
女
性
な
ど
、
数
人
が

ほ
ぼ
毎
日
お
茶
飲
み
に
や
っ
て

来
る
。

　
「
こ
の
商
店
街
に
は
、
年
寄

福島県西部の会津地方に位置。2005 年 10 月に会津高田
町・会津本郷町・新鶴村の 3 町村合併で誕生した。稲作を
中心に野菜、果樹、工芸作物（朝鮮人参など）を組み合わ
せた複合経営の農家が多く、農業が町の基幹産業。伊佐須
美神社など歴史ある寺社が多く、焼き物「会津本郷焼」で
も知られる。町域面積 2 万 7633 ヘクタールの 73％は山林、
15％が農地となっている。人口は 1950 年の 3 万 8779 人（旧
３町村合算）をピークに減少を続け、今年 10 月 1 日時点で
は 2 万 1193 人（7275 世帯）、高齢化率は 34.8％。

会津美里町

商
店
街
で「
の
ん
び
り
」

二木屋薬局代表の小林賢さん

事務所でお茶飲み

り
が
の
ん
び
り
過
ご
せ
る
店
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
う
れ
し
い
こ

と
だ
よ
」（
佐
藤
さ
ん
）

　

モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
売
る
だ

け
で
な
い
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
や
支
え
合
い
を
生
み
出
す

場
と
し
て
の
商
店
は
、
貴
重
な

社
会
資
源
の
ひ
と
つ
。
地
域
全

体
で
守
り
、
残
し
て
い
き
た
い
。

（
木
村
利
浩
）
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5
た
か
さ
と
棚
田
ウ
ォ
ー
ク 

（
喜
多
方
市
高
郷
町
小
土
山
地
区
）

地
域
に
も
と
も
と
あ
っ
た

良
さ
に
気
づ
き
、活
か
す
試
み

●当たり前だった棚田の眺望をイベントに
活かすことで、他地域からの交流人口増
加、地域活性化に。

●イベントの準備には、住民・行政・団体
が重層的に関わる。準備のための集まり
が、地域住民の結びつきを強める機会に
もなる。

小土山地区
20 世帯
62 人
43.6%（2016年11月現在）

たかさと棚田ウォーク実行委員会会長の天野光雄
さんから開会の挨拶

棚田周辺の風景の美しさに参加者も思わず足を止める

は
開
催
日
を
増
や
し
、
春
夏
秋

冬
の
年
４
回
の
開
催
と
な
っ

た
。

　

同
地
区
内
の
温
泉
「
ふ
れ
あ

い
ラ
ン
ド
高
郷
」
が
ス
タ
ー
ト

兼
ゴ
ー
ル
地
点
だ
。
参
加
者
は

歩
き
な
が
ら
、
季
節
ご
と
に

違
っ
た
色
合
い
を
見
せ
る
、
棚

田
の
織
り
な
す
原
風
景
に
癒
さ

れ
る
は
ず
だ
。
折
り
返
し
地
点

で
あ
る
小
土
山
集
会
所
は
休

憩
所
と
な
っ
て
お
り
、
住
民

か
ら
軽
食
の
お
も
て
な
し
が

ふ
る
ま
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
イ

ベ
ン
ト
が
終

わ
っ
た
帰
り

に
は
、
温
泉

に
入
り
、
汗

と
心
地
よ
い

疲
れ
を
流
す

参
加
者
も
多

い
。
県
内
に

あ
る
ほ
か
の

ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
と
比
べ
る
と
、
往

復
５
km
と
短
め
の
距
離
の
た

め
、
初
心
者
や
女
性
の
参
加
者

か
ら
も
「
気
軽
に
参
加
で
き
る
」

と
好
評
だ
。

　

16
年
秋
の
参
加
者
は
約

１
５
０
人
。
年
齢
は
50
歳
代
、

60
歳
代
が
中
心
だ
が
、
10
歳
代

の
若
い
参
加
者
も
い
る
。
参
加

者
は
県
内
の
他
地
域
が
多
い

が
、
東
北
の
他
県
や
関
東
圏
域

か
ら
訪
れ
る
人
も
い
る
。
参
加

者
か
ら
は
イ
ベ
ン
ト
の
魅
力

と
し
て
、「
景
観
の
良
さ
」
と

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
楽
し
さ
」

と
と
も
に
、「（
休
憩
所
で
ふ
る

ま
わ
れ
る
）
お
も
て
な
し
の
良

さ
」
を
あ
げ
る
声
が
多
か
っ
た
。

　

そ
の
お
も
て
な
し
の
た
め
、

地
区
の
女
性
が
中
心
に
な
っ

て
、
当
日
の
食
事
の
支
度
は
も

ち
ろ
ん
、
開
催
の
数
日
前
か
ら

漬
け
物
を
つ
け
た
り
、
道
の
草

を
刈
っ
た
り
し
て
備
え
て
い

　

喜
多
方
市
高
郷
町
小こ
づ
ち
や
ま

土
山
地

区
は
、
起
伏
に
富
む
中
山
間
地

域
の
た
め
棚
田
が
多
く
、
昔
な

が
ら
の
家
屋
（
曲
が
り
家
）
が

建
ち
並
ぶ
。
地
区
内
に
あ
る
立

岩
山
と
堤
も
、
訪
れ
た
人
の
目

を
引
く
。

　

同
地
区
で
は
、
２
０
１
４
年

か
ら
「
た
か
さ
と
棚
田
ウ
ォ
ー

ク
」
と
い
う
、
集
落
を
あ
げ
て

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
て
い
る
。
当
初
年
１
回

開
催
だ
っ
た
の
が
、
16
年
か
ら

る
。
地
区
の
住
民
か
ら
は
、
田

ん
ぼ
の
収
穫
作
業
の
時
期
な
ど

と
重
な
っ
て
準
備
が
た
い
へ
ん

と
い
う
意
見
も
あ
る
。
そ
れ
で

も
、
地
区
の
な
か
で
普
段
は
離

れ
て
い
て
行
き
来
が
な
い
住
民

同
士
も
、
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
に

よ
っ
て
一
堂
に
会
す
る
機
会
が

で
き
て
、
交
流
も
深
ま
っ
た
と

い
う
。
日
々
の
農
作
業
以
外
に

棚
田
ウ
ォ
ー
ク
に
よ
っ
て
対
外

的
に
関
わ
る
機
会
が
で
き
、「
集

落
と
し
て
必
要
と
さ
れ
て
い
る

ん
だ
、
と
い
う
生
き
が
い
の
よ

う
な
も
の
も
少
し
生
ま
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
」
と
語
る
の
は
、

た
か
さ
と
棚
田
ウ
ォ
ー
ク
実
行

委
員
会
会
長
で
、
喜
多
方
観
光

物
産
協
会
高
郷
支
部
長
の
天
野

光
雄
さ
ん
。
実
際
、
準
備
に
携

わ
っ
た
住
民
か
ら
も
「
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
る
」
と
い
う
声

が
多
く
聞
こ
え
て
き
た
。

素
敵
な
お
も
て
な
し

地元の住民が料理の準備、配膳を担当。陰ながらイベントを支えている
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も
と
も
と
、
小
土
山
集
落
は

一
部
地
形
的
な
問
題
で
基
盤
整

備
が
難
し
く
、
昔
な
が
ら
の
田

ん
ぼ
が
並
ん
で
い
た
地
域
で

あ
っ
た
。
少
子
高
齢
化
が
進

み
、「
何
と
か
し
な
い
と
」
と

住
民
同
士
危
機
感
を
持
っ
て
い

た
。
そ
ん
な
折
、
福
島
県
の
委

託
事
業
で
あ
る
、「
大
学
生
の

力
を
活
用
し
た
集
落
復
興
支
援

事
業
」
の
一
環
で
、
12
年
に
法

政
大
学
の
岡
崎
昌
之
教
授
と
ゼ

ミ
の
学
生
が
小
土
山
の
調
査
に

訪
れ
た
こ
と
が
転
機
に
な
っ

た
。
岡
崎
教
授
と
学
生
は
、
棚

田
や
立
岩
山
な
ど
の
景
観
資
源

に
気
づ
き
、
活
用

す
る
こ
と
を
提
案

す
る
。
地
元
の
人

に
と
っ
て
は
そ
こ

に
あ
る
当
た
り
前

の
も
の
だ
っ
た
の

が
、
外
の
視
点
を

取
り
入
れ
た
こ
と

で
発
掘
さ
れ
た
形

と
な
っ
た
。
そ
こ

か
ら
、
活
性
化
を

目
指
す
事
業
の
一

つ
と
し
て
、
棚
田

ウ
ォ
ー
ク
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
動
き
出
し
た
。

　

開
催
初
年
度
は
数
十
人
だ
っ

た
参
加
者
が
、
喜
多
方
市
や
喜

多
方
観
光
物
産
協
会
か
ら
の
協

力
を
得
て
、
公
共
機
関
に
ポ
ス

タ
ー
を
掲
示
し
た
り
、
市
や
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た

り
、
新
聞
で
取
り
あ
げ
ら
れ
た

こ
と
で
、
人
が
集
ま
り
始
め
る
。

参
加
者
同
士
の
口

コ
ミ
効
果
も
あ
っ

て
、
今
で
は
常
時

１
０
０
人
を
超
え

る
ほ
ど
に
。

　

喜
多
方
観
光
物

産
協
会
以
外
に
も
、

「
喜
多
方
市
ふ
る
さ

と
振
興
（
株
）
西

部
事
業
所
」、「
小

土
山
行
政
区
」、「
小

土
山
活
性
化
実
行

委
員
会
」、「
き
た

か
た
商
工
会
」、「
会

津
よ
つ
ば
農
業
協
同
組
合
高
郷

支
店
」、「
喜
多
方
市
」
の
あ
わ

せ
て
７
団
体
が
「
た
か
さ
と
棚

田
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会
」
と

し
て
参
加
し
て
い
る
。

　

小
土
山
行
政
区
と
小
土
山
活

性
化
実
行
委
員
会
は
、
事
前
に

全
戸
に
電
話
で
呼
び
か
け
た

り
、
区
の
会
議
で
説
明
し
た
り

し
て
、
お
も
て
な
し
の
準
備
に

あ
た
る
住
民
の
協
力
と
理
解
を

得
て
き
た
。
小
土
山
活
性
化
実

行
委
員
会
は
、
活
性
化
に
関
わ

る
事
業
を
担
当
し
、
イ
ベ
ン
ト

参
加
者
へ
向
け
て
地
元
住
民
が

つ
く
っ
た
野
菜
や
地
元
で
と
れ

た
水
な
ど
の
販
売
会
を
開
い
て

い
る
。「
住
民
の
畑
で
と
れ
た

野
菜
が
余
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

多
い
の
で
、
そ
う
い
っ
た
も
の

も
活
性
化
実
行
委
員
会
で
集

参加者同士の憩いのひととき

休憩所では、おにぎりや漬け物、お茶などのおもてなし

棚田に沿って、道のりを行くウォーキングコース

地
域
の
活
性
化
へ
向
け
て

約
・
保
存
し
て
、
漬
け
物
な
ど

で
販
売
す
る
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
利
益
を
住
民
に
還

元
す
る
仕
組
み
を
つ
く
れ
た

ら
」
と
活
性
化
実
行
委
員
会
委

員
長
の
橋は
し
や
だ

谷
田
弘ひ
ろ
よ
し由
さ
ん
。
喜

多
方
市
ふ
る
さ
と
振
興
（
株
）

西
部
事
業
所
は
ス
タ
ー
ト
兼

ゴ
ー
ル
地
点
で
あ
る
温
泉
施
設

の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
各
団
体
が
重
層
的

に
関
わ
り
、
棚
田
ウ
ォ
ー
ク
開

催
を
支
え
て
き
た
。

　

小
土
山
活
性
化
実
行
委
員
会

は
15
年
か
ら
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
喜

多
方
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
、「
農
都
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
し
て
東
京
な
ど
の
都
市

企
業
か
ら
、
棚
田
ウ
ォ
ー
ク
へ

の
参
加
者
を
呼
び
こ
ん
で
い

る
。
同
参
加
者
に
は
、
ツ
ア
ー

と
い
う
か
た
ち
で
同
イ
ベ
ン
ト

以
外
に
も
、
集
会
所
で
の
地
元

住
民
と
の
交
流
会
や
農
家
で
の

稲
刈
り
体
験
な
ど
も
行
っ
て
も

ら
っ
て
、
双
方
の
連
携
や
課
題

解
決
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
模
索

し
て
い
る
。

　

喜
多
方
市
高
郷
総
合
支
所
産

業
課
の
赤
城
孝
夫
係
長
は
、「
地

域
住
民
・
行
政
・
団
体
が
か
か

わ
り
、
高
郷
町
を
棚
田
の
あ
る

ま
ち
と
し
て
確
立
し
、
交
流
人

口
の
拡
大
に
よ
り
観
光
振
興
お

よ
び
地
域
活
性
化
を
図
り
た
い

で
す
」
と
話
す
。

　

小
土
山
地
区
で
は
、
棚
田

ウ
ォ
ー
ク
を
き
っ
か
け
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行

い
、
今
後
は
地
域
の
定
住
者
獲

得
や
雇
用
の
創
出
も
見
据
え
て

い
る
。
地
区
活
性
化
を
目
指
し

た
確
か
な
歩
み
は
、
こ
れ
か
ら

も
続
い
て
い
く
。　
（
田
中
義
則
）



住民の支え合い

● 世帯数
● 人　口
● 高齢化率
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6
湊
地
区
地
域
活
性
化
協
議
会 

（
会
津
若
松
市
湊
地
区
）

●区長会が中心となり、住民主体で地域の
文化観光、産業振興、生活福祉、教育環
境などの自治に積極的に取り組む

会津若松市
48,379 世帯
122,715 人
27.7％（平成26年10月1日現在）

　

湊
地
区
は
会
津
若
松
市
の
東

部
に
位
置
し
て
お
り
、
猪
苗
代

湖
に
接
し
て
い
て
湖
水
浴
場
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
夏
に
は
観
光

客
が
多
く
訪
れ
る
。
地
区
の
主

な
産
業
は
農
業
だ
。

　

地
区
の
大
き
な
課
題
は
人
口

減
少
で
、
２
０
０
６
年
に
比
べ

２
０
１
６
年
の
人
口
は
マ
イ
ナ

ス
16
・
４
％
と
な
っ
て
い
る
。

会
津
若
松
市
全
体
の
マ
イ
ナ
ス

６
％
に
比
べ
て
も
倍
以
上
で
、

少
子
高
齢
化
も
深
刻
な
問
題

だ
。

こ
う
し
た
現
状
に
危
機
感
を

も
っ
た
区
長
会
が
中
心
と
な
っ

て
、
２
０
１
４
年
秋
か
ら
地
域

を
活
性
化
さ
せ
る
動
き
が
起

こ
っ
た
。
翌
年
３
月
に
地
区
内

の
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
団
体
が
集

ま
り
「
湊
地
区
地
域
活
性
化
協

議
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。

　

協
議
会
の
活
動
は
、
身
近
な

地
域
課
題
を
出
し
合
い
、
解
決

策
を
探
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ

た
。
月
に
１
、２
回
会
議
を
開

い
て
き
た
が
、
時
に
は
ケ
ン
カ

を
し
て
い
る
の
か
と
思
わ
れ
る

ほ
ど
、
熱
が
入
っ
た
議
論
も
行

わ
れ
た
と
い
う
。
当
初
は
文
化

観
光
部
会
、
産
業
振
興
部
会
、

生
活
福
祉
部
会
の
３
部
会
が
組

織
さ
れ
、
そ
の
後
自
治
部
会
と

教
育
環
境
部
会
が
増
え
て
、
現

在
は
５
部
会
体
制
と
な
っ
て
い

る
。

　

初
年
度
は
現
状
把
握
、
目
標

や
行
動
計
画
の
策
定
、
学
び
の

期
間
と
し
て
い
た
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
実
際
の
活
動
も
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。

　

２
０
１
５
年
8
月
、
湊
地
区

の
西
側
に
あ
る
背
あ
ぶ
り
山
の

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
野
菜
を
直
売

す
る
「
青
空
軽
ト
ラ
市
」
を
開

催
。
こ
の
と
き
は
観
光
客
だ
け

で
な
く
、
地
元
の
人
た
ち
も
足

を
運
ん
で
く
れ
た
。
ほ
か
に
会

津
若
松
市
内
で
開
催
さ
れ
る
十

日
市
や
、
鶴
ヶ
城
で
催
さ
れ
る

會あ
い
づ
じ
ゅ
う
ら
く

津
十
楽
で
も
「
湊
茶
屋
」
と

し
て
、
豆
腐
餅
や
山
菜
の
天
ぷ

ら
な
ど
の
湊
地
区
な
ら
で
は
の

食
品
の
販
売
を
行
っ
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
き
っ
か
け

に
、「
湊
の
た
め
に
自
分
た
ち

に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
」
と

思
う
人
た
ち
が
増
え
て
き
た
と

い
う
。
そ
し
て
、
自
分
た
ち
で

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
よ
う
と
い

う
運
気
が
高
ま
り
、
青
空
軽
ト

ラ
市
の
常
設
直
売
所
の
設
置

や
、
新
た
な
ご
当
地
グ
ル
メ
イ

ベ
ン
ト
「
湊
も
ち
そ
ば
ま
つ
り
」

の
開
催
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

湊
地
区
の
課
題
の
一
つ
に
交

通
手
段
が
あ
る
。
路
線
バ
ス
は

国
道
の
み
の
運
行
で
本
数
も
少

な
い
。
買
い
も
の
や
通
院
な
ど

青空軽トラ市の常設直売所

湊茶屋(青空軽トラ直売所併設）

青空軽トラ市

湊茶屋（絵ろうそく祭り出店）

地
域
の
課
題
を
把
握
す
る
こ
と
か
ら

解
決
策
を
探
り
活
性
化
に
つ
な
げ
る

は
自
家
用
車
で
行
く
し
か
な
い

の
が
現
状
だ
。
協
議
会
で
は
生

活
福
祉
部
会
が
交
通
手
段
に
つ

い
て
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
運
動

会
な
ど
の
地
域
行
事
に
あ
わ

せ
、
試
験
的
に
無
料
の
送
迎
バ

ス
の
運
行
を
行
っ
て
い
る
。

　

バ
ス
を
運
行
し
て
み
る
と
、

利
用
者
は
自
家
用
車
な
ど
の
交

通
手
段
が
な
く
て
も
目
的
の
場

所
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
だ
け

で
な
く
、
一
緒
に
乗
る
人
た
ち

と
の
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
め
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
普

段
出
か
け
な
い
地
域
を
ま
わ
る

こ
と
で
、
久
し
ぶ
り
に
訪
れ
る

景
色
を
眺
め
る
こ
と
も
で
き

る
。
移
動
の
手
段
と
し
て
は
も

ち
ろ
ん
、
出
か
け
る
こ
と
を
楽

し
む
と
い
う
新
た
な
可
能
性
が

見
え
て
き
た
。

　

送
迎
バ
ス
の
利
用
者
か
ら

ニ
ー
ズ
の
聞
き
取
り
を
行
い
、

実
践
は
特
産
品
の
販
売
か
ら

住
民
が
自
由
に
移
動

で
き
る
環
境
づ
く
り
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将
来
的
に
は
路
線
バ
ス
が
運
行

し
て
い
な
い
地
域
で
の
通
院
や

買
い
物
の
た
め
の
新
た
な
交
通

の
導
入
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
需

要
が
増
え
る
で
あ
ろ
う
10
年

後
、
20
年
後
を
見
据
え
て
整
備

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
生
活

福
祉
部
会
で
は
考
え
て
い
る
。

　

教
育
環
境
部
会
で
は
、「
住

民
が
の
び
の
び
と
成
長
す
る
生

涯
学
習
が
盛
ん
な
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
標
に
活
動
し
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
サ
ポ
ー

タ
ー
制
度
を
つ
く
っ
た
り
、
学

校
教
育
と
地
域
の
活
動
を
つ
な

げ
る
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
に
目
標
や
活
動
領

域
を
設
定
し
て
独
自
の
活
動
を

行
っ
て
い
る
５
部
会
の
ほ
か
、

協
議
会
に
は
青
年
会
や
Ｐ
Ｒ
隊

が
あ
る
。
Ｐ
Ｒ
隊
は
、
湊
地
区

の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「M

inato

～
私
の
ふ
る
さ
と
」
を
演
奏
し

な
が
ら
情
報
発
信
と
地
区
の
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
隊

員
は
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
を
作
詞

作
曲
し
た
歌
手
の
遠
藤
静
香
さ

ん
、
人
形
劇
サ
ー
ク
ル
に
所
属

し
Ｐ
Ｒ
隊
長
を
務
め
る
小こ
び
や
ま

檜
山

ミ
ネ
子
さ
ん
の
２
人
。
Ｐ
Ｒ
隊

は
「
県
う
た
ご
え
合
唱
発
表
会
」

に
出
場
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
部

門
で
入
賞
、
２
０
１
６
年
11
月

に
愛
媛
県
で
開
催
さ
れ
た
「
日

本
の
う
た
ご
え
祭
典
in
え
ひ

め
」
に
も
出
場
し
た
。
ふ
る
さ

と
へ
の
想
い
を
込
め
た
曲
は
評

判
を
呼
び
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
外
に
も

認
知
さ
れ
て
き
て
、
地
域
の
Ｐ

Ｒ
に
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

湊PRバンド（湊地区文化祭）
　

協
議
会
で
は
福
島
県
の
「
大

学
生
の
力
を
活
用
し
た
集
落
復

興
支
援
事
業
」
を
活
用
し
、
会

津
大
学
短
期
大
学
部
と
連
携
し

て
、
全
世
帯
を
対
象
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
や
地
域
資
源
調

査
を
実
施
し
、
調
査
報
告
会

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ

た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、

２
０
１
６
年
２
月
に
行
わ
れ
た

県
の
活
動
報
告
会
の
実
態
調
査

の
部
で
１
位
の
評
価
を
得
て
い

る
。

　

学
生
に
話
を
聞
く
と
、「
情

報
発
信
の
必
要
性
を
感
じ
て
い

ま
す
」「
湊
地
区
の
み
な
さ
ん

は
仲
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
仲
の
良
さ
を
活
か
し
た
活
動

が
で
き
た
ら
い
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」
な
ど
と
話
し
て

山形県のNPO法人きらりよしじまネットワークを講師に招いての勉強会

学
生
と
の
連
携
で

新
た
な
風
を

く
れ
た
。

　

部
会
や
Ｐ
Ｒ
隊
が
独
自
に
活

動
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
学
生

と
連
携
し
た
取
り
組
み
、
地
域

づ
く
り
コ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

座
、
広
報
戦
略
会
議
な
ど
、
各

種
の
会
議
や
講
習
会
が
行
わ
れ

て
い
る
。
２
０
１
５
年
に
発
足

し
た
協
議
会
は
、
地
区
外
か
ら

講
師
を
招
い
た
り
他
団
体
と
連

携
を
深
め
た
り
し
な
が
ら
、
各

セ
ク
シ
ョ
ン
、
各
メ
ン
バ
ー
が

地
域
を
見
つ
め
直
し
、
活
性
化

に
向
け
て
活
動
し
て
い
る
。

（
熊
谷
智
美
）

オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ
で
Ｐ
Ｒ

地域づくりコアリーダー養成講座
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7
「
オ
メ
・
げ
ん
き
会
」（
猪
苗
代
町
八
千
代
地
区
）

●「地域の一人ひとりが対等な関係で、活
躍し輝けるように」との会の理念があ
り、参加者同士話し合いながら活動内容
も決めている。

●独自の回覧板により、地域全体に伝達し
つながる。

八千代地区
173 世帯
435 人
19.8％（2016年8月31日現在）

「
オ
メ
、元
気
で
い
だ
の
が
よ
？
」と

声
か
け
合
う
場
に
！

地
域
の
つ
な
が
り
再
定
着

　
「
我
が
姿　

見
な
い
で
友
の　

老
け
を
見
る
」「
ガ
ラ
ケ
イ
と　

笑
う
な　

わ
し
の
命
綱
」
福
島

県
猪
苗
代
町
八
千
代
区
に
あ
る

公
民
館
を
訪
れ
る
と
、
高
齢
者

の
日
常
を
、
ユ
ー
モ
ア
を
込
め

て
つ
づ
っ
た
川
柳
が
飾
ら
れ
て

い
る
の
が
目
に
留
ま
る
。

　

川
柳
は
高
齢
者
ら
が
集
う
サ

ロ
ン
、「
オ
メ
・
げ
ん
き
会
」

の
２
周
年
記
念
川
柳
大
会
で
詠

ま
れ
た
も
の
。
オ
メ
・
げ
ん
き

会
は
毎
月
１
回
（
最
終
月
曜

日
）、
午
前
９
時
か
ら
12
時
ま

で
開
か
れ
て
い
る
。
対
象
者
は

65
歳
以
上
で
、
参
加
者
は
70
歳

代
の
人
が
中
心
。
現
在
の
参
加

人
数
は
20
人
か
ら
、
多
い
時
は

30
人
に
の
ぼ
る
。
会
で
は
、
毎

回
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
お
し
ゃ

べ
り
を
し
、
ピ
ア
ノ
教
師
の

キ
ー
ボ
ー
ド
生
演
奏
付
き
で
歌

を
歌
う
。
誕
生
月
の
参
加
者
に

は
、
さ
さ
や
か
な
プ
レ
ゼ
ン
ト

と
と
も
に
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ

イ
を
み
ん
な
で
歌
っ
て
祝
っ
て

い
る
。
ち
な
み
に
、

会
の
名
称
は
、
地

域
の
人
か
ら
公
募

し
、
多
数
決
で
決

め
た
。「
地
元
の

人
同
士
、『
お
め
、

元
気
で
い
だ
の
が

よ
ォ
？
』
と
声
を

か
け
合
え
た
ら
い

い
ね
」、
と
の
願

い
が
由
来
に
な
っ

て
い
る
。

　
「
オ
メ
・
げ
ん
き
会
」
が
始

ま
っ
た
の
は
２
０
１
４
年
７

月
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
勧
め
も
あ
っ
て
、
地
区
の
民

生
委
員
を
務
め
て
い
た
柳
原
律

子
さ
ん
（
60
）
が
、
当
時
の
保

健
協
力
委
員
２
人
と
、
地
域
の

ピ
ア
ノ
教
師
に
声
を
か
け
、
区

長
の
賛
同
も
得
て
、
会
を
設
立

さ
せ
た
。
設
立
当
初
は
10
人
ほ

ど
だ
っ
た
参
加
者
も
、
こ
こ
２

年
で
２
倍
以
上
に
増
え
た
。
会

の
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲

気
の
良
さ
が
参
加
者
が
増
え
る

き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。
町

の
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
が
視

察
に
訪
れ
て
気
に
入
り
、
退
職

後
に
は
自
ら
サ
ロ
ン
の
輪
に
加

わ
っ
て
い
る
ほ
か
、
八
千
代
区

外
か
ら
の
参
加
者
も
い
る
。「
参

加
し
た
い
人
は
、
い
つ
で
も
だ

れ
で
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
間

口
を
広
げ
た
い
」
と
柳
原
さ
ん
。

　

そ
の
ほ
か
、
会
員
数
の
増
加

に
一
役
買
っ
た
の
は
、「
オ
メ
・

げ
ん
き
会
」
独
自
の
回
覧
板
の

存
在
だ
。
通
常
の
町
内
会
の
回

覧
板
と
は
別
に
、
会
の
お
知
ら

せ
だ
け
を
ま
と
め
た
も
の
を
つ

く
り
、
町
内
会
の
班
ご
と
に
回

し
て
、
今
後
の
活
動
予
定
や
結

果
報
告
を
共
有
し
て
い
る
。
こ

の
回
覧
板
の
お
か
げ
で
、
地
区

内
で
会
の
存
在
が
広
く
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
回
覧
す
る

な
か
で
ふ
れ
あ
い
や
見
守
り
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

柳
原
さ
ん
は
、
参
加
者
そ
れ

ぞ
れ
に
声
を
か
け
な
が
ら
、「
自

分
自
身
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

世話人で、地区の民生委員も務める柳原律子さん

ミニ運動会として玉入れ競争（子ども用ポールなので座って）この日は次回の芋煮会の行き先や日時を話し合った

昼食の料理も参加者同士で積極的に行う

参
加
者
一
人
ひ
と
り
の

良
さ
を
認
め
て
、

多
彩
な
活
動
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ま
り
「
28
（
に
は
ち
）
会
」
も

生
ま
れ
た
。
２
月
28
日
と
８
月

28
日
の
半
年
に
一
回
、
集
会
所

に
集
ま
っ
て
お
酒
を
楽
し
み
な

が
ら
、
語
ら
う
。

　
「
オ
メ
・
げ
ん
き
会
」
は
、

お
茶
飲
み
の
ほ
か
に
も
、
毎
月

趣
向
を
凝
ら
し
た
試
み
を
行
っ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
、
猪
苗

代
町
の
歴
史
を
読
み
札
に
し
た

ふ
る
里
カ
ル
タ
取
り
大
会
、
チ

ラ
シ
を
使
っ
た
カ
ゴ
づ
く
り
な

ど
の
手
仕
事
、
健
康
体
操
、
川

柳
の
詠
み
合
い
な
ど
を
行
っ
て

き
た
。
カ
ル
タ
取
り
の
よ
う
な

競
技
は
、
特
に
白
熱
し
た
様
子

で
、
参
加
者
は
本
気
に
な
っ
て

競
い
合
っ
て
、
楽
し
ん
で
い
る
。

こ
う
し
て
本
気
で
遊
び
、
笑
い

合
う
こ
と
が
健
康
の
秘
訣
か
も

し
れ
な
い
。

　

春
は
花
見
、
晩
夏
は
地
区
の

お
祭
り
へ
の
バ
ザ
ー
出
店
、
秋

は
芋
煮
に
運
動
会
（
ボ
ー
リ
ン

グ
、パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
、輪
投
げ
）、

冬
に
は
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と

の
「
三
世
代
交
流
ク
リ
ス
マ
ス

会
」
な
ど
、
四
季
折
々
の
行
事

も
取
り
入
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
行
事
の
行
き
先
や
日
程
は
、

参
加
者
同
士
が
サ
ロ
ン
の
な
か

で
話
し
合
っ
て
決
め
る
。
そ
の

ほ
か
、
会
の
活
動
内
容
も
事
前

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
な
ど
、

参
加
者
一
人
ひ
と
り
が
活
動
の

決
定
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る

仕
組
み
だ
。
オ
メ
・
げ
ん
き
会

は
、「
一
人
ひ
と
り
が
活
躍
で

き
る
」
こ
と
を
た
い
せ
つ
に
し

て
い
る
。

　

参
加
者
が
講
師
と
な
り
、
得

意
な
こ
と
を
披
露
し
た
り
、
自

分
の
も
つ
技
術
を
教
え
合
っ
た

り
も
し
て
い
る
。「
そ
う
し
て

だ
れ
か
の
役
に
立
て
る
こ
と
が

参
加
者
の
生
き
が
い
に
も
つ
な

が
る
」
と
い
う
柳
原
さ
ん
た
ち

の
想
い
が
背
景
に
あ
る
。
環
境

が
違
っ
て
も
、「
対
等
な
立
場
」

で
ふ
れ
あ
え
る
こ
と
も
大
事
に

し
て
い
る
。「
年
齢
な
ど
を
気

に
せ
ず
、
な
ん
で
も
ざ
っ
く
ば

ら
ん
に
話
せ
る
、
居
心
地
の
よ

い
場
に
し
た
い
で
す
」
と
柳
原

さ
ん
は
語
る
。

会
が
地
域
に

も
た
ら
し
た
も
の

会で行われたふる里カルタ取り大会の光景

会のなかでつくった小物入れ。チラシを編んだもの

企画された男性だけの集会。ここから「28会」が誕生

無
理
に
ま
と
め
ず
、
自
由
な
な

か
で
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

と
自
然
体
で
会
の
サ
ポ
ー
ト
を

担
う
。
自
由
な
会
ら
し
く
、
特

段
決
ま
り
ご
と
も
な
く
、
心
の

負
担
の
な
い
範
囲
で
飲
食
の
持

ち
込
み
な
ど
も
可
。
男
性
の
参

加
者
は
持
ち
寄
っ
た
お
酒
を
嗜
た
し
な

み
、
話
に
花
を
咲
か
せ
る
。
こ

こ
で
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
男
性
だ
け
の
集

久しぶりに顔をあわせ、話題は尽きない

　

こ
う
し
た
気
兼
ね
な
く
話
せ

る
場
だ
か
ら
こ
そ
、「
変
な
電

話
が
来
た
」「
み
ん
な
も
気
を

つ
け
ろ
」
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し

た
困
り
ご
と
も
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
、
防
犯
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。「
高
齢
者
が
日
常
の

で
き
ご
と
を
発
信
で
き
る
場
所

が
必
要
で
し
た
」
と
柳
原
さ
ん

は
話
す
。
こ
の
地
区
で
は
昔
か

ら
近
く
に
住
ん
で
い
る
知
り
合

い
同
士
も
多
い
。（
な
か
に
は

ほ
か
の
地
区
の
サ
ー
ク
ル
と
掛

け
持
ち
し
て
元
気
に
動
き
回
る

人
も
い
る
が
、）「
年
を
重
ね
る

と
、
き
っ
か
け
が
な
い
と
家
か

ら
出
な
く
な
る
。
近
く
に
住
ん

で
い
て
も
な
か
な
か
会
え
な
い

の
で
、
こ
う
い
う
会
は
あ
り
が

た
い
」
と
、
住
民
は
毎
月
の
会

を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。
会
が

あ
る
こ
と
で
、
近
所
同
士
誘
い

合
っ
て
出
か
け
る
な
ど
、
出
か

け
る
き
っ
か
け
が
生
ま
れ
て
い

る
。
地
区
の
つ
な
が
り
を
、
再

定
着
さ
せ
る
役
目
も
果
た
し
て

い
る
よ
う
だ
。

　

オ
メ
・
げ
ん
き
会
の
参
加
者

が
、「
こ
の
年
に
な
っ
て
も
新

し
い
発
見
が
あ
っ
て
楽
し
い
」、

「
毎
月
、
み
ん
な
の
顔
を
見
る

だ
け
で
も
い
い
ね
」
と
、
目
を

輝
か
せ
て
語
る
様
子
が
印
象
的

だ
っ
た
。
こ
う
し
て
人
と
、
集

う
こ
と
で
つ
な
が
り
が
深
ま

り
、
つ
な
が
り
が
生
活
に
彩
り

を
添
え
て
い
る
。　
（
田
中
義
則
）
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8
瀬
戸
町 

de 

逢
え
〜
る 

（
会
津
美
里
町
本
郷
地
域
）

週
２
回
は
パ
ン
屋
に
な
る
空
き
店
舗
を

利
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス

●空き店舗を活用して、パンを販売しなが
らお茶飲みスペースに。

本郷地域
32 世帯
67 人
53.7％（平成28年10月1日現在）

　

瀬
戸
町
の
通
り
沿
い
に
あ

る
「
瀬
戸
町
de
逢
え
～
る
」
は
、

水
曜
と
金
曜
の
昼
時
に
パ
ン
屋

に
な
る
。
菓
子
パ
ン
や
調
理
パ

ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が

並
び
、
な
じ
み
の
客
が
「
今
日

は
何
に
し
よ
う
か
な
」と
か「
ま

だ
あ
る
？
」
と
声
を
か
け
な
が

ら
入
っ
て
く
る
。

　

店
内
で
は
ド
リ
ン
ク
コ
ー

ナ
ー
の
飲
み
物
を
１
０
０
円
で

自
由
に
飲
む
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
パ
ン
を
買
っ
て
そ
の
場
で

昼
食
に
す
る
人
た
ち
も
い
る
。

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
通
り
を
眺

め
、
知
り
合
い
が
通
る
と
声
を

か
け
て
招
き
入
れ
、
お
し
ゃ
べ

り
の
輪
が
広
が
る
日
も
少
な
く

な
い
。

　

会
津
美
里
町
は
２
０
０
５
年

に
会
津
高
田
町
、
会
津
本
郷

町
、
新
鶴
村
が
合
併
し
て
誕

生
し
た
。「
瀬
戸
町
de
逢
え
～

る
」
は
旧
会
津
本
郷
町
の
メ
イ

ン
の
商
店
街
に
面
し
た
衣
料
品

店
「
松
葉
屋
」
だ
っ
た
店
舗
。

商
店
街
は
閉
店
が
続
き
、
に
ぎ

や
か
だ
っ
た
通
り
の
面
影
が
薄

れ
て
き
て
い
る
。
か
つ
て
は
買

い
も
の
に
出
か
け
る
と
、「
お

茶
飲
ん
で
が
せ
」
と
声
が
掛
り
、

買
い
も
の
を
し
な
く
て
も
、
店

内
で
お
茶
飲
み
す
る
の
が
自
然

だ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
相
次

ぐ
閉
店
で
お
茶
飲
み
の
機
会
も

減
っ
た
。

　

こ
う
し
た
現
状
か
ら
菊
地
利

子
さ
ん
は
、
地
域
の
人
が
集
え

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
を

つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
た
。

地
域
の
人
た
ち
か
ら
は
、「
パ
ン

屋
が
欲
し
い
」「
喫
茶
店
が
あ

る
と
い
い
」
と
い
う
声
が
あ
っ

た
が
、
店
舗
の
構
造
上
パ
ン
を

焼
い
た
り
喫
茶
店
は
で
き
な
い

た
め
、
パ
ン
を
仕
入
れ
て
販
売

す
る
こ
と
に
し
た
。
店
頭
に
並

ぶ
の
は
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
コ
パ
ン
の
パ
ン
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
希
来
里
が
つ
く
っ
て

い
る
菓
子
や
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な

ど
。
品
数
は
次
第
に
増
え
、
現

在
は
野
菜
や
お
米
、
手
づ
く
り

の
雑
貨
な
ど
も
並
ん
で
い
る
。

　

菊
地
さ
ん
は
孫
の
世
話
の
た

め
に
仕
事
を

辞
め
た
と
き

に
、
社
会
と

の
つ
な
が
り

を
求
め
て
子

育
て
サ
ー
ク

ル
に
参
加
し

た
。
子
ど
も
や
孫
と
一
緒
に
で

き
る
活
動
が
な
い
か
考
え
、「
お

は
な
し
ぽ
け
っ
と
」
と
い
う
読

み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上

げ
た
り
も
し
た
。
そ
の
後
、
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
を
立
ち
上
げ
た

が
、
病
気
な
ど
の
理
由
も
あ
っ

て
自
身
の
活
動
は
休
止
し
て
い

た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の

阿
部
明
子
さ
ん
は
、
夫
の
転
勤

で
会
津
美
里
町
に
や
っ
て
き

た
。「
菊
池
さ
ん
に
声
を
か
け

て
も
ら
い
、
私
自
身
の
居
場
所

に
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」

と
明
る
い
笑
顔
で
話
す
。

　
「
瀬
戸
町
de
逢
え
～
る
」
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
認

知
症
講
話
や
予
防
体
操
の
会
場

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

１
時
間
２
０
０
円
で
貸
し
出
し

も
し
て
い
て
、
小
物
づ
く
り
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

菊
地
さ
ん
は
「
お
年
寄
り
が

元
気
な
ま
ち
。
町
外
に
出
た
人

も
リ
タ
イ
ヤ
後
に
帰
っ
て
こ
ら

れ
る
よ
う
な
ま
ち
が
理
想
」
と

言
う
。
そ
の
た
め
に
も
、
い
ろ

ん
な
人
と
出
会
え
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
を
目
指
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
商
店
街
の
昔
の
地

図
を
み
ん
な
で
つ
く
っ
て
、
思

い
出
を
語
り
合
う
と
い
う
計
画

も
あ
る
。
す
で
に
菊
地
さ
ん
は

地
図
の
作
成
を
始
め
て
お
り
、

今
後
の
展
開
が
楽
し
み
だ
。　
　
　
　
　

　
　
（
熊
谷
智
美
）

お
茶
飲
み
の
場
を

つ
く
り
た
い

社
会
と
の
つ
な
が
り
を

求
め
て

菊地利子さん（左）と阿部明子さん

地元の人の手作り品やNPO法人
の商品が並ぶ

お客様のポイントカードはお店
で保管

●住所：会津美里町字本郷上甲
3141

瀬戸町 de 逢え～る

お茶を飲んでおしゃべりも パンは種類豊富で選ぶのが楽しい



伝統郷土・生きがい仕事

● 世帯数
● 人　口
● 高齢化率

活動のポイント

3637

9
滝
原
地
区
（
三
島
町
滝
原
地
区
）

て
わ
っ
さ
か
ら

さ
ら
に
広
が
る
豊
か
な
暮
ら
し

●何歳になっても打ち込める手仕事が、生
活を豊かに

●手仕事をとおして、さらに人とつながる

滝原地区
15 世帯
39 人
51.2％（2016年10月1日現在）

　

木
の
皮
や
草
を
用
い
た
編
み

組
細
工
が
昔
か
ら
親
し
ま
れ
、

て
わ
っ
さ
の
里
と
呼
ば
れ
る
三

島
町
。
て
わ
っ
さ
と
は
、「
手

わ
ざ
」
を
意
味
す
る
方
言
で
、

町
内
の
あ
ち
こ
ち
の
地
区
に
、

手
編
み
に
よ
る
伝
統
工
芸
に
い

そ
し
む
人
た
ち
が
い
る
。
滝
原

地
区
の
板
橋
サ
ガ
ミ
さ
ん
（
78

歳
）
も
編
み
手
の
ひ
と
り
。
自

宅
の
車
庫
２
階
へ
上
が
る
と
、

「
ひ
ろ
ろ
」
や
「
も
わ
だ
」
な

ど
と
い
う
、
植
物
を
乾
燥
さ
せ
、

細
長
い
ひ
も
状
に
し
た
材
料
が

積
ま
れ
て
い
て
、
そ
こ
で
そ
れ

ら
を
編
み
込
み
、
籠
や
鞄
な
ど

を
手
づ
く
り
す
る
。

　

編
み
組
細
工
は
、
材
料
が
あ

れ
ば
ひ
と
り
で
も
で
き
る
手
仕

事
だ
。
も
と
も
と
は
、
農
作
業

な
ど
が
休
み
に
な
る
冬
の
時
期

に
、
家
の
居
間
で
行
わ
れ
た
り

し
て
い
た
。
原
料
と
な
る
植
物

の
状
態
な
ど
、
時
期
を
見
て
山

へ
入
り
、
編
み
手
や
、
そ
の
家

ご
と
に
材
料
を
調
達
す
る
。
板

橋
さ
ん
の
使
う
材
料
は
、
ご
主

人
の
光
雄
さ
ん
（
82
歳
）
が
集

め
て
く
れ
る
。
伐
採
し
た
木
か

ら
剥
い
だ
皮
を
水
に
浸
け
、
再

び
乾
燥
さ
せ
た
り
し
て
使
う
。

材
料
の
用
意
も
、
足
腰
に
負
担

が
か
か
る
体
力
の
い
る
仕
事
だ

が
、
作
品
づ
く
り
の
た
め
に
苦

労
も
い
と
わ
な
い
。

　

板
橋
さ
ん
の
作
業
場
に
は
、

近
所
の
千
葉
ア
キ
子
さ
ん
（
79

歳
）
も
と
き
ど
き
訪
れ
て
、
一

緒
に
そ
れ
ぞ
れ
の
鞄
づ
く
り
を

す
る
。
３
日
に
１
回
く
ら
い
の

頻
度
で
お
茶
飲
み
を
す
る
仲
の

２
人
。
大
が
か
り
な
機
材
は
不

要
で
、
気
軽
に
足
を
運
ん
で
一

緒
に
作
業
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
も
く
も
く
と
打
ち
込
む
時

間
が
長
い
が
、
編
み
方
を
相
談

し
た
り
、
生
活
の
こ
と
な
ど
を

話
し
た
り
、
手
を
休
め
る
と
き

に
は
話
題
は
尽
き
な
い
。

　

作
業
は
毎
日
進
め
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
鞄
が
ひ
と
つ
完
成

す
る
に
は
１
か
月
ほ
ど
か
か

る
。
で
き
た
も
の
を
三
島
町
生

活
工
芸
館
に
預
け
る
と
、
工
芸

館
が
そ
の
仕
上
が
り
に
見
合
う

価
格
設
定
で
販
売
す
る
。
鞄
ひ

と
つ
に
数
万
円
の
値
が
つ
く
こ

と
は
珍
し
く
な
く
、
売
り
上
げ

の
９
割
が
編
み
手
の
収
入
に
な

る
。

　
「
編
み
組
細
工
は
た

だ
の
趣
味
な
の
」
と
、

採
算
を
と
る
こ
と
が

目
的
で
は
な
い
が
、

自
分
の
作
品
が
地
域

内
外
の
人
に
向
け
て

評
価
さ
れ
、
値
段
に

納
得
し
て
使
っ
て
も

ら
え
る
こ
と
は
う
れ

し
い
。
買
い
手
も
ま
た
、
購
入

す
る
品
の
作
成
者
の
名
前
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
し
、
千
葉
さ

ん
は
、
自
分
の
編
ん
だ
も
の
を

使
っ
て
い
る
人
か
ら
手
紙
や

電
話
を
も
ら
う
こ
と
も
あ
る
。

使
っ
て
も
ら
う
な
か
で
傷
ん
だ

と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
預
か
っ
て

修
繕
も
す
る
。

　

も
と
も
と
板
橋
さ
ん
は
工
芸

館
で
習
っ
て
編
み
組
細

工
を
始
め
た
。「
友
だ
ち

か
ら
声
を
か
け
ら
れ
て
、

行
っ
て
み
っ
か
ー
っ
て
。

そ
う
し
た
ら
面
白
く
て
、

い
ま
も
続
け
て
る
の
」。

板
橋
さ
ん
も
千
葉
さ
ん

も
、
工
芸
館
で
開
か
れ

る
編
み
細
工
の
教
室
に
、

毎
年
、
新
し
い
編
み
方

を
教
わ
り
に
行
く
。
東

北
６
県
や
全
国
の
編
み

組
細
工
が
集
ま
る
展
示

会
に
も
出
品
し
、
ほ
か
の
人
の

作
品
を
見
な
が
ら
、「
こ
れ
は

ど
う
や
っ
て
編
ん
で
い
る
ん
だ

ろ
う
？
」
と
刺
激
を
受
け
る
。

　

生
活
の
な
か
に
編
み
込
ま
れ

た
伝
統
工
芸
が
、
自
宅
で
の
ひ

と
り
の
楽
し
み
に
と
ど
ま
ら

ず
、
ほ
か
の
人
と
の
つ
な
が
り
、

生
き
が
い
づ
く
り
に
ま
で
発
展

し
て
い
る
。　
　
　
（
清
野
哲
史
）

編
み
組
細
工
の
あ
る

暮
ら
し

工
芸
を
通
じ
て

生
き
生
き
と

千葉アキ子さん（左）と板橋サガミさん（右）

シンプルな材料も技と工夫で素敵な作品に気持ちを込めて、ていねいに編む
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10
小
学
校
区
の
集
落
づ
く
り 

（
金
山
町
中
川
、
山
入
地
区
）

小
学
校
閉
校
後
も

旧
校
区
単
位
で
住
民
活
動

●小学校が閉校したとき、旧校区単位の住
民活動組織を立ち上げ

●単独集落では不可能なイベントも、旧校
区単位なら運営、継続が可能

中川地区
●世帯数 192 世帯 ●人口 331 人 ●高齢化率 61.9％

山入地区
●世帯数 37 世帯 ●人口 76 人 ●高齢化率 59.2％

（2016年10月1日時点）

中川小校友会主催の運動会（写真提供：星佐益氏）

　

小
中
学
校
の
閉
・
廃
校
は
、

地
域
の
衰
退
を
示
す
衝
撃
的
な

出
来
ご
と
と
言
え
る
。
そ
の
衝

撃
を
受
け
止
め
、
危
機
感
を
共

有
す
る
こ
と
で
、
住
民
主
体
の

優
れ
た
地
域
づ
く
り
が
生
み
出

さ
れ
る
例
が
あ
る
。
金
山
町
で

は
中
川
、
山や
ま
い
り入
の
両
地
区
で
、

地
元
の
小
学
校
お
よ
び
小
学
校

分
校
が
廃
止
さ
れ
た
際
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
に
代
わ
る
旧
小
学
校
（
分
校
）

の
校
区
単
位
の
地
域
活
動
の
枠

組
み
が
、
住
民
の
手
で
立
ち
上

げ
ら
れ
た
。

　
「
廃
校
が
決
ま
っ
た
と
き
は

シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
小
学
校
を

核
に
、
集
落
を
越
え
た
住
民
同

士
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
ん
で

す
。
そ
れ
を
な
く
し
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し

た
」

　

こ
う
語
る
の
は
、「
中
川
小

校
友
会
」
の
会
長
、
星
徹と
お
るさ
ん

（
72
歳
）。

　

会
は
、
地
元
の
中
川
小
学
校

が
閉
校
し
た
１
９
８
１
年
、
旧

校
区
＝
中
川
地
区
内
の
４
集
落

（
大お
お
し志
・
板い
た
し
た下
・
宮
崎
・
上う
わ
だ田
）

の
全
戸
が
加
入
す
る
新
た
な
地

域
活
動
組
織
と
し
て
発
足
し

た
。

　

会
の
目
的
は
、
従
来
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
主
催
し
て
い
た
観
桜
会
、
運

動
会
、
文
化
講
演
会
、
文
化
祭
、

研
修
旅
行
な
ど
の
行
事
を
継
続

し
、
そ
れ
ま
で
に
培
わ
れ
た
集

落
間
の
交
流
と
住
民
関
係
を
壊

さ
ず
、
維
持
、
発
展
さ
せ
る
こ

と
。
運
営
費
は
世
帯
ご
と
に
徴

収
す
る
年
会
費
（
５
０
０
円
）

の
ほ
か
、
各
行
事
の
参
加
費
や

寄
付
で
ま
か
な
う
。

　

会
結
成
か
ら
35
年
。
こ
れ
ら

の
活
動
は
、
集
落
間
、
住
民
間
、

そ
し
て
世
代
間
の
交
流
促
進
と

つ
な
が
り
づ
く
り
に
計
り
知
れ

な
い
効
果
を
上
げ
て
き
た
。

　

特
に
、
毎
年
９
月
に
旧
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
現
「
中
川
運

動
場
」）
で
開
か
れ
る
運
動
会

は
、
同
じ
く
４
集
落
の
枠
組
み

で
活
動
す
る
中
川
地
区
老
人
ク

ラ
ブ
も
参
加
す
る
な
ど
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
「
中
川
地

区
で
動
け
る
人
は
全
員
出
る
」

（
星
さ
ん
）、
会
最
大
の
行
事
と

し
て
続
け
ら
れ
て
き
た
。
地
区

の
人
口
約
３
３
０
人
の
う
ち
、

半
数
以
上
に
当
た
る
約
１
８
０

人
に
、
準
備
・
運
営
上
の
何
ら

か
の
役
割
が
割
り
振
ら
れ
る
。

　
「
単
独
の
集
落
で
は
こ
れ
ほ

ど
の
規
模
の
行
事
は
無
理
」

（
同
）
で
、
会
の
存
在
意
義
を

端
的
に
示
し
て
い
る
。

　

今
年
の
運
動
会
は
９
月
３
日

に
開
催
さ
れ
、
約
１
０
０
人
が

出
場
し
た
。
準
備
か
ら
運
営
、

出
場
、
閉
会
後
の
慰
労
会
ま
で

含
め
た
参
加
延
べ
人
数
は
、
数

百
人
規
模
と
な
っ
た
。

　

普
段
は
地
区
外
に
暮
ら
す
子

や
孫
も
加
わ
り
、
両
親
・
祖
父

母
の
故
郷
で
の
貴
重
な
交
流
の

時
間
を
過
ご
す
。
ま
た
、
運
動

場
近
く
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
入
居
者
は
、
見
物
す
る
だ

け
で
な
く
「
宝
ひ
ろ
い
」
に
参

加
で
き
る
。

　

こ
の
運
動
会
の
競
技
の
ひ
と

つ
に
、「
庄
し
ょ
う
さ
く作
綱
引
き
」
が
あ
る
。

庄
作
と
は
、
50
年
ほ
ど
前
に
綱

引
き
用
の
綱
を
寄
贈
し
た
中
川

小
学
校
長
の
名
前
と
い
う
。
綱

は
、
閉
校
ま
で
小
学
校
の
運
動

会
で
使
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が

引
き
合
っ
て
い
た
。
こ
れ
が
中

川
小
校
友
会
に
受
け
継
が
れ
、

地
区
の
老
若
男
女
が
と
も
に
引

き
合
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

綱
と
綱
引
き
は
ま
る
で
、
会

が
守
っ
て
き
た
住
民
同
士
の
温

序
・「
閉
校
」の
危
機
に

〈
中
川
小
校
友
会
〉
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か
な
つ
な
が
り
の
象
徴
の
よ
う

で
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
き
っ

と
途
切
れ
る
こ
と
な
く
受
け
継

が
れ
る
だ
ろ
う
。

　

平
家
物
語
を
基
に
し
た
古
典

歌
舞
伎
の
名
作
「
一
谷
嫩
軍

記
（
い
ち
の
た
に
ふ
た
ば
ぐ
ん

き
）」。
金
山
町
山
入
地
区
の
芸

能
伝
承
館
で
の
上
演
が
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
に
差
し
掛
か
る
と
、

会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
観
客
か

ら
す
す
り
泣
き
が
漏
れ
る
。
閉

幕
の
と
き
、
出
演
者
に
万
雷
の

拍
手
が
贈
ら
れ
た
。

　

毎
年
９
月
５
日
、「
山
入
近

隣
会
」
が
主
催
す
る
芸
能
発
表

会
の
出
し
物
の
最
後
を
飾
る
の

が
、
こ
の
「
山
入
歌
舞
伎
」。

い
わ
ゆ
る
農
村
歌
舞
伎
の
ひ
と

つ
で
、
山
入
地
区
で
は
江
戸
時

代
に
盛
ん
に
演
じ
ら
れ
た
が
、

や
が
て
下
火
と
な
り
廃
れ
た
。

昭
和
初
期
に
地
元
青
年
団
が
復

活
さ
せ
た
も
の
の
、
戦
中
戦
後

の
混
乱
で
途
切
れ
た
。

　

１
９
９
０
年
に
な
っ
て
同
会

が
、
集
落
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
再
度
の
復
活
に
取
り
組
み
、

実
現
さ
せ
た
。
舞
台
の
し
つ
ら

え
か
ら
演
者
の
化
粧
や
衣
装
、

浄
瑠
璃
（
語
り
と
音
曲
）
ま
で

す
べ
て
本
格
的
で
、
町
内
外
か

ら
多
く
の
観
客
を
引
き
つ
け

る
。

　

同
会
は
も
と
も
と
、
地
元
の

横
田
小
学
校
山
入
分
校
が
77
年

を
最
後
に
廃
校
と
な
っ
た
の
を

受
け
、
分
校
に
通
う
子
ど
も
の

親
た
ち
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
よ
う
な

校
区
単
位
＝
山
入
地
区
の
交
流

の
枠
組
み
を
残
そ
う
と
89
年
に

立
ち
上
げ
た
。

　

山
入
地
区
に
は
石
塚
、
新に

遠と
お

路じ

、
鮭さ
け
だ
ち立
、
藤
倉
の
４
集
落
が

あ
り
、
石
塚
と
新
遠
路
で
「
山

入
一
」、
鮭
立
と
藤
倉
で
「
山

入
二
」
の
２
行
政
区
を
構
成
す

る
。
同
会
は
、
４
集
落
が
ま
と

ま
る
唯
一
の
組
織
だ
。
芸
能
発

表
会
の
ほ
か
に
、
そ
ば
打
ち
講

習
会
（
２
月
）、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
（
６
月
）、磨ま
が
い崖
仏
祭
り
・

農
作
物
品
評
会
（
11
月
）
な
ど

を
主
催
す
る
。
い
ず
れ
も
集
落

や
行
政
区
が
単
独
で
運
営
す
る

の
は
容
易
で
は
な
い
。
同
会
が

あ
る
こ
と
で
、
継
続
で
き
て
い

る
と
言
っ
て
い
い
。

　

農
作
物
品
評
会
は
、
農
家
は

も
ち
ろ
ん
、
自
家
用
の
畑
作
だ

け
を
続
け
て
い
る
高
齢
者
ら
も

自
慢
の
作
物
を
多
数
出
品
す

る
。
地
区
の
人
口
は
80
人
ほ
ど

だ
が
、
多
い
年
で
２
０
０
点
近

い
出
品
が
あ
る
。
審
査
を
経
て

各
賞
が
決
ま
り
、
展
示
・
表
彰

が
済
む
と
即
売
さ
れ
る
。
ま
た
、

出
品
さ
れ
た
作
物
で
キ
ノ
コ
汁

な
ど
が
料
理
さ
れ
、
会
場
で
振

る
舞
わ
れ
る
。
即
売
な
ど
の
売

り
上
げ
は
、
同
会
の
収
入
と
な

る
。
高
齢
に
な
っ
て
も
畑
仕
事

を
続
け
て
い
れ
ば
、
同
会
の
地

域
づ
く
り
に
参
画
し
、
資
金
面

で
も
貢
献
で
き
る
仕
組
み
だ
。

　

会
長
の
須
佐
政
孝
さ
ん
（
72

歳
）
は
、「
こ
の
地
区
に
は
80

歳
を
超
え
て
も
元
気
に
畑
仕
事

を
続
け
る
人
が
多
い
。
野
菜
づ

く
り
自
体
が
生
き
が
い
に
な
っ

て
い
る
と
思
う
が
、
品
評
会
が

さ
ら
に
高
齢
者
の
や
る
気
を
引

き
出
し
て
い
る
面
は
あ
る
だ
ろ

う
」
と
語
る
。

　

い
わ
ゆ
る
元
気
高
齢
者
が
多

い
と
は
い
え
、
人
口
減
と
高
齢

化
の
進
展
は
、
会
の
活
動
に
も

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
か
つ

て
は
地
区
の
住
民
だ
け
で
運
営

し
て
い
た
山
入
歌
舞
伎
は
、
今

年
９
月
の
公
演
で
は
、
ス
タ
ッ

フ
16
人
の
う
ち
７
人
は
他
地
区

か
ら
の
「
助
っ
人
」
だ
っ
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
須
佐
さ
ん

は
、「
必
ず
し
も
悪
い
こ
と
で

は
な
い
。
従
来
の『
オ
ー
ル
山
入
』

か
ら
『
オ
ー
ル
金
山
』
体
制
に

し
て
い
け
れ
ば
、
町
全
体
の
活

性
化
に
も
寄
与
で
き
る
。
賑
や

か
に
交
流
す
る
こ
と
が
最
大
の

目
的
だ
し
、
歌
舞
伎
の
伝
統
を

守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
」
と

前
向
き
に
と
ら
え
る
。

　

分
校
の
廃
止
を
き
っ
か
け

に
、
集
落
づ
く
り
を
前
進
さ
せ

た
知
恵
と
実
行
力
が
あ
れ
ば
、

将
来
の
展
望
は
き
っ
と
開
け

る
。　
　
　
　
　
　
（
木
村
利
浩
）

農作物品評会の様子

9月5日の山入近隣会芸能発表会で披露される山入歌舞伎

〈
山
入
近
隣
会
〉
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（
昭
和
村
小
野
川
地
区
）

食
品
加
工
で
健
康
づ
く
り
と

孤
立
防
止
。心
と
体
と
地
域
も
活
性
化

●食品加工場が農閑期の女性の集い場に
●孤立防止と健康維持だけでなく、お金も

稼げる「究極のサロン」

小野川地区
46 世帯
109 人
54.1％（2016年３月現在）

食品加工グループの皆さん

毎年２万個あまりの凍み餅をつくる。春には揚げ菓子への加工
が始まる

かつて教室だった場所が加工場になっている

小
野
川
農
用
地
利
用
改
善
組
合
・

食
品
加
工
グ
ル
ー
プ 

　

福
島
県
昭
和
村
の
小
野
川
地

区
は
、
豪
雪
の
村
の
な
か
で
も

標
高
が
高
い
た
め
、
特
に
寒
さ

が
厳
し
い
。
そ
の
寒
さ
を
逆
手

に
と
っ
た
、
農
家
女
性
の
活
躍

の
場
が
あ
る
。

　

２
０
０
６
年
冬
、
小
野
川
農

用
地
利
用
改
善
組
合
の
下
部
組

織
と
し
て
、
女
性
た
ち
が
「
食

品
加
工
グ
ル
ー
プ
」
を
結
成
し

た
。
以
来
毎
年
、
伝
統
食
品
の

凍
み
餅
の
揚
げ
菓
子
づ
く
り
を

行
っ
て
い
る
。
現
在
の
メ
ン

バ
ー
は
50
～
70
歳
代
の
８
人
。

　

同
グ
ル
ー
プ
の
取
り
組
み

は
、
村
の
特
産
品
開
発
と
、
冬

の
農
閑
期
の
女
性
た
ち
の
孤
立

防
止
や
健
康
維
持
を
兼
ね
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
３
年
に
は
、
加
工
場

を
休
業
中
の
飲
食
店
か
ら
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
（
旧
昭
和
小
・

中
学
校
小
野
川
分
校
）
に
移
転
。

廃
校
施
設
の
有
効
活
用
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　

凍
み
餅
は
、
あ
る
程
度
寒
さ

が
厳
し
い
ほ
う
が
品
質
の
よ
い

も
の
が
で
き
る
。
厳
冬
期
の
１

月
下
旬
か
ら
２
月
上
旬
に
か
け

て
餅
を
つ
き
、
固
め
て
小
さ
く

切
り
分
け
、
セ
ン
タ
ー
２
階
の

ベ
ラ
ン
ダ
軒
下
に
つ
る
す
作
業

が
続
く
。
毎
年
２
万
個
あ
ま
り

を
製
造
す
る
。

　

４
月
下
旬
に
は
餅
を
揚
げ
る

作
業
に
入
り
、
５
月
の
大
型
連

毎
年
２
万
個
あ
ま
り
を

製
造

休
前
後
か
ら
村
内
の
イ
ベ
ン
ト

や
道
の
駅
、
宿
泊
施
設
で
の
販

売
を
始
め
る
。
６
枚
入
り
１

パ
ッ
ク
５
５
０
円
で
、
塩
味
と

醤
油
味
の
２
種
類
。
サ
ク
サ
ク

と
し
た
食
感
が
観
光
客
に
好
評

で
、
毎
年
10
月
頃
ま
で
に
は
売

り
切
れ
て
し
ま
う
。

　

メ
ン
バ
ー
に
真
冬
の
作
業
は

つ
ら
く
な
い
か
と
尋
ね
る
と
、

こ
ん
な
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

「
た
い
へ
ん
な
仕
事
だ
け
ど
地

区
の
た
め
に
な
る
し
、
な
に
よ

り
、
こ
う
し
て
仲
間
と
集
ま
っ

て
作
業
す
る
の
が
楽
し
い
。
だ

か
ら
続
け
ら
れ
る
ん
だ
ね
。
つ

ら
い
の
も
忘
れ
て
毎
日
働
い
て

い
る
よ
」

　

餅
を
つ
い
て
軒
下
に
つ
る
す

最
も
多
忙
な
３
週
間
ほ
ど
は
、

連
日
朝
か
ら
夕
方
ま
で
作
業
に

加
工
場
は
い
つ
も
に
ぎ
や
か

従
事
す
る
。
休
憩
は
午
前
と
午

後
に
１
回
ず
つ
。
ス
ト
ー
ブ
を

囲
ん
で
、
お
茶
飲
み
を
楽
し
む
。

昼
休
み
は
、
各
自
弁
当
を
持
参

し
、
一
緒
に
食
べ
る
。
と
き
に

は
食
材
を
持
ち
寄
り
、
皆
で
昼

食
を
つ
く
る
こ
と
も
あ
る
と
い

う
。
加
工
場
は
い
つ
も
、
に
ぎ

や
か
な
お
し
ゃ
べ
り
と
明
る
い

笑
い
声
に
満
ち
て
い
る
。

　

メ
ン
バ
ー
の
な
か
に
は
、
ひ

と
り
暮
ら
し
や
夫
婦
二
人
暮
ら

し
、
日
中
ひ
と
り
暮
ら
し
状
態

の
人
も
い
る
。
農
作
業
の
な
い

冬
の
一
時
期
、
仲
間
と
と
も
に

食
品
加
工
に
取
り
組
む
こ
と

は
、
適
度
な
運
動
と
交
流
で
心

身
の
健
康
を
保
つ
こ
と
に
つ
な

が
る
。
毎
日
の
よ
う
に
顔
を
合

わ
せ
る
た
め
、
お
互
い
の
見
守

り
に
も
な
る
。
さ
ら
に
、
い
く

ば
く
か
の
収
入
が
得
ら
れ
、
村

の
活
性
化
に
も
貢
献
す
る
。

　

同
グ
ル
ー
プ
の
凍
み
餅
づ
く

り
は
、
よ
い
こ
と
ず
く
め
の
、

究
極
の
交
流
サ
ロ
ン
と
言
え

る
。　
　
　
　
　
　
（
木
村
利
浩
）
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中
小
屋
福
寿
草
保
存
会 

（
南
会
津
町
中
小
屋
地
区
）

住
民
と
学
生
が
協
力
し
、

福
寿
草
で
ま
ち
お
こ
し
！

●福寿草と学生の力を活かし、23人の地
区に約500人が訪れるまつりを住民が開
催。

●途絶えていた地域の伝統料理を復活させ
た！

中小屋地区
12 世帯
23 人
78.3％（2016年２月現在）

　

南
会
津
町
の
旧
南
郷
村
に
あ

る
中
小
屋
地
区
は
、
春
に
黄
色

い
花
を
咲
か
せ
る
福
寿
草
の
群

生
地
と
し
て
知
ら
れ
る
。
会
津

大
学
の
若
い
力
を
借
り
て
、
遊

歩
道
を
整
備
し
、
４
月
に
福
寿

草
ま
つ
り
を
開
催
す
る
よ
う
に

な
っ
て
３
年
。
ま
つ
り
の
日
は
、

地
元
の
人
い
わ
く
「
一
番
不
便

で
、
23
人
し
か
い
な
い
小
さ
な

地
区
」
に
約
５
０
０
人
が
訪
れ

る
と
い
う
か
ら
華
々
し
い
。

　

ま
つ
り
の
前
に
は
、
学
生
た

ち
と
除
雪
機
で
何
日
も
か
け
て

「
雪
消
し
」
を
行
い
、
遊
歩
道

●会長：大桃幹一
　URL「ようこそ中小屋集落へ」

中小屋福寿草保存会
（福島県南会津町）

に
木
チ
ッ
プ
を
敷
き
つ
め
る
。

住
民
総
出
で
準
備
に
あ
た
り
、

男
性
は
テ
ン
ト
を
借
り
て
会
場

設
営
を
、
女
性
は
五
目
御
飯
や

唐
揚
げ
、
豚
汁
な
ど
の
出
店
を

担
当
す
る
。
最
も
若
い
世
代
が

50
歳
代
、
最
年
長
は
96
歳
と
い

う
中
小
屋
地
区
だ
が
、
皆
元
気

に
働
く
。
ふ
だ
ん
は
町
外
に
い

る
息
子
も
ま
つ
り
の
手
伝
い
に

戻
り
、
会
津
大
学
の
学
生
15
人

の
協
力
も
得
て
、
地
域
は
よ
り

活
気
づ
く
。

　

ま
つ
り
の
あ
と
は
、
集
会
所

で
慰
労
会
を
開
く
。
人
口
の
倍

の
50
人
ほ
ど
が
集
ま
る
。「
や
っ

た
あ
と
に
、
み
ん
な
で
お
酒
を

飲
む
の
が
ま
た
楽
し
い
。
そ
れ

が
よ
く
て
毎
年
、
福
寿
草
ま
つ

り
を
開
い
て
い
る
」
と
中
小
屋

福
寿
草
保
存
会
会
長
の
大
桃
幹

一
さ
ん
（
66
歳
）
は
笑
う
。

　

中
小
屋
出
身
の
大
桃
さ
ん

は
、
消
防
長
を
務
め
た
の
ち
、

農
業
に
従
事
し
た
。
そ
の
と
き
、

「
こ
の
ま
ま
人
生
が
終
わ
る
の

は
寂
し
い
。
み
ん
な
が
一
生
懸

命
に
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
を
残

す
べ
き
だ
」
と
思
っ
た
こ
と
が
、

活
動
の
源
と
な
っ
て
い
る
。

　

地
元
出
身
で
、
４
年
前
に
集

落
支
援
員
と
な
っ
た
齋
藤
雅
之

さ
ん
が
よ
き
相
棒
だ
。
福
島
県

の
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
中
小
屋
地

区
に
活
用
で
き
な
い
か
と
模
索

す
る
な
か
で
、
県
か
ら
大
学
生

の
力
を
借
り
て
地
域
お
こ
し
を

す
る
取
り
組
み
を
紹
介
さ
れ

た
。
住
民
の
多
く
は
最
初
「
面

倒
だ
」
と
乗
り
気
で
は
な
か
っ

た
が
、「
や
っ
て
み
て
ダ
メ
だ
っ

た
ら
や
め
れ
ば
い
い
」
と
い
う

賛
同
者
が
４
～
５
人
出
て
き
た

こ
と
か
ら
、
県
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
で
２
０
１
２
年
度
か
ら

県
費
で
３
年
間
、
Ｉ
Ｔ
を
得
意

と
す
る
会
津
大
学
と
協
力
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

「
ま
ず
は
学
生
に
中
小
屋
の
生

活
を
見
て
も
ら
い
、
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
」
と
考
え
た
大
桃
さ

ん
た
ち
が
、
郷
土
料
理
で
学
生

を
も
て
な
し
た
と
こ
ろ
、
お
返

し
に
留
学
生
が
ベ
ト
ナ
ム
料
理

を
つ
く
っ
て
住
民
を
招
待
す
る

な
ど
、
少
し
ず
つ
心
の
距
離
が

近
づ
い
た
。
一
緒
に
飲
み
食
い

を
重
ね
る
な
か
で
、「
何
を
し

よ
う
か
」
か
ら
「
あ
れ
を
や
ろ

う
」「
こ
れ
や
り
た
い
」
と
話

が
膨
み
、
ま
ず
は
学
生
が
中
小

屋
地
区
の
歴
史
や
郷
土
料
理
を

調
べ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の

成
果
を
、
会
津
大
学
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
「
よ
う
こ
そ
中
小
屋

集
落
へ
」
と
題
し
て
ア
ッ
プ
し

た
（
現
在
も
学
生
が
管
理
す

る
）。

　

２
０
１
３
年
度
は
、
地
域
の

宝
で
あ
る
福
寿
草
を
活
用
し
た

お
ま
つ
り
を
視
野
に
入
れ
、
学

生
や
業
者
と
遊
歩
道
づ
く
り
に

乗
り
出
し
、
翌
年
４
月
に
第
１

回
福
寿
草
ま
つ
り
の
開
催
に
こ

ぎ
つ
け
た
。
学
生
た
ち
は
、
中

小
屋
地
区
で
20
年
前
に
途
絶
え

た
伝
統
行
事
の
ひ
と
つ
「
お
日

待
料
理
」
や
「
水
あ
め
」
づ
く

り
の
復
活
に
も
貢
献
。「
お
日

待
」
と
は
田
植
え
や
稲
刈
り
が

終
わ
っ
た
時
な
ど
、
農
作
業
の

節
目
に
慰
労
と
懇
親
を
深
め
る

た
め
に
行
う
も
の
で
、
年
に
３

～
４
回
行
う
。
当
番
制
で
料
理

を
し
て
、
地
区
民
を
招
く
。
お

日
待
料
理
を
知
っ
て
い
る
人
が

１
人
し
か
い
な
か
っ
た
た
め
、

中
小
屋
地
区
で
お
日
待
料
理
講

習
会
を
開
い
て
女
性
陣
に
味
付

け
を
覚
え
て
も
ら
い
つ
つ
、
学

生
が
レ
シ
ピ
の
記
録
を
残
し

た
。

途
絶
え
て
い
た

伝
統
料
理
が
復
活

左から、齋藤雅之さん、大桃幹一さ
ん、町南郷総合支所振興課企画観光
係主査の 水上千恵さん 

　

学
生
た
ち
に
も
変
化
が
生
ま

れ
た
。
中
小
屋
地
区
で
野
菜
を

つ
く
り
始
め
、
大
学
祭
で
野
菜

を
販
売
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

初
め
て
農
業
に
携
わ
る
学
生
ば

か
り
。
鍬
の
持
ち
方
や
肥
や
し

の
撒
き
方
の
指
導
を
は
じ
め
、

日
常
の
栽
培
管
理
を
地
元
の
ベ

テ
ラ
ン
が
担
う
。「
自
分
で
つ

く
っ
た
野
菜
は
格
別
の
味
だ
」

と
学
生
が
話
す
た
び
に
、
中
小

屋
地
区
の
人
た
ち
の
顔
が
輝

く
。

　

い
ま
で
は
学
生
を
孫
の
よ
う

に
思
っ
て
接
し
て
い
る
住
民
が

多
い
。「
わ
ざ
わ
ざ
中
小
屋
に

若
い
人
が
来
る
な
ん
て
、
普
通

は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
交
流
を

喜
ぶ
。
学
生
た
ち
と
毎
年
、
桜

学
生
が
も
た
ら
す
活
気

の
植
樹
を
し
て
い
る
。
社
会
人

と
な
り
、
家
庭
を
も
っ
て
も
、

中
小
屋
地
区
を
思
い
出
し
て
桜

を
見
に
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
と

い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
大
桃

さ
ん
は
福
寿
草
ま
つ
り
を
継
続

す
る
た
め
に
、
中
小
屋
地
区
だ

け
で
な
く
、
南
郷
全
体
に
あ
る

福
寿
草
の
群
生
地
を
見
て
歩
け

る
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
地
区
住
民
だ
け
で
の
開

催
は
無
理
な
の
で
、
運
営
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
「
中
小
屋

応
援
隊
」
を
組
織
で
き
れ
ば
と

夢
を
語
る
。      

（
小
野
寺
知
子
）



つどい場

● 世帯数
● 人　口
● 高齢化率

活動のポイント

4647

13
日
々
草
ク
ラ
ブ 

（
会
津
美
里
町
新
鶴
地
域
）

集
落
に
笑
顔
の
花
咲
か
す

つ
ど
い
場
づ
く
り

●楽しいこと、必要なことを自分たちで考
え、活動内容を決定

●気楽に参加して世代間の交流も

蕎麦ノ目地区
22 世帯
67 人
37.3％（2016年10月1日現在）

常連の一部メンバー。コミュニティセ
ンターの前で（左：斉藤やよいさん）

毎回、お茶飲みをしながらのおしゃべりは欠かさない

　

会
津
美
里
町
蕎
麦
ノ
目
地
区

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

は
、
毎
月
「
日
々
草
ク
ラ
ブ
」

と
い
う
会
が
開
か
れ
て
い
る
。

地
域
住
民
が
身
近
な
場
所
に
集

ま
り
、
介
護
予
防
な
ど
の
出
前

講
座
、
料
理
づ
く
り
、
手
芸
、

健
康
体
操
、
歌
、
お
茶
飲
み
な

ど
を
楽
し
む
。
そ
し
て
、
ふ
れ

あ
い
を
通
じ
た
仲
間
づ
く
り
、

生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的
と
し

て
い
る
。
費
用
は
か
け
な
い
こ

と
を
基
本
と
し
、
各
々
の
興
味
・

関
心
に
合
わ
せ
て
楽
し
め
る
活

動
内
容
を
話
し
合
っ
て
決
め

る
。

　

ふ
だ
ん
は
数
人
で
集
ま
る
こ

と
が
多
い
が
、
最
大
で
12
人
が

参
加
し
た
こ
と
も
あ
る
。
手
ぬ

ぐ
い
を
裁
縫
で
リ
メ
イ
ク
し
た

り
、
伝
統
料
理
を
つ
く
っ
た
り
、

毎
回
異
な
る
活
動
内
容
を
楽
し

み
な
が
ら
、
交
流
を
深
め
る
。

　

皆
で
調
理
を
し
た
と
き
は
、

「
こ
れ
見
て
！
」「
味
見
し
て
！
」

と
、
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
盛
り

上
が
っ
た
。
料
理
の
方
法
や
細

か
な
さ
じ
加
減
な
ど
を
、
80
歳

代
の
先
輩
が
先
生
役
に
な
り
、

60
歳
代
の
主
婦
た
ち
に
教
え

る
。
参
加
者
の
な
か
に
は
、
嫁
・

姑
の
２
人
組
で
参
加
す
る
人
た

ち
も
い
る
。
集
落
の
外
か
ら
来

た
お
嫁
さ
ん
も
、
地
域
の
先
輩

た
ち
と
過
ご
し
、
知
恵
を
も
ら

う
こ
と
が
で
き
る
。

　

野
菜
づ
く
り
や
お
か
ず
の
工

夫
な
ど
、
話
に
花
が
咲
い
て
話

題
は
尽
き
な
い
。
た
く
さ
ん
の

情
報
を
共
有
す
る
場
に
も
な
っ

て
い
る
。

　

か
つ
て
同
地
区
に
は
、
男
性

同
士
の
伊
勢
っ
こ
仲
間
や
、
女

性
同
士
の
観
音
講
と
い
う
グ

ル
ー
プ
を
組
み
、
一
緒
に
お
参

り
な
ど
に
出
か
け
る
慣
習
が

あ
っ
た
と
い
う
。
集
落
に
暮
ら

す
人
が
少
な
く
な
る
に
つ
れ

て
、
そ
の
仕
組
み
は
な
く
な
っ

た
。
祭
り
の
行
事
は
行
わ
れ
て

い
る
も
の
の
、
婦
人
会
や
老
人

会
も
な
く
な
り
、
活
気
が
低
迷

す
る
な
か
で
、「
楽
し
く
気
軽

に
、
無
理
な
く
集
落
内
に
た
ま

り
場
を
つ
く
り
、
交
流
を
育

み
、
縛
り
の
な
い
オ
ー
プ
ン
な

仲
間
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、

２
０
１
４
年
11
月
に
同
ク
ラ
ブ

が
発
足
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
の
発
足
前
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
し
ば
ら
く

足
が
遠
の
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、「
セ
ン
タ
ー
を
ち
ゃ
ん
と

利
用
し
て
活
性
化
を
図
り
た

い
」
と
強
く
感
じ
た
斉
藤
や
よ

い
さ
ん
（
68
歳
）。
も
と
も
と

お
茶
飲
み
や
サ
ロ
ン
と
い
っ
た

も
の
に
関
心
が
あ
り
、
集
落
内

の
住
民
が
集
ま
る
場
を
設
け
よ

う
と
立
ち
上
げ
た
。

　

初
回
は
セ
ン
タ
ー
の
大
掃
除

に
集
ま
っ
て
、
障
子
を
張
り
替

え
た
り
し
な
が
ら
話
し
合
い
、

会
の
名
前
を
考
え
た
。
名
前
が

決
ま
っ
て
か
ら
は
、
広
報
紙
を

作
成
し
て
連
絡
員
が
２
人
で
全

戸
配
付
し
、
常
に
内
容
を
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
活
動
し
て
き
て

い
る
。
お
茶
飲
み
は
毎
回
行
っ

て
い
る
が
、
当
初
は
会
費
を
集

め
ず
、
手
作
り
料
理
を
差
し
入

れ
す
る
こ
と
で
軽
食
を
ま
か

な
っ
て
い
た
。

　

集
落
全
体
へ
の
呼
び
か
け

や
、
町
内
会
へ
の
活
動
報
告
も

す
る
こ
と
で
、
ク
ラ
ブ
の
存
在

も
評
価
さ
れ
た
。
集
落
か
ら
活

動
費
を
も
ら
い
、
セ
ン
タ
ー
の

利
用
費
や
諸
経
費
も
無
料
で
借

り
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　
「
人
数
は
焦
ら
ず
増
や
し
て

い
き
た
い
が
、
人
数
よ
り
も
活

動
の
内
容
を
重
要
視
し
て
い

る
」
と
話
す
斉
藤
さ
ん
。「
み

ん
な
に
来
て
も
ら
う
に
は
、
何

か
を
つ
く
る
集
ま
り
が
い
い
ん

住
民
主
体
の
に
ぎ
や
か
な
サ
ロ
ン

じ
ゃ
な
い
？
」「
前
に
も
の
づ

く
り
を
し
た
と
き
は
若
い
人
も

き
た
ね
」
と
、
翌
月
や
そ
の
先

の
活
動
を
毎
回
話
し
合
う
と
こ

ろ
も
参
加
者
全
体
の
楽
し
み
に

な
っ
て
い
る
。

　
「
食
べ
た
い
も
の
を
自
分
で

つ
く
っ
て
食
べ
る
の
が
生
き
が

い
」「
元
気
で
長
生
き
し
ね
ば

な
（
し
な
く
て
は
）」「
こ
こ
に

来
れ
ば
、
話
を
し
た
り
、
健
康

に
つ
い
て
指
導
し
て
も
ら
っ
た

り
し
て
あ
り
が
た
い
」。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
楽
し
み
の
場

を
、
自
分
た
ち
で
つ
く
っ
て
い

く
同
ク
ラ
ブ
。
初
夏
か
ら
晩
秋

の
時
期
に
花
を
咲
か
せ
、
こ
ぼ

れ
種
で
翌
年
も
花
を
つ
け
る

日
々
草
の
い
じ
ら
し
さ
に
あ
や

か
っ
て
、
日
々
を
積
み
重
ね
て

い
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
名

付
け
ら
れ
た
。
今
後
も
さ
ら
に

生
き
い
き
と
活
動
し
、
支
え
合

い
の
輪
が
ま
す
ま
す
地
域
に
根

付
い
て
い
く
だ
ろ
う
。（

清
野
哲
史
）

不
足
し
が
ち
な

集
ま
り
を
補
う
よ
う
に

集
ま
り
の
魅
力
は
自
分

た
ち
で
つ
く
り
だ
す

教え合いながら郷土料理のやせうまづくり



地域交流

● 世帯数
● 人　口
● 高齢化率

活動のポイント

4849

14
美
女
帰
の
里
ま
が
た
活
性
化
事
務
局 

（
三
島
町
間
方
地
区
）

イ
ベ
ン
ト
で
集
落
内
の
つ
な
が
り

強
化
と
生
き
が
い
づ
く
り

●イベントの企画・運営をとおして、住民
が力を合わせてつながりを強める

●地域外の人をもてなし、喜ばれること
は、地域内での生きがいに

間方地区
34 世帯
61 人
60.6％（2016年10月1日現在）

　

三
島
町
に
は
、
宮
下
駅
な
ど

の
あ
る
街
場
か
ら
山
中
を
通
っ

て
昭
和
村
野
尻
地
区
へ
と
続
く

細
い
道
が
あ
る
。
途
中
の
間
方

地
区
と
い
う
集
落
で
は
、
過
疎
・

高
齢
化
が
進
ん
で
も
元
気
に
暮

ら
し
て
い
こ
う
と
、
地
域
外
の

人
た
ち
と
の
交
流
を
楽
し
み
な

が
ら
、
住
民
自
ら
地
域
を
活
気

づ
け
て
い
る
。
活
動
の
主
体
は
、

町
内
会
の
な
か
の
取
り
組
み
と

し
て
２
０
１
２
年
に
立
ち
上
げ

ら
れ
た
「
美
女
帰
の
里
ま
が
た

活
性
化
事
業
」
だ
。
か
つ
て
こ

の
集
落
の
近
く
に
平
家
の
落
人

で
身
を
隠
し
て
暮
ら
し
て
い
た

高
姫
と
い
う
美
女
の
言
い
伝
え

か
ら
そ
の
名
を
と
り
、
地
区
に

暮
ら
す
60
歳
以
上
の
男
性
10
人

ほ
ど
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。　

　

同
事
業
は
、
年
に
数
回
。
花

植
え
や
盆
踊
り
の
ほ
か
、
地
域

外
か
ら
も
参
加
者
を
募
っ
て
、

夏
の
終
わ
り
に
森
林
浴
、
冬
に

か
ん
じ
き
を
つ
く
り
雪
道
を
散

策
す
る
。
語
り
継
が
れ
て
い
る

「
か
し
ゃ
猫
」
と
い
う
妖
怪
の

大
自
然
・
集
落
と

ふ
れ
あ
う
イ
ベ
ン
ト
開
催

物
語
に
ち
な
ん
だ
「
か
し
ゃ
猫

ロ
ー
ド
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
大
会
」

は
、
１
６
年
10
月
の
開
催
で
第

５
回
を
迎
え
た
。
集
落
近
く
か

ら
入
れ
る
志
津
倉
山
の
国
有
林

を
、
50
人
の
参
加
者
が
各
班
10

人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
歩
く
。

　

山
に
慣
れ
て
い
る
地
域
住
民

が
先
頭
を
行
き
、と
き
お
り
「
昔

は
こ
の
木
の
皮
を
巻
い
て
、
火

を
灯
す
た
い
ま
つ
に
し
た
」「
あ

の
岩
壁
の
穴
に
風
が
吹
き
込
ん

で
、
猫
が
鳴
い
て
い
る
よ
う
な

音
が
響
く
」
な
ど
、
山
や
集
落

の
暮
ら
し
に
関
す
る
説
明
を
し

て
く
れ
る
。
参
加
者
も
「
こ
れ

は
何
の
木
の
葉
？
」
な
ど
と
気

軽
に
質
問
し
、
お
し
ゃ
べ
り
を

楽
し
む
。
初
め
は
、
あ
ま
り
人

前
に
出
た
が
ら
ず
、
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
の
ガ
イ
ド
役
を
避
け
た
が

る
男
性
メ
ン
バ
ー
も
少
な
く
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
い
ざ
や
り

始
め
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
伝
え

た
い
こ
と
を
、
楽
し
み
な
が
ら

堂
々
と
言
葉
に
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

休
憩
も
挟
み
な
が
ら
２
時
間

ほ
ど
山
を
満
喫
し
た
あ
と
は
、

地
区
の
集
会
所
で
昼
食
を
と

る
。
地
区
内
で
育
て
た
お
米
の

お
に
ぎ
り
や
、
郷
土
料
理
の
ざ

く
ざ
く
煮
、
近
く
の
川
で
養
殖

し
て
い
る
イ
ワ
ナ
の
塩
焼
き
、

煮
も
の
や
漬
け
も
の
と
い
っ
た

家
庭
料
理
が
テ
ー
ブ
ル
に
並

ぶ
。
地
区
の
主
婦
た
ち
10
人
ほ

ど
が
調
理
を
担
当
し
、
遠
く
か

ら
訪
れ
る
参
加
者
に
も
味
わ
っ

て
も
ら
え
る
た
め
、
う
き
う
き

し
な
が
ら
腕
を
振
る
う
。

　

食
後
に
は
、
か
し
ゃ
猫
伝
説

と
美
女
帰
り
峠
の
伝
説
を
紙
芝

居
で
上
演
。
地
域
の
言
い
伝
え

を
紹
介
し
て
、
同
地
区
を
よ
り

身
近
な
も
の
に
感
じ
て
も
ら

う
。
集
会
所
前
に
は
、
地
区
内

の
お
米
・
野
菜
、
工
芸
品
を
販

売
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
用
意
し
、

売
り
上
げ
は
、
そ
の
商
品
を
つ

く
っ
た
人
の
収
入
と
な
る
。

　

参
加
者
も
「
大
勢
で
食
事
が

で
き
て
良
か
っ
た
」「
地
域
の

人
の
一
生
懸
命
さ
が
伝
わ
っ
て

き
た
」
な
ど
と
満
足
し
、「
ま

た
来
た
い
」
と
話
す
。
関
東
地

方
か
ら
同
地
区
の
イ
ベ
ン
ト
に

何
度
も
参
加
し
て
い
る
リ
ピ
ー

タ
ー
や
、
イ
ベ
ン
ト
当
日
に
ス

タ
ッ
フ
と
久
々
の
再
会
を
喜
び

女
性
同
士
で
抱
き
合
う
ほ
ど
の

間
柄
の
人
た
ち
も
い
る
。

　

同
地
区
の
区
長
は
、
定
期
的

に
集
落
内
で
交
代
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
区
長

が
替
わ
っ
て
も
一
貫
し
た
取
り

組
み
を
続
け
や
す
い
よ
う
、
同

事
務
局
を
設
け
、
そ
の
代
表
役

員
が
継
続
的
に
活
性
化
活
動
に

力
を
入
れ
始
め
た
。
特
に
活
動

を
始
め
た
て
の
頃
は
、
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
の
た
め
に
夜
の
話
し

合
い
を
重
ね
た
。
新
た
な
取
り

組
み
を
始
め
た
こ
と
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
を
交
換
し
合
い
、

地
域
の
魅
力
や
自
分
た
ち
住
民

の
生
活
を
見
つ
め
な
お
し
た
。

　

同
地
区
の
現
在
の
人
口
は
61

人
。
１
０
０
～
２
０
０
人
ほ
ど

が
暮
ら
し
て
い
た
頃
の
地
域
の

様
子
を
知
る
人
は
、
そ
の
に
ぎ

わ
い
を
取
り
戻
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
特
に
強
い
。
事
前
の

準
備
や
当
日
の
調
理
な
ど
は
決

し
て
簡
単
で
は
な
い
が
、
そ
れ

で
も
人
を
も
て
な
そ
う
と
い
う

心
意
気
が
、
自
分
た
ち
の
生
き

が
い
づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
40

歳
前
後
の
同
地
区
出
身
者
も
手

伝
い
に
帰
っ
て
く
る
。
事
務
局

の
菅
家
壽ひ

さ
い
ち一
さ
ん
（
63
歳
）
は

「
若
い
人
た
ち
に
も
応
援
し
て

も
ら
い
た
い
が
、
任
せ
っ
き
り

に
は
で
き
な
い
か
ら
、
一
緒
に

続
け
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

家
族
の
よ
う
に
集
落
を
好
い
て

く
れ
る
人
た
ち
と
関
わ
る
こ
と

で
、
ま
す
ま
す
活
性
化
に
励

み
、
世
代
間
の
交
流
も
紡
ぎ
な

お
す
。
活
動
を
と
お
し
て
、
地

域
の
暮
ら
し
に
彩
り
が
加
わ

り
、
地
域
の
力
が
蓄
え
ら
れ
て

い
る
。　
　
　
　
　
（
清
野
哲
史
）

トレッキング後に土地の味覚とおしゃべ
りを楽しむ

足を止め、ガイドの話を聞きながら周りの木々を眺める

会長の久保田孝雄さん（68歳・右）
と菅家壽一さん（左）

元
気
に
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
集
落
に
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売り場の棚に新鮮な野菜が並ぶ

毎朝の品出しの様子

15
中
向
農
産
物
直
売
の
会 

（
昭
和
村
中
向
地
区
）

畑
仕
事
と
直
売
で
つ
く
る

健
康
、仲
間
、生
き
が
い

●直売を行うことで畑仕事の介護予防効果
（健康、生きがい、仲間づくり）を最大
限に引き出す

●商店がない集落に買いものを楽しめる場
を創出。品揃え充実を目的に耕作放棄地
再生も

中向地区
55 世帯
96 人
67.7％（2016年9月30日時点）

　

国
道
４
０
０
号
で
金
山
町
を

経
由
し
て
昭
和
村
へ
入
る
と
、

ま
も
な
く
赤
や
青
の
ト
タ
ン
屋

根
に
葺
き
替
え
ら
れ
た
古
い
農

家
造
り
の
家
々
が
現
れ
る
。

　

昭
和
村
に
は
大
き
く
分
け
て

10
の
集
落
が
あ
り
、
多
く
は
国

道
沿
い
に
点
在
し
て
い
る
。
そ

の
ひ
と
つ
「
中
な
か
む
か
い向
地
区
」
は
、

北
か
ら
三
つ
め
の
集
落
だ
。
拡

幅
さ
れ
真
っ
直
ぐ
延
び
る
道
路

の
両
側
に
田
畑
が
広
が
り
、
少

し
奥
ま
っ
た
山
裾
に
民
家
が
肩

を
寄
せ
合
う
よ
う
に
建
ち
並

ぶ
。
55
世
帯
、
96
人
が
暮
ら

す
。
高
齢
化
率
は
67
・
７
％

（
２
０
１
６
年
９
月
末
時
点
）。

　

ま
だ
梅
雨
が
明
け
な
い
７
月

初
め
。
国
道
沿
い
に
「
野
菜
直

売
」「
営
業
中
」
な
ど
と
大
書

し
た
の
ぼ
り
旗
が
翻
る
。
２
坪

ほ
ど
の
小
さ
な
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

に
「
農
産
物
直
売
所
」
の
看
板

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

営
業
は
10
月
末
ま
で
の
４
か

月
間
。
毎
月
第
２
・
第
４
水
曜

を
除
く
毎
日
午
前
７
時
半
か
ら

午
後
６
時
ま
で
オ
ー
プ
ン
し

て
い
る
。
無
人
販
売
方
式
で
、

客
は
値
札
に
書
か
れ
た
金
額

（
１
０
０
円
～
５
０
０
円
程
度
）

を
店
内
に
置
か
れ
た
箱
に
投
入

す
る
。

　

売
り
場
の
棚
に
は
、
そ
の
日

の
朝
収
穫
し
た
野
菜
を
は
じ

め
、
豆
類
や
米
、
干
し
餅
な
ど

が
所
狭
し
と
並
ぶ
。
新
鮮
で
市

価
よ
り
だ
い
ぶ
手
頃
と
あ
っ

て
、
早
朝
か
ら
客
が
訪
れ
る
。

　

こ
こ
で
よ
く
買
い
も
の
を
す

る
と
い
う
地
元
住
民
の
一
人

は
、「
中
向
に
は
商
店
が
一
軒

も
な
い
か
ら
、
野
菜
や
豆
類
だ

け
で
も
買
え
る
店
が
近
く
に
あ

る
の
は
助
か
る
」
と
話
す
。
ほ

と
ん
ど
の
世
帯
が
自
家
用
の
畑

を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
す

べ
て
ま
か
な
え
る
わ
け
で
は
な

夫
婦
４
組
で
直
売
会
結
成

畑地の一画に建つパイプハウスが直売店舗
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●所在地＝福島県昭和村大字野尻字原地内
（中向地区）の国道４００号沿い。のぼり
旗と「農産物直売所」の看板が目印。店舗
脇に駐車スペースあり。

●営業期間＝７月１日～ 10 月 31 日。営業
時間＝午前７時～午後６時。休業日＝毎月
第２・第４水曜（その他臨時休業あり）

中向農産物直売の会（中向地区）

　

ほ
か
の
メ
ン
バ
ー
も
「
い
ま

で
は
も
う
、
直
売
が
私
た
ち
の

生
き
が
い
」
と
口
を
揃
え
る
。

　

売
り
上
げ
は
二
の
次
と
は
い

え
、
商
品
の
質
に
は
気
を
遣
っ

て
い
る
。
良
い
も
の
を
つ
く
れ

ば
売
れ
る
と
い
う
手
応
え
が
あ

る
。
売
れ
行
き
は
好
調
で
、
日

に
よ
っ
て
は
夕
方
ま
で
に
ほ
と

ん
ど
売
り
切
れ
て
し
ま
う
。

　

品
揃
え
を
充
実
さ
せ
よ
う

と
、
メ
ン
バ
ー
各
自
が
畑
の
面

積
を
少
し
ず
つ
拡
大
し
て
き

た
。
耕
作
放
棄
地
を
借
り
受
け

る
な
ど
し
て
、
ス
タ
ー
ト
か
ら

３
年
目
に
当
た
る
16
年
の
夏
ま

で
に
、
計
約
３
０
０
０
平
米
の

農
地
を
再
生
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
同
士
の
近
所
づ
き

あ
い
は
も
と
も
と
活
発
だ
っ
た

が
、
直
売
に
取
り
組
む
こ
と
で

さ
ら
に
つ
な
が
り
が
深
ま
っ
た

と
い
う
。
た
と
え
ば
、「
家
を

ち
ょ
っ
と
留
守
に
す
る
よ
う
な

と
き
も
、
仲
間
に
声
を
掛
け
て

い
く
よ
う
に
な
っ
た
」。
毎
日

少
な
く
と
も
朝
夕
の
２
回
、
顔

を
合
わ
せ
る
こ
と
が
、
お
互
い

を
気
遣
い
、
見
守
り
合
う
こ
と

に
も
な
っ
て
い
る
。

　

高
齢
の
夫
婦
４
組
で
始
め
た

小
さ
な
直
売
所
が
、
健
康
づ
く

り
や
仲
間
づ
く
り
、
集
落
づ
く

り
の
大
き
な
力
を
生
み
出
し
て

い
る
。　
　
　
　
　
（
木
村
利
浩
）

７月１日の営業開始に向け、６月下旬、店舗を設営する

営業期間が終われば「反省会」を開く

村のイベントにも出店（「第31回からむし織の里フェア」2016年7月23、24日）

耕
作
放
棄
地
の
再
生
も

い
。「
た
と
え
同
じ
も
の
を
育

て
て
い
て
も
、
同
じ
時
期
に
安

定
し
て
収
穫
で
き
る
わ
け
じ
ゃ

な
い
し
、
子
や
孫
や
親
戚
、
友

人
に
野
菜
を
送
り
た
い
と
き
、

自
分
の
畑
だ
け
で
は
足
り
な
い

こ
と
も
あ
る
。
そ
ん
な
と
き
で

も
、
こ
こ
で
地
元
の
新
鮮
な
野

菜
を
調
達
で
き
る
」。

　

直
売
所
は
、
車
な
ど
の
移
動

手
段
を
持
た
な
い
地
区
の
高
齢

者
が
、
徒
歩
で
気
軽
に
買
い
も

の
に
行
け
る
貴
重
な
場
に
な
っ

た
。
休
日
や
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に

は
、
車
で
通
り
か
か
っ
た
観
光

客
が
足
を
止
め
、
土
産
物
と
し

て
野
菜
類
を
買
い
求
め
る
姿
も

よ
く
見
受
け
ら
れ
る
。

　

運
営
し
て
い
る
の
は
、「
中

向
農
産
物
直
売
の
会
」。
60

～
80
歳
代
の
夫
婦
４
組
が
、

２
０
１
４
年
７
月
に
結
成
し

た
。

　

会
長
の
齋
藤
悌て
い
ざ
ぶ
ろ
う

三
郎
さ
ん

（
81
歳
）
は
、「
私
た
ち
の
健
康

づ
く
り
と
生
き
が
い
づ
く
り
が

第
一
。
丹
精
込
め
て
つ
く
っ
た

野
菜
が
売
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん

嬉
し
い
。
で
も
、
お
金
は
二
の

次
で
す
」
と
会
の
目
的
を
説
明

す
る
。

　

齋
藤
さ
ん
は
、
か
つ
て
は
花か

卉き

（
か
す
み
草
）
や
米
、
葉
た

ば
こ
栽
培
を
手
が
け
る
専
業
農

家
だ
っ
た
。
高
齢
に
な
り
農
作

業
の
負
担
が
重
く
な
っ
て
き
た

こ
と
や
、
体
調
を
崩
し
た
こ
と

な
ど
を
理
由
に
、
12
年
に
営
農

か
ら
撤
退
。
自
家
用
の
小
規
模

な
畑
作
だ
け
を
続
け
る
こ
と
に

し
た
。
と
こ
ろ
が
、「
人
生
の

目
標
を
見
失
っ
て
、
私
も
妻
も

す
っ
か
り
気
が
滅
入
っ
て
し

ま
っ
た
」。
こ
の
ま
ま
で
は
心

も
体
も
弱
っ
て
病
気
に
な
っ
て

し
ま
う
と
心
配
し
た
齋
藤
さ
ん

は
、
自
家
用
の
畑
の
余
剰
作
物

の
活
用
を
思
い
立
つ
。
同
じ
よ

う
に
本
業
か
ら
リ
タ
イ
ヤ
し
た

近
所
の
仲
間
に
呼
び
か
け
、
会

を
発
足
さ
せ
た
。

　
「
私
と
妻
だ
け
で
は
と
て
も

無
理
だ
っ
た
が
、
４
組
８
人
の

夫
婦
で
協
力
す
れ
ば
、
店
舗
の

設
営
も
品
揃
え
も
し
っ
か
り
で

き
る
。
毎
朝
早
起
き
し
て
畑
に

出
て
、
収
穫
を
袋
詰
め
し
て
店

に
陳
列
し
、
夕
方
に
は
片
付
け

る
。
仲
間
と
一
緒
に
す
る
日
々

の
作
業
が
と
て
も
楽
し
い
」
と

齋
藤
さ
ん
。

　

妻
・
ハ
ル
イ
さ
ん
（
80
歳
）

は
「
直
売
を
始
め
て
か
ら
は
、

い
い
野
菜
を
育
て
て
店
に
出
そ

う
、
あ
れ
も
つ
く
ろ
う
、
こ
れ

も
つ
く
ろ
う
と
、
気
持
ち
が
す

ご
く
前
向
き
に
な
り
ま
し
た
。

本
当
に
良
か
っ
た
」
と
喜
ぶ
。



地域交流
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16
多
々
石
地
区 

（
南
会
津
町
多
々
石
地
区
）

同
世
代
の
男
性
に
よ
る
飲
み
会

「
千
円
の
会
」が
、自
治
活
動
に
発
展

●同世代の男性による飲み会「千円の会」
で、30年以上交流。

●そば打ちや花木植栽など、自立した多彩
な自治活動を展開している。

多々石地区
26 世帯
63 人
60.3％（2016年２月現在）

山の学習体験交流センターは
「そば道場」でもある

区長の林敏男さん（右）と区長代理の須江勇喜さん

「多々石そば道場」の皆さん

「多々石そば道場」は大人気

　

南
会
津
町
の
旧
伊
南
村
に
あ

る
多
々
石
地
区
で
は
月
１
回
、

住
民
に
よ
る
飲
み
会
が
開
か
れ

て
い
る
。
そ
の
歴
史
は
、
30
年

以
上
前
と
い
う
か
ら
驚
く
。
当

時
30
～
40
歳
代
だ
っ
た
男
性
15

人
ほ
ど
が
、
地
域
で
情
報
交
換

す
る
機
会
を
つ
く
ろ
う
と
「
月

１
回
、
千
円
の
会
費
で
酒
を
飲

も
う
」
と
集
ま
る
よ
う
に
な
っ

た
の
が
き
っ
か
け
だ
。

　

当
時
、
地
域
の
役
職
を
務
め

る
親
世
代
は
集
ま
る
場
が
あ
っ

た
が
、
30
～
40
歳
代
の
人
た
ち

は
職
業
も
バ
ラ
バ
ラ
で
つ
な
が

る
機
会
が
な
か
っ
た
た
め
、
消

防
団
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、

男
性
だ
け
で
集
ま
る
よ
う
に

な
っ
た
。「
千
円
の
会
」
と
名

づ
け
ら
れ
、
輪
番
で
幹
事
と

な
っ
た
２
人
が
、
会
費
で
ア
ル

地
域
の
同
年
代
が

月
１
で
飲
む

コ
ー
ル
と
お
つ
ま
み
を
用
意
す

る
。
当
時
の
集
会
所
の
土
間
に

あ
っ
た
ス
ト
ー
ブ
の
上
で
、
安

く
て
量
を
食
べ
ら
れ
る
マ
ト
ン

を
焼
い
て
、
お
酒
を
飲
む
の
が

定
番
だ
っ
た
。
夏
休
み
に
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
を
貸
し
切
り
、
地
域

の
子
育
て
世
帯
で
旅
行
に
行
っ

た
時
期
も
10
年
間
ほ
ど
あ
っ
た

と
い
う
。
そ
ん
な
集
ま
り
が
い

ま
も
続
く
。

　

現
在
は
、
２
０
０
９
年
４
月

に
新
築
さ
れ
た
「
山
の
学
習
体

験
交
流
セ
ン
タ
ー
」
に
、
男
性

10
人
と
そ
の
妻
の
合
計
15
人
ほ

ど
で
集
う
。
親
世
代
は
引
退
し
、

自
分
た
ち
が
地
域
の
役
職
を
担

う
よ
う
に
な
っ
た
。
地
域
の
同

年
代
が
つ
な
が
っ
て
情
報
交
換

を
す
る
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
の

で
、
難
し
い
ル
ー
ル
は
な
い
。

上
下
関
係
も
な
い
。
メ
ン
バ
ー

も
ほ
ぼ
同
じ
。「
そ
れ
が
今
も

続
く
秘
訣
」
と
、
区
長
の
林
敏

男
さ
ん
と
区
長
代
理
の
須
江
勇

喜
さ
ん
は
声
を
そ
ろ
え
る
。
こ

の
会
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
U

タ
ー
ン
し
た
人
た
ち
も
地
域
に

す
ん
な
り
溶
け
込
む
こ
と
が
で

き
た
、
と
語
る
。

　

酒
を
飲
み
な
が
ら
、
自
然
と

話
題
は
地
域
お
こ
し
に
つ
な
が

り
、
い
ろ
ん
な
取
り
組
み
を
し

て
い
る
。

た
と
え
ば
、
そ
ば
打
ち
。
宝
く

じ
の
助
成
金
で
道
具
を
揃
え
、

そ
ば
打
ち
の
有
段
者
２
人
を
中

心
に
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
で
腕
を

ふ
る
う
。
10
月
に
田
島
地
区
で

団
結
力
で
、多
彩
な
活
動

開
か
れ
る
「
南
会
津
新
そ
ば
ま

つ
り
」
に
は
毎
年
出
店
し
て
評

判
と
な
り
、
１
日
１
２
０
０
食

を
販
売
す
る
ま
で
に
。
翌
週

に
は
伊
南
地
区
で
開
催
さ
れ

る
「
あ
ゆ
ま
つ
り
」
に
も
出
店
。

12
月
に
は
収
穫
祭
を
開
き
、
区

民
に
新
そ
ば
を
ふ
る
ま
っ
て
い

る
。

　

山
の
学
習
体
験
交
流
セ
ン

タ
ー
か
ら
見
え
る
旧
多
々
石
ス

キ
ー
場
は
、
子
ど
も
の
頃
ス

キ
ー
体
験
を
し
た
愛
着
の
あ
る

山
だ
。
こ
の
山
の
景
観
を
き
れ

い
に
し
よ
う
！
と
、
２
０
１
４

年
に
町
の
土
地
を
借
り
上
げ

て
、
桜
や
こ
ぶ
し
な
ど
約
80
本

を
植
樹
し
た
。
や
が
て
花
見
の

楽
し
め
る
山
に
な
れ
ば
、
と
期

待
す
る
。

　

高
齢
者
向
け
の
お
茶
会
も
月

１
回
、
２
時
間
程
度
開
い
て
い

る
。
冬
に
は
１
・
５
ｍ
の
積
雪

と
な
る
た
め
、
２
０
１
３
年
に

「
除
雪
隊
」
を
結
成
し
て
、
75

歳
以
上
の
世
帯
や
空
き
家
の
除

雪
を
請
け
負
う
。
一
度
途
絶
え

た
１
月
15
日
の
歳
の
神
行
事

は
、
い
ま
地
区
の
行
事
と
し
て

執
り
行
う
。
地
域
の
花
壇
づ
く

り
も
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
担
う
。

　

い
ろ
ん
な
企
画
を
立
て
て
も

反
対
す
る
人
が
い
な
い
か
ら
、

も
の
ご
と
が
す
す
む
半
面
、「
自

分
た
ち
が
や
り
す
ぎ
て
、
上
の

世
代
の
活
躍
の
場
を
奪
っ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
思

い
も
あ
る
。　　

  

（
小
野
寺
知
子
）
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17
日
常
の
支
え
合
い 

（
金
山
町
本
名
、
大
塩
地
区
ほ
か
）

「
支
え
合
い
」は

暮
ら
し
の
な
か
に

●井戸端会議のような場も、交流と支え合
いを生み出す「サロン」のひとつ

●メーター検針などの戸別訪問型の業務に
は、生活支援の要素を含ませることがで
きる

　

金
山
町
で
は
、
大
半
の
地
区

で
新
聞
の
戸
別
配
達
が
行
わ
れ

て
い
な
い
。
そ
の
代
わ
り
、
地

区
内
の
数
か
所
に
集
合
型
の
新

聞
受
け
が
設
置
さ
れ
、
毎
朝
ほ

ぼ
同
じ
時
刻
に
販
売
店
の
配
達

員
が
新
聞
を
投
函
す
る
。
購
読

し
て
い
る
住
民
は
、
各
自
都
合

の
い
い
と
き
に
取
り
に
行
く
。

　

91
世
帯
１
８
６
人
が
暮
ら
す

本ほ
ん
な名
地
区
に
は
、
３
か
所
に
集

活動のポイント

かつて車庫だった建物

なかには集合型の新聞受け

徐々に人が集まってくる 世間話に花を咲かせる

新聞が到着

合
型
新
聞
受
け
が
あ
る
。
そ
の

う
ち
の
１
か
所
「
沖
ノ
原
」
集

落
の
集
合
型
新
聞
受
け
は
、
約

40
世
帯
分
。
か
つ
て
民
家
の
車

庫
だ
っ
た
建
物
の
な
か
に
設
置

さ
れ
て
い
る
。

　

２
坪
ほ
ど
に
区
切
ら
れ
た
ス

ペ
ー
ス
に
は
、
壁
に
掛
け
ら
れ

た
新
聞
受
け
の
ほ
か
に
、
壁
際

に
ベ
ン
チ
が
２
脚
置
か
れ
て
い

る
。

　

朝
５
時
55
分
頃
。

　

新
聞
を
購
読
し
て
い
る
周
辺

の
住
民
が
一
人
、
ま
た
一
人
と
、

や
っ
て
く
る
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
10
数
人
が

集
ま
る
。
ほ
ぼ
全
員
高
齢
者
で
、

ほ
と
ん
ど
男
性
。
５
～
６
人
が

ベ
ン
チ
に
腰
掛
け
、
残
り
は

立
っ
た
ま
ま
。
地
区
の
行
事
や

お
互
い
の
生
活
ぶ
り
、
健
康
状

態
、
友
人
知
人
や
親
類
縁
者
の

消
息
な
ど
に
つ
い
て
、
盛
ん
に

会
話
を
交
わ
す
。

　

６
時
15
分
頃
。

　

配
達
の
車
が
や
っ
て
く
る
。

　

配
達
員
が
新
聞
受
け
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
購
読
紙
を
投
函
し
、

そ
こ
に
い
る
人
た
ち
に
は
直
接

手
渡
す
。

　

５
分
ほ
ど
で
配
達
を
終
え
、

次
の
場
所
へ
と
向
か
う
。
集

ま
っ
て
い
た
人
た
ち
も
自
宅
に

引
き
上
げ
、
辺
り
は
再
び
朝
の

静
け
さ
を
取
り
戻
す
。

　

こ
の
光
景
は
、
新
聞
の
休
刊

日
以
外
、
毎
朝
繰
り
返
さ
れ
る
。

と
き
に
は
、
休
刊
日
で
あ
る
こ

と
を
失
念
し
た
数
人
が
、
30
分

以
上
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
の
ん
び

り
過
ご
す
こ
と
も
あ
る
と
い

う
。

　
「
こ
こ
に
来
る
の
は
、
一
日

の
最
初
の
楽
し
み
。
い
ろ
ん
な

人
と
会
っ
て
話
が
で
き
る
。
雨

が
降
ろ
う
が
槍
が
降
ろ
う
が
、

毎
日
来
る
」（
80
歳
代
女
性
）

　
「
集
落
の
人
た
ち
と
ゆ
っ
く

り
話
を
す
る
機
会
が
、
な
か
な

か
な
い
。
こ
こ
に
来
れ
ば
新
聞

を
受
け
取
る
つ
い
で
に
話
が
で

き
る
か
ら
、
あ
り
が
た
い
よ
」

（
70
歳
代
男
性
）

　
「
町
や
集
落
の
行
事
と
か
、

誰
が
入
院
し
た
と
か
亡
く
な
っ

た
と
か
、
こ
こ
に
来
れ
ば
何
で

も
わ
か
る
。
情
報
交
換
と
社
会

勉
強
の
場
だ
」（
80
歳
代
男
性
）

　

集
ま
る
顔
ぶ
れ
は
、
い
つ
も

同
じ
。
来
る
は
ず
の
人
が
来
て

い
な
い
と
、
近
所
の
誰
か
が
そ

の
人
の
自
宅
に
新
聞
を
持
っ
て

行
き
、
様
子
を
確
か
め
る
。

　
「
お
ー
い
、
い
た
の
か
ー
？
」

と
玄
関
を
開
け
て
気
軽
に
家
に

入
っ
て
い
け
る
だ
け
の
住
民
同

士
の
つ
な
が
り
が
、
そ
の
背
景

に
あ
る
。

　

つ
な
が
り
が
あ
れ
ば
、
単
に

「
不
便
」
と
見
な
さ
れ
か
ね
な

い
集
合
型
新
聞
受
け
も
、
交
流

と
見
守
り
を
兼
ね
た
小
さ
な
、

し
か
し
た
い
せ
つ
な
「
サ
ロ
ン
」

と
な
る
。

集
合
型
の
新
聞
受
け

本名地区
●世帯数 91 世帯 ●人口 186 人 ●高齢化率 67.2％

大塩地区
●世帯数 79 世帯 ●人口 164 人 ●高齢化率 61.6％

（2016年10月1日時点）



5859

　

渡わ
た
な
べ
て
る
お

部
英
雄
さ
ん
（
81
歳
）
は
、

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
メ
ー
タ
ー
検

針
員
と
し
て
働
い
て
い
る
。
金

山
町
の
約
２
０
０
世
帯
と
隣
の

只
見
町
の
約
１
０
０
世
帯
、
計

約
３
０
０
世
帯
を
担
当
。
メ
ー

タ
ー
の
検
針
と
ガ
ス
料
金
の
収

受
を
行
う
。

　

料
金
収
受
は
、
自
動
振
り
込

み
の
手
続
き
を
し
て
い
な
い

２
０
０
世
帯
ほ
ど
が
対
象
。
渡

部
さ
ん
の
訪
問
を
心
待
ち
に
し

て
い
て
、
あ
え
て
自
動
振
り
込

み
の
手
続
き
を
し
な
い
人
が
多

い
と
い
う
。
そ
う
す
れ
ば
検
針

と
料
金
収
受
で
月
２
回
の
訪
問

を
受
け
ら
れ
る
。
渡
部
さ
ん
に

よ
る
と
、
こ
の
２
０
０
世
帯
の

ほ
と
ん
ど
は
ひ
と
り
暮
ら
し
や

夫
婦
二
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世

帯
、
も
し
く
は
日
中
ひ
と
り
暮

ら
し
状
態
の
高
齢
者
が
い
る
世

帯
。

　

そ
う
し
た
人
た
ち
と
「
お
茶

飲
み
」
を
す
る
の
が
、
渡
部
さ

ん
の
仕
事
の
一
部
に
な
っ
て
い

る
。「
検
針
と
料
金
収
受
だ
け

な
ら
毎
月
の
仕
事
は
10
日
も
あ

れ
ば
終
わ
る
。
あ
え
て
20
日
ほ

ど
か
け
て
、
客
先
で
ゆ
っ
く
り

会
話
す
る
時
間
を
つ
く
っ
て
い

る
」。

　

渡
部
さ
ん
は
毎
日
の
よ
う
に

町
を
巡
り
、
多
く
の
人
と
接
す

る
。
各
集
落
の
行
事
や
住
民
の

動
静
・
消
息
な
ど
の
情
報
を
豊

富
に
持
つ
。「
そ
の
話
を
聞
く

の
を
皆
楽
し
み
に
し
て
い
る
」。

　

訪
問
の
際
、
電
気
製
品

の
電
池
交
換
や
照
明
器
具

の
電
球
交
換
、
買
い
も
の

な
ど
を
頼
ま
れ
る
こ
と
も

あ
る
が
、
快
く
応
じ
て
い

る
。
ま
た
、
ガ
ス
器
具
の

不
調
に
は
24
時
間
体
制
で

応
対
す
る
。

　

渡
部
さ
ん
は
、
金
山
町

大
塩
地
区
で
食
品
・
雑
貨
・

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
販
売
店

を
50
年
以
上
に
わ
た
っ
て
経
営

し
て
き
た
。
店
は
10
年
ほ
ど
前

に
畳
ん
だ
が
、
大
手
石
油
会
社

系
の
ガ
ス
販
社
か
ら
代
理
店
業

務
を
打
診
さ
れ
、
引
き
受
け
た
。

現
在
の
訪
問
先
は
、
店
を
営
ん

で
い
た
頃
か
ら
の
な
じ
み
客
。

　

一
日
の
仕
事
を
終
え
た
あ

と
、
渡
部
さ
ん
は
大
塩
地
区
の

共
同
浴
場
「
大
塩
温
泉
」
へ
車

で
向
か
う
。
こ
の
と
き
、
移
動

手
段
を
持
た
な
い
近
所
の
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
女
性
２
人
を
同

乗
さ
せ
て
い
る
。
２
人
は
以
前
、

自
転
車
や
バ
イ
ク
で
温
泉
通
い

を
し
て
い
た
。
と
も
に
高
齢
や

体
調
不
良
を
理
由
に
、
こ
れ
ら

の
乗
り
物
の
使
用
を
控
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
当
然
温
泉
に
も

行
け
な
く
な
っ
た
が
、
事
情
を

察
し
た
渡
部
さ
ん
が
「
一
緒
に

行
こ
う
」
と
声
を
掛
け
、
３
人

で
の
温
泉
通
い
が
始
ま
っ
た
。

　

ま
た
、
渡
部
さ
ん
は
、
毎
週

水
曜
日
に
会
津
若
松
市
の
ガ
ス

販
社
に
出
向
く
の
に
合
わ
せ
、

近
所
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

数
人
に
「
病
院
に
行
く
用
事
は

あ
る
か
、
買
い
も
の
は
す
る
か
」

と
声
を
掛
け
る
。
通
院
や
買
い

も
の
の
希
望
が
あ
れ
ば
、
車
に

同
乗
さ
せ
る
。「
私
も
仕
事
の

ほ
か
に
通
院
や
買
い
も
の
を
す

る
。
そ
の
つ
い
で
だ
か
ら
」。

ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
検
針

渡部英雄さん

大塩温泉

　

手
助
け
を
受
け
る
人
た
ち

は
、
お
礼
と
し
て
野
菜
や
米
を

渡
部
さ
ん
に
差
し
入
れ
る
。「
ほ

と
ん
ど
の
人
は
年
を
取
っ
て
も

畑
仕
事
を
し
て
い
る
。
私
は

ず
っ
と
商
売
人
で
畑
を
や
っ
て

な
い
。
だ
か
ら
み
ん
な
米
や
野

菜
を
分
け
て
く
れ
る
。
あ
り
が

た
い
よ
」。

　

４
年
ほ
ど
前
に
妻
を
亡
く

し
、
今
は
ひ
と
り
暮
ら
し
だ
。

自力で温泉に来られない人たちを車に乗せる

風呂上がりにひと休み

「
妻
は
20
年
も
リ
ウ
マ
チ
に
苦

し
ん
だ
が
、
周
囲
の
人
た
ち
に

だ
い
ぶ
助
け
ら
れ
た
」。
そ
の

恩
返
し
を
し
た
い
気
持
ち
が
あ

る
。「
私
を
頼
り
に
し
て
く
れ

る
人
た
ち
が
い
る
。
あ
と
10
年

は
が
ん
ば
り
た
い
」。
仕
事
、

暮
ら
し
、
支
え
合
い
は
、
渡
部

さ
ん
の
人
生
の
な
か
で
ひ
と
つ

の
輪
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
（
木
村
利
浩
）
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18
佐
藤
正
義
さ
ん 

（
北
塩
原
村
桧
原
地
区
）

地
域
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け

て
実
践　

仲
間
と
の
活
動
を
喜
び
に

●地域のリーダー的存在として、高齢者へ
の弁当配達のほか、みんなで地域で暮ら
し続けるために除雪や除草、荒地の開墾
などに積極的に取り組む。

北塩原村
1,079 世帯
2,907 人
32.1％（平成28年11月1日現在）

佐藤正義さん

荒れ地をソバ畑に

村の赤十字奉仕団のお弁当配布を知らせるチラシ

仲間たちと自主的に道路の除草を行う

　

北
塩
原
村
の
高
齢
化
率
は
約

32
％
だ
が
、
佐
藤
正
義
さ
ん
が

暮
ら
す
桧
原
地
区
内
に
あ
る
集

落
は
32
戸
で
、
高
齢
化
率
は

90
％
近
い
。
小
中
学
生
は
４
人

だ
け
で
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
も
増
え
て
い
る
。

　

集
落
は
桧
原
湖
に
面
し
て
お

り
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
の
美

し
い
景
観
が
魅
力
だ
が
、
冬
に

は
２
ｍ
を
超
え
る
積
雪
が
地
域

の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
佐
藤
さ
ん
は
早
起
き
し
て

自
宅
の
除
雪
を
済
ま
せ
る
と
、

近
隣
の
高
齢
者
宅
の
除
雪
を
行

う
。
シ
ー
ズ
ン
に
何
度
か
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
屋
根
の
雪
下

ろ
し
も
手
伝
っ
て
い
る
。
雪
が

な
け
れ
ば
自
宅
で
暮
ら
し
続
け

る
人
は
も
っ
と
多
い
だ
ろ
う
と

佐
藤
さ
ん
は
言
う
。

　

佐
藤
さ
ん
は
北
塩
原
赤
十
字

奉
仕
団
の
委
員
長
を
務
め
て
い

る
。
団
員
は
約
30
人
で
、
高
齢

者
に
誕
生
カ
ー
ド
を
配
付
し
た

り
、
弁
当
を
届
け
る
な
ど
の
活

動
を
し
て
い
る
。
年
２
回
だ
っ

た
弁
当
の
配
達
は
、
好
評
に
つ

き
年
３
回
に
回
数
を
増
や
し
て

い
る
。

　

弁
当
配
達
に
か
か
る
経
費
は

１
回
あ
た
り
４
万
円
ほ
ど
。
こ

の
予
算
は
年
１
回
の
バ
ザ
ー
の

売
り
上
げ
の
ほ
か
、
会
費
と
村

と
赤
十
字
か
ら
の
助
成
金
で
ま

か
な
っ
て
い
る
。
野
菜
は
団
員

が
持
ち
寄
る
も
の
が
多
く
、
主

に
購
入
す
る
の
は
肉
や
魚
な

ど
。
こ
う
し
た
食
材
を
団
員
が

村
の
保
健
セ
ン
タ
ー
で
調
理
す

る
。
丁
寧
に
つ
く
ら
れ
た
お
弁

当
は
美
味
し
い
と
喜
ば
れ
て
い

る
。

　

弁
当
は
す
べ
て
の
対
象
者
に

届
け
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず

チ
ラ
シ
を
配
付
し
て
、
必
要
か

ど
う
か
確
認
す
る
。
場
合
に

よ
っ
て
は
、「
そ
の
日
は
留
守

に
す
る
か
ら
」
と
い
う
断
り
も

あ
る
。
チ
ラ
シ
を
配
っ
て
会
話

を
交
わ
す
こ
と
も
見
守
り
の
一

つ
だ
。
佐
藤
さ
ん
は
、「
小
さ

な
村
だ
か
ら
で
き
る
の
か
な
。

み
ん
な
助
け
合
い
の
気
持
ち
が

強
い
」
と
活
動
を
振
り
返
る
。

　

50
年
ほ
ど
前
、
集
落
の
近
く

の
中
荒
木
と
い
う
地
域
で
開
墾

が
行
わ
れ
、
大
根
が
栽
培
さ
れ

た
。
大
根
の
評
判
は
よ
か
っ
た

が
、
10
年
間
ほ
ど
の
連
作
で
病

気
が
発
生
す
る
と
、
畑
は
そ
の

ま
ま
放
置
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
荒
れ
た
土
地
を

な
ん
と
か
し
た
い
と
考
え
、
若

者
た
ち
と
一
緒
に
畑
を
耕
し
て

ソ
バ
の
栽
培
を
始
め
た
。
大
根

の
連
作
の
轍
を
踏
ま
な
い
よ

う
、
栽
培
す
る
場
所
を
少
し
ず

つ
変
え
る
な
ど
の
工
夫
を
し
な

が
ら
栽
培
し
て
い
る
ソ
バ
は
人

気
で
、
現
在
は
８
月
中
に
予
約

で
完
売
と
な
る
。

　

集
落
に
１
軒
あ
る
ソ
バ
店

は
、
以
前
は
別
の
ソ
バ
粉
を

使
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
こ
の

ソ
バ
粉
を
使
っ
て
い
る
。
ソ
バ

店
は
人
気
で
、
シ
ー
ズ
ン
に
は

行
列
が
で
き
る
ほ
ど
だ
。

　

地
区
内
に
は
首
都
圏
に
あ
る

大
学
の
施
設
が
あ
り
、
夏
に
な

る
と
陸
上
部
が
合
宿
を
行
う
。

佐
藤
さ
ん
た
ち
は
学
生
が
来
る

前
に
、
練
習
し
や
す
い
よ
う
に

と
道
路
の
除
草
を
行
う
。
草
刈

り
機
の
燃
料
な
ど
は
持
ち
出
し

で
、「
村
に
燃
料
代
だ
け
で
も

出
し
て
も
ら
え
な
い
か
言
っ
て

み
た
け
れ
ど
ダ
メ
だ
っ
た
」
と

笑
う
。

年
３
回
弁
当
を
届
け
る

荒
れ
地
を
ソ
バ
畑
に

　

佐
藤
さ
ん
夫
妻
は
、
村
を
出

た
子
ど
も
た
ち
か
ら
引
っ
越
し

て
く
る
よ
う
誘
わ
れ
て
い
る

が
、「
こ
こ
で
や
る
こ
と
が
あ
っ

て
忙
し
い
か
ら
」
と
断
っ
て
い

る
そ
う
だ
。
高
齢
者
の
見
守
り

や
サ
ポ
ー
ト
、
荒
れ
地
の
活
用

や
環
境
整
備
な
ど
、本
人
は
「
た

い
し
た
こ
と
は
し
て
い
な
い
」

と
謙
遜
す
る
が
、
地
域
に
と
っ

て
必
要
な
こ
と
を
見
つ
け
今
日

も
ま
た
こ
つ
こ
つ
と
活
動
し
て

い
る
。　
　
　
　
　
（
熊
谷
智
美
）
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19
民
宿
ひ
ら
の
家 

（
檜
枝
岐
村
下
大
畑
地
区
）

熟
年
夫
婦
の
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ

自
宅
改
装
で
開
業
。70
歳
代
夫
婦
の
民
宿

●自宅で始めた民宿に、リピーターが集
う。

39 世帯
96 人
28％

下大畑地区

　

檜ひ
の
え
ま
た

枝
岐
村
は
尾
瀬
国
立
公
園

へ
の
入
り
口
と
し
て
毎
年
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。
宿

泊
の
メ
イ
ン
は
民
宿
で
、
人

口
約
６
０
０
人
２
０
９
世
帯

（
２
０
１
４
年
１
月
）
の
村
に

30
軒
以
上
の
民
宿
が
点
在
す

る
。

　

個
性
豊
か
な
民
宿
の
な
か
に

あ
っ
て
、
平
野
励
さ
ん
と
は
や

子
さ
ん
が
営
む
「
ひ
ら
の
家
」

は
常
連
の
客
が
多
い
。
リ
ピ
ー

タ
ー
の
多
さ
は
宿
と
二
人
の
魅

遠
方
か
ら
の
客
が

「
た
だ
い
ま
」と

や
っ
て
く
る
宿

力
を
物
語
る
。

　

民
宿
の
開
業
は
１
９
９
３
年

５
月
。
き
っ
か
け
は
励
さ
ん
の

病
気
だ
っ
た
。
林
業
に
従
事
し

て
い
た
励
さ
ん
が
病
気
を
患

い
、
以
前
の
よ
う
に
は
働
け
な

く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
は
や
子

さ
ん
が
姉
の
民
宿
を
手
伝
っ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
自
宅
で
民

宿
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
当
初
は
観
光
協
会

か
ら
宿
泊
客
を
斡
旋
し
て
も

ら
っ
た
。
一
晩
に
泊
ま
れ
る
の

は
２
組
ほ
ど
な
の
で
、
お
客
さ

ん
は
個
人
の
客
や
小
グ
ル
ー
プ

が
ほ
と
ん
ど
。
大
人
数
の
お
客

さ
ん
が
数
軒
に
わ
た
っ
て
分
宿

す
る
こ
と
も
あ
る
。「
よ
そ
の

宿
の
客
が
う
ち
で
酒
を
飲
ん
で

い
く
こ
と
も
あ
っ
た
」
と
励
さ

ん
。
夕
食
後
は
励
さ
ん
も
一
緒

に
晩
酌
を
す
る
。
そ
れ
が
励
さ

ん
の
楽
し
み
で
も
あ
り
、
宿
泊

客
が
常
連
に
な
る
理
由
の
一
つ

で
も
あ
る
よ
う
だ
。

　

励
さ
ん
と
は
や
子
さ
ん
の
口

か
ら
は
、
あ
の
人
は
今
こ
う
し

て
い
る
、
こ
の
人
と
は
こ
ん
な

こ
と
が
あ
っ
た
と
、
宿
泊
客
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
次
々
と
出
て
く

る
。
な
か
に
は
、
ペ
ッ
ト
同
伴

を
許
可
し
て
い
な
い
「
ひ
ら
の

家
」
に
、
ど
う
し
て
も
犬
と
一

緒
に
泊
ま
り
た
い
か
ら
と
、
物

置
に
し
て
い
た
小
屋
の
２
階
を

自
ら
資
材
を
持
ち
込
ん
で
改
築

し
て
し
ま
っ
た
人
も
い
た
ら
し

い
。

　

頻
繁
に
泊
ま
り
に
来
な
く
て

も
電
話
で
連
絡
を
取
り
合
っ
て

い
る
人
も
い
る
し
、
地
元
の
名

産
品
な
ど
が
送
ら
れ
て
く
る
こ

と
も
あ
る
。
遠
く
は
九
州
や
四

平野励さん（右）とはや子さんご夫妻

雑誌に掲載された

民宿ひらの家の看板

常連客が作成した旅のしおり 国
な
ど
遠
方
か
ら
の
来
客
も
多

く
、
ま
る
で
全
国
に
親
戚
が
い

る
よ
う
だ
。

　

は
や
子
さ
ん
に
元
気
に
仕
事

を
す
る
秘
訣
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、「
友
だ
ち
と
お
し
ゃ
べ
り

を
し
た
り
お
酒
を
飲
む
と
ス
ト

レ
ス
が
た
ま
ら
な
い
」
と
教

え
て
く
れ
た
。
檜
枝
岐
村
に

は
、
お
正
月
に
明
る
い
時
間
か

ら
女
性
同
士
で
お
酒
を
飲
む
習

慣
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
村
社

会
福
祉
協
議
会
の
平
野
陽
子
さ

ん
に
よ
る
と
、
村
の
人
た
ち
は

夜
、
明
か
り
が
つ
い
て
い
る
家

に
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
お
酒
を

酌
み
交
わ
す
習
慣
が
あ
っ
た
と

い
う
。
村
に
飲
み
屋
が
な
い
と

い
う
環
境
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

が
、
な
じ
み
の
人
同
志
が
各
家

を
訪
問
し
合
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
っ
て
き

た
。

　

そ
の
習
慣
が
今
で
も
色
濃
く

残
る
の
が
「
ひ
ら
の
家
」
だ
と

い
う
。
宿
泊
客
で
な
く
地
域
の

人
、
た
と
え
ば
平
野
よ
う
こ
さ

ん
も
事
前
に
連
絡
を
せ
ず
立
ち

寄
る
こ
と
が
あ
る
。
外
か
ら
声

を
か
け
る
と
励
さ
ん
が
「
寄

れ
ー
」
と
返
事
を
し
て
く
れ
る
。

居
間
に
あ
が
り
こ
ん
で
お
し
ゃ

べ
り
に
花
が
咲
く
。
年
齢
も
仕

地
域
の
人
同
士
が

気
軽
に
立
ち
寄
り

お
し
ゃ
べ
り
に
花
を

咲
か
せ
る

事
も
関
係
な
い
。
こ
の
温
か
み

が
初
め
て
訪
れ
る
宿
泊
客
を
も

虜
に
す
る
の
だ
ろ
う
。

　

二
人
と
も
歳
を
重
ね
た
た

め
、
い
つ
ま
で
民
宿
を
や
っ
て

い
ら
れ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
と

い
う
。
ま
も
な
く
80
歳
に
な
る

励
さ
ん
は
、「
お
れ
も
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
行
こ
う
か
な
」
と
言
う

が
、
二
人
に
と
っ
て
は
民
宿
で

お
客
様
を
向
か
い
入
れ
る
こ
と

が
元
気
の
源
で
あ
り
、
全
国
か

ら
平
野
夫
妻
に
会
い
に
訪
れ
る

人
た
ち
も
ま
た
、
二
人
か
ら
元

気
を
も
ら
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

 

（
熊
谷
智
美
）

●住所：福島県檜枝岐村
字上ノ台 212

● TEL：0241-75-2126
●料金（税込）：1 泊２食

7,500 円

民宿ひらの家
（福島県檜枝岐村）

（2016年３月1日現在）
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美
味
し
く
て
色
も
形
も
き
れ

い
な
野
菜
づ
く
り
を
し
て
い
る

五
十
嵐
ス
ミ
ヨ
さ
ん
（
72
歳
）。

か
つ
て
は
主
婦
と
し
て
、
嫁
ぎ

先
の
農
業
の
稼
ぎ
手
と
し
て
、

家
族
の
介
護
者
と
し
て
睡
眠
時

間
を
惜
し
ん
で
働
い
て
き
た
。

　

今
は
収
穫
し
た
野
菜
を
近
所

や
お
世
話
に
な
っ
た
人
た
ち
に

分
け
て
い
る
。「
販
売
し
た
ら
い

い
の
に
」
と
言
わ
れ
る
と
、「
若

い
人
た
ち
が
頑
張
っ
て
野
菜
づ

く
り
を
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の

邪
魔
は
し
た
く
な
い
の
」
と
笑

う
。
栽
培
方
法
は
人
に
よ
っ
て

違
う
と
言
い
な
が
ら
も
、
ア
ド

　

西
会
津
町
の
泥ど

ろ
ぶ
や
ま

浮
山
地
区
は

標
高
４
０
０
ｍ
の
、
美
し
い
田

園
風
景
が
広
が
る
集
落
だ
。
現

在
は
70
歳
以
上
の
３
世
帯
４

人
が
暮
ら
す
。
高
齢
化
率
は

１
０
０
％
。
地
元
の
役
員
を
務

め
て
き
た
伊
藤
光
希
さ
ん
の
妻
、

悦
子
さ
ん
（
70
歳
）
は
、「
お
嫁

に
来
て
50
年
。
ほ
か
の
地
域
に

行
っ
て
気
を
遣
う
よ
り
、
こ
れ

か
ら
も
こ
こ
で
の
び
の
び
と
暮

ら
し
た
い
」
と
話
す
。

　

昔
か
ら
、
隣
接
す
る
程
窪
地

区
・
長
桜
地
区
と
の
３
地
区
合

同
で
活
動
を
し
て
き
た
。
５
年

野菜づくりや家事をしながらも
地域での役割を求めて

高齢化率100％の集落に
住み続けるために

五十嵐スミヨさん （磐梯町布藤地区）伊藤悦子さん （西会津町泥浮山地区）

バ
イ
ス
を

求
め
ら
れ

る
と
自
分

の
や
り
方

を
惜
し
み

な
く
教
え

て
い
る
。

　

ス
ミ
ヨ

さ
ん
の
舅
の
又
雄
さ
ん
は
現
在

１
０
１
歳
。
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ

を
使
っ
た
籠
づ
く
り
が
得
意
で
、

手
際
よ
く
さ
ま
ざ
ま
な
大
き
さ

の
籠
や
バ
ッ
グ
を
こ
し
ら
え
て

い
る
。

　

ス
ミ
ヨ
さ
ん
は
又
雄
さ
ん
が

年
齢
を
重
ね
て
も
元
気
で
い
ら

れ
る
よ
う
に
と
、
あ
れ
こ
れ
工

夫
を
し
て
き
た
。
そ
の
一
つ
が

籠
づ
く
り
。
ほ
か
に
も
、
一
緒

に
農
作
業
を
し
た
り
、
ド
ラ
イ

ブ
に
誘
っ
た
り
と
、
細
や
か
な

心
配
り
を
欠
か
し
て
い
な
い
。

前
か
ら
民
生
委
員
の
呼
び
か
け

で
始
ま
っ
た
の
が
、
泥
浮
山
地

区
に
あ
る
旧
分
校
の
集
会
所
で

開
く
サ
ロ
ン
だ
。
月
１
回
、
11

人
ほ
ど
が
集
ま
り
、
棒
状
に
丸

め
た
新
聞
紙
を
持
っ
て
体
を
動

か
す
棒
体
操
や
輪
投
げ
、
床
で

行
う
カ
ー
リ
ン
グ
「
カ
ロ
ー
リ

ン
グ
」
な
ど
を
楽
し
む
。
お

茶
菓
子
代
と
し
て
の
会
費
は

２
０
０
円
で
、
そ
の
ほ
か
一
品

を
持
ち
寄
る
の
が
恒
例
だ
。
と

き
に
は
、
み
ん
な
で
日
帰
り
温

泉
や
お
参
り
に
行
く
な
ど
外
出

も
楽
し
ん
で
お
り
、「
お
し
ゃ
べ

り
が
な
に
よ
り
も
楽
し
み
」
と

　

家
族
の
た
め

だ
け
に
過
ご
し

て
き
た
ス
ミ
ヨ
さ
ん
だ
が
、
最

近
は
趣
味
と
し
て
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
を
始
め
た
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

が
必
要
で
、
み
ん
な
と
一
緒
に

楽
し
め
る
こ
と
が
嬉
し
い
と
い

う
。
ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
女

性
リ
ー
ダ
ー
研
修
に
参
加
し
て
、

多
く
の
刺
激
を
受
け
て
き
た
と

言
う
。
今
後
は
も
っ
と
地
域
の

人
た
ち
の
た
め
に
な
る
こ
と
を

し
た
い
と
明
る
く
話
し
て
く
れ

た
。　
　
　
　
　
　
（
熊
谷
智
美
）

い
う
。

　

昼
間
は
自
分
た

ち
が
食
べ
る
程

度
の
農
作
業
を
行

い
、
あ
と
は
お
茶

飲
み
に
呼
ば
れ
た

り
、
お
す
そ
分
け

を
し
合
っ
た
り
。

子
ど
も
さ
ん
が
買

い
も
の
を
し
て
く

る
と
か
、
何
曜
日
は
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
日
だ
と
い
う
情
報
は
、

お
互
い
に
把
握
し
て
い
る
。
伊

藤
さ
ん
夫
妻
が
暮
ら
す
家
は
百

年
が
経
過
し
て
お
り
、
維
持
に

手
間
が
か
か
る
が
、
そ
れ
で
も

泥
浮
山
地
区
で
の
暮
ら
し
が
一

番
だ
と
い
う
。「
住
み
続
け
る
た

め
に
足
腰
を
鍛
え
て
頑
張
る
の
」

と
悦
子
さ
ん
は
微
笑
む
。

　
　

 

（
小
野
寺
知
子
）

● 世帯数
● 人　口
● 高齢化率

磐梯町
1,119 世帯
3,646 人
32.4％（平成25年4月1日現在）

● 世帯数
● 人　口
● 高齢化率

西会津町
2,721 世帯
6,788 人
43.46％（2016年11月1日現在）
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● 高齢化率

活動のポイント
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20
た
の
せ
ふ
る
さ
と
づ
く
り
会 

（
南
会
津
町
た
の
せ
地
区
）

年
間
５
０
０
人
以
上
の
来
訪
者
！

住
民
全
員
参
加
の
ま
ち
お
こ
し

●全戸12世帯参加のまちおこし。「生涯現
役」が合言葉。

●体験学習プログラムや物産で、交流人口
を増やす！

たのせ地区
12 世帯
25 人
60.0％

川
を
活
か
し
た

景
観
整
備

　

栃
木
県
と
の
県
境
に
位
置
す

る
南
会
津
町
は
、
田
島
町
、
舘

岩
村
、
伊
南
村
、
南
郷
村
の
１

町
３
村
が
合
併
し
て
２
０
０
６

年
に
誕
生
し
た
。
ト
マ
ト
、
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
、
そ
ば
、
地
酒
が

自
慢
で
、
渓
流
釣
り
や
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
、
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
を
楽
し
め
る
。

　

人
口
は
１
６
８
１
８
人
で
、

96
の
集
落
が
あ
る
（
２
０
１
６

年
３
月
現
在
）。
町
で
は
地
域

活
性
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め

に
、
行
政
職
員
に
地
区
担
当
制

を
敷
く
と
と
も
に
、
旧
３
村
に

集
落
支
援
員
各
１
人
を
、
前
沢
・

永
田
・
た
の
せ
集
落
に
地
域
お

こ
し
協
力
隊
４
人
を
配
置
。
福

島
県
の
地
域
創
生
総
合
支
援
事

業
（
サ
ポ
ー
ト
事
業
）
や
町
の

元
気
の
で
る
地
域
づ
く
り
支
援

事
業
な
ど
を
活
用
し
て
、
地
域

づ
く
り
を
進
め
る
各
団
体
の
発

表
会
を
年
１
回
開
き
、
評
価
と

啓
発
を
す
す
め
る
。

　

な
か
で
も
、
農
家
民
泊
や
教

育
拠
点
づ
く
り
、
六
次
化

産
業
な
ど
幅
広
い
活
動

で
注
目
を
集
め
る
の
が
、

旧
舘
岩
村
に
あ
る
「
た
の

せ
地
区
」
だ
。
全
戸
12
世

帯
で
組
織
し
た
「
た
の

せ
ふ
る
さ
と
づ
く
り
会
」

（
代
表
＆
区
長
：
星
利
一

さ
ん
）
の
活
動
に
よ
り
、

人
口
25
人
の
地
区
に
年

間
で
４
０
０
～
５
０
０

人
の
子
ど
も
た
ち
が
体

験
学
習
に
訪
れ
る
。

　

た
の
せ
地
区
で
は
、

２
０
０
４
年
か
ら
芝
浦
工
業
大

学
の
志
村
研
究
室
と
、
地
域
づ

く
り
計
画
を
練
っ
て
き
た
。
大

学
の
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
が
同
町

舘
岩
地
域
に
あ
る
こ
と
か
ら
生

ま
れ
た
縁
だ
。
舘
岩
川
に
沿
っ

て
民
家
の
建
つ
た
の
せ
地
区
だ

が
、
当
時
は
川
に
葦
が
茂
り
、

対
岸
の
萩
ノ
倉
山
は
耕
作
放
棄

地
で
荒
れ
て
い
て
、
川
を
渡
る

た
め
の
橋
も
な
か
っ
た
。
川
を

活
か
し
た
景
観
整
備
を
し
よ
う

と
、
２
０
０
３
～
２
０
０
４
年

に
橋
を
整
備
す
る
際
、
対
岸
に

道
と
公
園
を
整
備
し
、
地
域
活

性
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
た

こ
と
か
ら
、
住
民
と
学
生
に

よ
る
地
域
づ
く
り
が
始
ま
っ

た
。
２
０
０
５
年
に
、「
花
の

御
宿
の
里
づ
く
り
」
と
い
う
か

け
声
の
も
と
、
萩
ノ
倉
山
の
手

入
れ
と
、
桜
や
つ
つ
じ
な
ど
の

植
栽
を
実
施
。
さ
ま
ざ
ま
な
大

学
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
や
、
企
業
の
支
援
を
受
け
て

整
備
す
る
こ
と
が
で
き
、
お
昼

ヤマメを放流する舘岩川と12戸の民家舘岩川でのヤマメのつかみどり体験

に
は
、
う
る
ち
米
の
餅
に
甘
味

噌
を
塗
っ
て
焼
い
た
「
ば
ん
で

い
餅
」
や
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
お
汁

粉
の
よ
う
な
「
ぜ
ん
び
ん
」
な

ど
の
郷
土
料
理
を
住
民
が
ふ
る

ま
っ
た
。
川
に
生
い
茂
っ
て
い

た
葦
は
、
住
民
が
３
年
か
け
て

除
草
し
た
。

　

勢
い
を
得
て
、
全
戸
住
民
で

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
も
う
と

「
た
の
せ
ふ
る
さ
と
づ
く
り
会
」

が
２
０
０
６
年
に
発
足
。
会
で

は
「
こ
の
ま
ま
で
は
高
齢
化
で

誰
も
い
な
い
荒
廃
地
に
な
る
。

（2016年３月1日現在）
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集
落
の
存
続
の
た
め
に
は
、
自

分
た
ち
が
主
体
と
な
り
、
外
か

ら
人
が
遊
び
に
来
る
場
所
に
し

よ
う
」
と
、
２
０
０
７
年
に
県

の
支
援
を
受
け
、
公
園
内
に
公

衆
ト
イ
レ
と
東
屋
を
設
置
。
福

島
県
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
活
用

し
、
２
０
０
８
年
に
「
た
の
せ

地
域
づ
く
り
計
画
」
を
作
成
。

　

ま
ず
は
試
し
に
用
水
路
で
、

そ
の
後
は
舘
岩
川
で
ヤ
マ
メ
の

放
流
と
つ
か
み
ど
り
体
験
を
始

め
た
と
こ
ろ
、
子
ど
も
た
ち
の

体
験
学
習
と
し
て
人
気
に
。
ま

た
、
公
園
に
テ
ン
ト
を
張
っ
て
、

８
月
の
お
盆
と
10
月
に
農
産
物

や
郷
土
料
理
の
直
売
所
を
開
い

て
み
た
と
こ
ろ
手
ご
た
え
を
つ

か
み
、
大
学
の
学
園
祭
で
も
農

産
物
を
販
売
。
自
分
の
つ
く
っ

た
も
の
が
売
れ
る
喜
び
や
、
き

れ
い
に
整
備
す
れ
ば
た
の
せ
地

区
に
お
客
さ
ま
が
来
て
く
れ
る

ヤマメの塩焼きで昼食のバーベキュー星廣政さん（左）と、町舘岩総合支所振興課企
画観光係主査の星一伸さん

集会所を改修して、食品加工場を新設

開発中の六次化商品。パッケージも学生と
考えた

たのせふるさと祭り（毎年10月に開催）

こ
と
を
知
り
、「
シ
ー
ズ
ン
を

と
お
し
て
販
売
し
て
み
よ
う
」

と
毎
週
土
・
日
曜
日
に
直
売
所

を
開
く
こ
と
に
し
た
。

　

２
０
０
９
年
か
ら
３
軒
で
農

家
民
泊
を
始
め
、
ヤ
マ
メ
の
つ

か
み
ど
り
や
川
遊
び
を
体
験

し
た
あ
と
、
公
園
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
楽
し
む
教
育
旅
行
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
。
夏
休

み
は
ほ
ぼ
毎
日
利
用
が
あ
る
た

め
、
朝
に
川
の
掃
除
と
、
数
百

人
分
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
下
準

備
を
住
民
が
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

で
担
う
。
東
日
本
大
震
災
後
は

利
用
者
が
減
っ
た
が
、
現
在
６

割
程
度
ま
で
回
復
。
福
島
市
を

中
心
に
、
仙
台
市
な
ど
か
ら
も

小
中
学
生
の
体
験
学
習
を
受
け

入
れ
、
年
間
４
０
０
～
５
０
０

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

特
産
品
開
発

人
が
訪
れ
る
。

さ
ら
に
、
た
の
せ
特
別
漁
区
と

し
て
５
月
１
日
～
９
月
末
ま

で
、
舘
岩
川
に
ヤ
マ
メ
を
放
流

し
て
い
る
。
釣
り
を
楽
し
ん
だ

あ
と
、
直
売
所
で
お
土
産
を

買
っ
て
帰
る
人
ば
か
り
。
こ
の

期
間
は
公
園
の
ト
イ
レ
掃
除
を

住
民
が
２
人
１
組
で
担
当
す

る
。
震
災
後
も
釣
り
客
の
数
は

落
ち
な
か
っ
た
と
い

う
。

　

い
ま
力
を
入
れ
て

い
る
の
が
、
特
産
品

開
発
だ
。
女
性
た

ち
が
郷
土
料
理
の
商

品
化
に
取
り
組
み
、

２
０
１
４
年
２
月
に

県
が
行
っ
た
六
次
化

商
品
品
評
会
に
「
ぜ

ん
び
ん
」
を
出
展
す

る
な
ど
、
着
々
と
研

究
を
重
ね
る
。

　

会
で
は
、
食
品
加
工
販
売

を
通
年
で
行
う
な
ら
ば
保
健

所
の
許
可
が
必
要
だ
と
考
え
、

２
０
１
５
年
に
集
会
所
を
改
修

し
て
食
品
加
工
場
を
新
設
。
県

の
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
特
産
品
開

発
に
手
を
挙
げ
て
、
コ
ン
ベ
ク

シ
ョ
ン
オ
ー
ブ
ン
や
急
速
冷
凍

の
で
き
る
フ
リ
ー
ザ
ー
、
真
空

包
装
や
ラ
ベ
ル
作
成
の
で
き
る

機
械
を
購
入
し
、
郷
土
料
理
や

漬
け
物
の
商
品
化
に
取
り
組

む
。
食
品
衛
生
責
任
者
の
講
習

を
住
民
９
人
で
受
講
し
、
ヤ
マ

メ
を
さ
ば
い
た
り
、
ば
ん
で
い

餅
を
調
理
す
る
許
可
も
得
た
。

　

次
々
と
新
た
な
取
り
組
み
を

生
み
出
せ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
得
意
分
野
を
活
か
し
、
集
落

総
参
加
の
も
と
区
長
と
事
務
局

の
折
衝
や
資
金
繰
り
な
ど
の
連

生
涯
現
役

携
に
よ
る
手
腕
が
大
き
い
。
大

学
と
協
働
で
ブ
ロ
グ
を
立
ち
上

げ
、
情
報
発
信
に
も
力
を
注
ぐ
。

「
こ
こ
は
ま
と
ま
り
の
あ
る
地

域
。
生
涯
現
役
が
合
言
葉
」
と

事
務
局
の
星
廣
政
さ
ん
は
熱
を

込
め
る
。

　

た
の
せ
地
区
で
は
10
年
以

上
、
全
住
民
に
よ
る
収
穫
祭
と

視
察
研
修
を
年
１
回
開
い
て
い

る
。
埼
玉
県
ま
で
直
売
所
の
視

察
に
行
っ
た
と
き
に
は
、
80
歳

代
の
人
を
連
れ
て
、
70
歳
代
の

●代表＆区長：星 利一
●住所：福島県南会津町たのせ 84 番地
● TEL：0242-85-7703
● http://tanose.hatenablog.com/

たのせふるさとづくり会
（福島県南会津町）

人
が
運
転
し
て
行
っ
た
。
移
動

販
売
も
公
共
交
通
機
関
も
な
い

エ
リ
ア
だ
が
、
住
民
が
団
結
し

て
、
外
部
か
ら
訪
れ
る
人
と
の

ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
、
郷
土
の

味
を
守
り
広
め
る
こ
と
を
生
き

が
い
と
し
て
い
る
。
集
落
の
存

続
の
た
め
に
、
事
業
の
持
続
、

継
続
を
ど
う
考
え
て
い
く
か
。

た
の
せ
地
区
で
は
近
隣
の
集
落

の
人
材
活
用
を
視
野
に
入
れ
、

会
の
法
人
化
を
目
指
す
。

 

（
小
野
寺
知
子
）
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21
浜
崎
壮
健
ク
ラ
ブ 

（
湯
川
村
浜
崎
地
区
）

●老人クラブが、公民館や介護予防教室、
子ども会などと連携して、多岐にわたる
交流事業を展開

浜崎地区
84 世帯
244 人
42.4％（2016年３月1日現在）

公民館前に花壇を新設

櫻井憲幸さん（右）と、東条千
代昭さん

介護予防体操を月２回行う「すこやか
浜崎」では、参加者が自主的に準備・
片付けを担う

　

米
ど
こ
ろ
の
湯ゆ
が
わ川
村
に
は
、

約
３
千
３
百
人
が
暮
ら
し
、
32

の
行
政
区
が
あ
る
。
そ
の
な
か

で
、
老
人
ク
ラ
ブ
を
中
心
に
活

発
に
活
動
し
て
い
る
の
が
、
浜

崎
地
区
だ
。
84
世
帯
が
住
み
、

高
齢
化
率
は
42
％
。
地
域
の
活

性
化
を
願
う
櫻
井
憲
幸
さ
ん

（
69
歳
）
の
か
け
声
で
、
賛
同

し
た
仲
間
６
人
と
「
浜
崎
壮
健

ク
ラ
ブ
」
は
２
０
１
２
年
に
発

足
し
た
。
公
民
館
を
活
動
拠
点

と
し
、
60
歳
以
上
の
住
民
を
対

象
に
会
員
は
50
人
。
村
内
に
あ

る
老
人
ク
ラ
ブ
６
団
体
の
全
会

員
数
の
３
分
の
１
を
占
め
る
。

　

浜
崎
壮
健
ク
ラ
ブ
は
、
公
民

館
・
子
ど
も
会
や
介
護
予
防
体

操
教
室
を
月
２
回
行
う
「
す
こ

や
か
浜
崎
」
と
協
働
し
、
四
季

を
つ
う
じ
て
高
齢
者
が
頻
繁
に

顔
を
合
わ
せ
る
機
会
を
設
け
て

い
る
。
ま
た
、学
習
会
や
ス
ポ
ー

ツ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
多

世
代
交
流
に
も
積
極
的
に
取
り

組
み
、
活
動
が
多
岐
に
渡
っ
て

い
る
の
が
特
徴
だ
。

　

春
は
西
山
温
泉
ま
で
足
を
伸

ば
し
て
「
観
桜
会
」
を
開
い
た

り
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を

主
催
し
た
り
、
公
民
館
や
用
水

路
、
介
護
施
設
の
除
草
作
業
も

行
う
。
ま
た
、
子
ど
も
会
と
連

携
し
て
、
公
民
館
の
ま
わ
り
に

花
を
植
え
る
活
動
や
納
涼
流
し

そ
う
め
ん
、
絵
画
教
室
、
し
め

縄
づ
く
り
、
手
打
ち
そ
ば
づ
く

り
な
ど
も
企
画
。「
子
ど
も
と

高
齢
者
が
元
気
だ
と
、
ま
ち
は

元
気
に
な
る
」「
子
ど
も
が
参

加
す
れ
ば
、
親
も
祖
父
母
も
参

加
す
る
か
ら
、
月
１
回
は
イ
ベ

ン
ト
を
開
い
て
い
る
」
と
会
長

の
櫻
井
さ
ん
は
話
す
。
地
元
の

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
入
居
者
を
イ
ベ
ン
ト
に
招

い
た
り
、
訪
ね
た
り
と
い
う
交

流
も
行
っ
て
い
る
。

　

櫻
井
さ
ん
は
６
年
前
に
Ｕ

タ
ー
ン
し
て
き
た
。
一
足
先
に

湯
川
村
に
来
て
両
親
を
介
護
し

て
い
た
妻
か
ら
、「
介
護
中
は

地
域
の
人
に
お
世
話
に
な
っ
た

の
だ
か
ら
、
恩
返
し
を
し
て
ね
」

と
諭
さ
れ
、
周
囲
に
推
さ
れ
て

行
政
区
長
を
３
年
務
め
た
。
そ

の
後
を
浜
崎
壮
健
ク
ラ
ブ
の
会

計
を
務
め
る
東
条
千
代
昭
さ
ん

（
73
歳
）
が
引
き
継
ぎ
、行
政
区
・

公
民
館
と
と
も
に
浜
崎
壮
健
ク

ラ
ブ
会
員
一
同
が
「
心
の
汗
」

「
知
恵
の
汗
」「
体
の
汗
」
を
皆

で
か
こ
う
を
モ
ッ
ト
ー
に
地
元

の
活
性
化
を
目
指
す
。

　
「
無
償
の
活
動
を
と
お
し
て

自
分
だ
け
で
な
く
、
会
員
が

喜
ぶ
姿
が
励
み
に
な
っ
て
い

る
」
と
話
す
櫻
井
さ
ん
。
国
道

沿
い
に
花
壇
を
つ
く
る
女
性
学

習
グ
ル
ー
プ
「
さ
わ
や
か
学

級
」
か
ら
、「
高
齢
で
花
壇
づ

く
り
が
た
い
へ
ん
に
な
っ
て
き

た
の
で
、
浜
崎
壮
健
ク
ラ
ブ
で

事
業
を
引
き
継
い
で
も
ら
え
な

い
か
」
と
相
談
を
受
け
た
と
き

に
は
、「
サ
ポ
ー
ト
す
る
か
ら

一
緒
に
活
動
し
よ
う
」
と
誘

い
、
い
ま
で

は
30
人
ほ
ど

が
参
加
す
る

大
き
な
事
業

と
な
っ
て
い

る
。「
み
ん

な
で
担
え
ば

負
担
が
減

り
、
楽
し
さ

が
増
え
る
」
と
櫻
井
さ
ん
は
話

す
。

　

毎
年
11
月
の
浜
崎
壮
健
ク
ラ

ブ
恒
例
行
事
「
大
感
謝
祭
」
で

は
、
女
性
陣
に
よ
る
ス
コ
ッ
プ

三
味
線
が
披
露
さ
れ
、
文
化
祭
・

餅
つ
き
大
会
も
行
わ
れ
て
、
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
子
ど
も

た
ち
も
含
め
浜
崎
地
区
全
世
帯

に
参
加
を
呼
び
か
け
、
ま
た
、

湯
川
村
長
・
議
会
議
長
・
教
育

長
も
参
加
し
に
ぎ
や
か
な
交
流

会
と
な
っ
た
。

　　

村
内
で
は
21
か
所
の
集
会
所

で
、
65
歳
以
上
を
対
象
と
し
た

介
護
予
防
教
室
が
開
か
れ
て
い

る
。
各
地
区
の
住
民
リ
ー
ダ
ー

が
中
心
と
な
っ
て
月
１
～
４
回

実
施
。
村
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
転

ば
ぬ
先
の
体
つ
く
り
体
操
」
を

メ
イ
ン
に
村
民
歌
、
村
民
応
援

歌
の
曲
に
合
わ
せ
た
体
操
を
組

み
合
わ
せ
、
充
分
に
体
操
を

行
っ
た
あ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ

ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
１
時

間
半
か
ら
２
時
間
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
だ
。
今
年
度
か
ら
村
が
年
２

～
３
万
円
の
助
成
金
を
用
意
。

地
区
に
よ
っ
て
は
、
バ
ス
旅
行

な
ど
の
外
出
も
楽
し
む
活
動
へ

と
広
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

活
動
や
、
浜
崎
壮
健
ク
ラ
ブ
の

取
り
組
み
が
、
湯
川
村
で
住
民

が
暮
ら
し
続
け
、
支
え
合
う
た

め
の
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
て

い
る
の
は
間
違
い
な
い
。

（
小
野
寺
知
子
）

老
人
ク
ラ
ブ
発　

公
民
館
や
介
護
予
防

教
室
、子
ど
も
会
な
ど
を
巻
き
込
ん
だ

地
域
活
性
化

公
民
館
・
介
護
予
防
教
室

や
子
ど
も
会
と
連
携

地
域
で
暮
ら
し
続
け
、

支
え
合
う
原
動
力

手打ちそばづくりは、老若男女で大入り満員
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22
森
林
の
分
校
ふ
ざ
わ 

（
只
見
町
布
沢
地
区
）

豊
か
な
自
然
の
な
か
で

山
村
の
暮
ら
し
を
体
験

●10年以上使われていなかった校舎を、山
村の暮らし体験施設に活用。

●運営する「森林の里応援団」のメンバー
にとって、利用者との交流が大きな喜び
に。

布沢地区
58 世帯
132 人
50.0%（2016年３月現在）

夏には川遊びなどアクティブな体験も

囲炉裏でのイワナの炭焼きも好評

地元の食材をつかった食事を提供

●支配人 : 齋藤政信
●住所 : 福島県只見町布沢字大久保 544
●問合せ：森の里応援団   TEL  0241-71-9511
● https://www.tadami.gr.jp/tourism/facility/000582.html
●施設の内容：客室３部屋、体育館、グラウンド、会議室
●料金：１泊２食付　大人 5,800 円、小学生 4,800 円、幼児 3,800 円
●各種体験料金は、事前にご相談ください。
●交通アクセス：最寄り駅・会津鉄道「会津田島駅」から車で 45 分、

東北自動車道の白河 IC から車で約２時間

森林の分校ふざわ（福島県只見町布沢地区）

　

只
見
町
は
面
積
の
94
％
を

森
林
が
占
め
る
自
然
豊
か
な

町
だ
。
人
口
は
約
４
５
０
０

人
で
高
齢
化
率
は
約
44
％

（
２
０
１
６
年
１
月
）。
町
の
東

側
、
山
間
部
を
流
れ
る
布
沢
川

に
沿
っ
て
家
々
が
建
つ
布
沢
の

集
落
に
、「
森
林
の
分
校
ふ
ざ

わ
」
が
あ
る
。

　

山
村
の
暮
ら
し
体
験
施
設
と

し
て
、
川
遊
び
や
田
植
え
、
稲

刈
り
な
ど
の
農
業
体
験
、
餅
つ

き
な
ど
の
食
文
化
体
験
、
伝
統

工
芸
体
験
、
き
の
こ
採
り
体
験

や
雪
上
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
を

楽
し
め
る
。
特
に
、
ブ
ナ
の
原

生
林
が
あ
る
「
恵
み
の
森
」
や

「
癒
し
の
森
」
の
散
策
ツ
ア
ー

は
人
気
だ
。
山
菜
や
キ
ノ
コ
な

ど
地
元
の
食
材
が
ふ
ん
だ
ん
に

使
わ
れ
た
献
立
も
、
魅
力
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

利
用
者
の
60
～
70
％
は
県
外

か
ら
で
、
ブ
ナ
が
芽
吹
く
頃
か

ら
紅
葉
の
シ
ー
ズ
ン
ま
で
が

繁
忙
期
。
年
間
１
３
０
０
～

１
４
０
０
人
の
宿
泊
客
が
あ

る
。「
や
ん
ち
ゃ
な
子
ど
も
た

ち
と
活
動
す
る
の
は
楽
し
い
で

す
よ
」
と
支
配
人
の
齋
藤
政
信

さ
ん
は
話
す
。

　
「
ふ
ざ
わ
」
は
、
１
９
５
８

年
に
建
て
ら
れ
た
明
和
小
学
校

布
沢
分
校
の
木
造
校
舎
を
利
用

し
た
施
設
だ
。
１
９
８
２
年
３

地
域
の
有
志
が
集
っ
て

結
成
し
た

「
応
援
団
」の
活
躍

月
、
本
校
に
統
合
さ
れ
閉
校
し

た
あ
と
は
し
ば
ら
く
利
用
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
地
域

の
住
民
か
ら
校
舎
を
残
し
て

ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
り
、

１
９
９
６
年
度
に
町
が
国
土
庁

（
当
時
）
の
「
過
疎
地
域
活
性

化
施
設
整
備
事
業
」
の
認
定
を

受
け
て
、
校
舎
を
改
修
・
整
備

し
た
。

　

１
９
９
７
年
の
オ
ー
プ
ン
当

初
は
町
直
営
で
、
調
理
な
ど
の

管
理
運
営
の
一
部
が
布
沢
集
落

の
住
民
に
委
託
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
集
落
の
人
た
ち
だ
け

で
は
難
し
く
、
町
が
布
沢
集
落

を
含
め
た
布
沢
川
流
域
の
住
民

に
声
を
か
け
、
集
ま
っ
た
人
た

ち
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
「
森

林
の
里
応
援
団
」
が
運
営
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

２
０
０
７
年
に
指
定
管
理
制

度
と
な
り
、「
森
林
の
里
応
援

団
」
が
受
託
し
た
。
応
援
団
に

は
町
か
ら
年
間
約
42
万
円
の
助

成
が
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
人
件

費
や
経
費
は
、
利
用
者
の
宿
泊

費
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
利
用

料
で
ま
か
な
っ
て
い
る
。

地
元
の
人
が
喜
ぶ
拠
点
に

　

応
援
団
の
メ
ン
バ
ー
は
仕
事

を
リ
タ
イ
ヤ
し
た
人
が
ほ
と
ん

ど
だ
。
代
替
わ
り
を
重
ね
、
後

継
者
の
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も

現
在
の
登
録
メ
ン
バ
ー
は
女
性

12
人
、
男
性
６
人
の
計
18
人
。

主
に
女
性
が
調
理
、
男
性
が
宿

直
と
施
設
管
理
を
担
っ
て
い

る
。

　

メ
ン
バ
ー
の
仕
事
は
時
給
制

で
、
調
理
や
管
理
運
営
に
時
給

７
０
０
円
が
支
払
わ
れ
る
。
メ

ン
バ
ー
は
収
入
以
上
に
利
用
者

と
の
交
流
や
も
て
な
す
喜
び
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
満
足
を
得
て

い
る
と
い
う
。

　

10
年
以
上
使
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
校
舎
に
に
ぎ
や
か
な
声

が
戻
っ
て
喜
ん
だ
の
は
、
や
は

り
地
元
の
住
民
た
ち
だ
。
校
舎

に
明
か
り
が
と
も
る
こ
と
が
地

域
の
人
の
気
持
ち
を
明
る
く
し

て
い
る
。　
　
　
　
（
熊
谷
智
美
）
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23
サ
ロ
ン
活
動 

（
金
山
町
）

「
私
た
ち
の
サ
ロ
ン
」を

つ
く
る

●「支え合い」の関係づくりを視野に住民
交流のサロンを開く

●体操だけが介護予防ではない。楽しく過
ごせる集いの場こそ最高の「介護予防サ
ロン」

（写真提供・金山町役場）

代表の齋藤勇一さん 越川地区
●世帯数 27 世帯 ●人口 53 人 ●高齢化率 67.9％

西部地区
●世帯数 10 世帯 ●人口 20 人 ●高齢化率 40.0％

（2016年10月1日時点）

　

住
民
同
士
の
親
し
い
関
係

の
な
か
で
行
わ
れ
る
日
常
的

な
「
お
茶
飲
み
」
は
、
孤
立
防

止
や
見
守
り
、
介
護
予
防
に
役

立
つ
だ
け
で
な
く
、
生
活
上
の

困
り
ご
と
が
生
じ
た
と
き
、
お

互
い
に
支
え
合
う
基
盤
と
も
な

る
。
し
か
し
、
誰
も
が
「
お
茶

飲
み
仲
間
」
を
持
っ
て
い
る
と

は
限
ら
な
い
。
持
っ
て
い
て
も
、

関
係
の
悪
化
や
転
居
、
死
別
な

ど
で
失
う
可
能
性
は
常
に
あ

る
。
そ
う
し
た
場
合
、
住
民
グ

ル
ー
プ
や
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
が
主
催
す
る
「
サ
ロ
ン
」
へ

の
参
加
が
、
従
来
の
お
茶
飲
み

の
代
わ
り
に
な
っ
た
り
、
新
し

い
お
茶
飲
み
仲
間
の
獲
得
に
つ

な
が
る
こ
と
が
あ
る
。

　

毎
週
月
曜
の
午
後
１
時
。
金

山
町
越こ
す
が
わ川
地
区
の
集
会
所
に
60

～
80
歳
代
の
男
女
10
人
あ
ま
り

が
集
ま
っ
て
く
る
。

　

20
分
ほ
ど
世
間
話
に
興
じ
た

あ
と
、
参
加
者
全
員
で
介
護
予

防
体
操
に
取
り
組
む
。

　

約
30
分
間
の

体
操
が
終
わ
る

と
、
続
く
30
～
40

分
程
度
は
、
皆
が

持
ち
寄
っ
た
菓

子
や
漬
け
物
な

ど
で
お
茶
飲
み

を
楽
し
む
。
３
時

ご
ろ
解
散
と
な
る
。

　

こ
の
サ
ロ
ン
は
、
越
川
と
隣

接
す
る
西に
し
ぶ部
地
区
の
60
歳
以
上

の
住
民
24
人
（
男
性
13
人
、
女

性
11
人
）
で
構
成
す
る
「
雪
つ

ば
き
倶
楽
部
」
の
活
動
の
一
環

と
し
て
開
か
れ
る
も
の
。

　

と
き
に
は
体
操
と
お
茶
飲
み

だ
け
で
な
く
、
保
健
師
な
ど
を

招
い
て
の
健
康
講
習
会
や
、
地

元
出
身
大
学
生
と
の
懇
談
会
を

行
う
な
ど
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
月
に
１
回
程
度
、

倶
楽
部
の
活
動
や
地
区
の
行

事
、
健
康
づ
く
り
な
ど
に
関
す

る
情
報
を
掲
載
し
た
会
報
を
発

行
。
ま
た
、
年
に
一
度
は
町
外

へ
の
日
帰
り
の
旅
行
会
を
催

す
。

　

倶
楽
部
の
結
成
は
２
０
１
５

年
４
月
。
代
表
の
齋
藤
勇
一
さ

ん
（
77
歳
）
は
、
そ
の
経
緯
を

こ
う
説
明
す
る
。「
こ
の
地
区

で
は
10
年
ほ
ど
前
に
老
人
ク
ラ

ブ
が
解
散
し
、
高
齢
者
活
動
の

場
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

仲
間
と
と
も
に
介
護
予
防
や
支

え
合
い
の
活
動
に
気
軽
に
取
り

組
み
、
楽
し
く
過
ご
せ
る
新
た

な
活
動
の
枠
組
み
が
求
め
ら
れ

て
い
た
」。

　

地
区
の
人
口
減
と
高
齢
化
が

進
み
、
高
齢
者
の
ひ
と
り
暮
ら

し
や
夫
婦
二
人
だ
け
の
世
帯
が

増
え
て
い
る
。「
私
も
４
年
前

か
ら
ひ
と
り
暮
ら
し
。
引
き
こ

も
り
や
孤
立
に
陥
ら
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
肝
要
だ
」。

　

齋
藤
さ
ん
は
１
９
９
８
年
10

月
か
ら
２
期
８
年
に
わ
た
っ
て

町
長
を
務
め
た
。
そ
の
後
は
、

主
に
自
身
が
暮
ら
す
越
川
と
そ

の
周
辺
地
区
で
、
県
の
「
地
域

創
生
総
合
支
援
事
業
」（
サ
ポ
ー

ト
事
業
）
の
補
助
を
活
用
す
る

な
ど
し
な
が
ら
、
集
落
づ
く
り

に
関
わ
り
続
け
て
い
る
。
倶
楽

部
も
そ
の
成
果
の
ひ
と
つ
。

　

現
在
、
倶
楽
部
の
活
動
の
軸

序
・
お
茶
飲
み
と
サ
ロ
ン

雪
つ
ば
き
倶
楽
部

（
越
川
・
西
部
地
区
）

活動のポイント
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足
は
『
元
気
で
ま
っ
せ
体
操
』

の
実
践
に
よ
る
介
護
予
防
に
置

い
て
い
る
。
体
操
に
お
茶
飲
み

を
組
み
合
わ
せ
る
の
は
、
無
理

な
く
楽
し
み
な
が
ら
続
け
て
も

ら
う
工
夫
だ
が
、「
お
茶
飲
み

話
で
仲
間
の
困
り
ご
と
を
知
る

こ
と
も
あ
る
。
そ
こ
か
ら
支
え

合
い
の
機
運
が
自
然
に
生
ま
れ

て
く
る
と
い
い
」
と
の
期
待
も
。

　

集
落
づ
く
り
に
つ
い
て
齋
藤

さ
ん
は
、「
住
民
一
人
ひ
と
り

が
外
に
向
か
っ
て
自
分
の
力
を

生
か
し
、
周
囲
の
人
び
と
と
つ

な
が
っ
て
こ
そ
真
に
意
義
深
い

活
動
と
な
る
」
と
説
く
。
健
康

と
つ
な
が
り
を
つ
く
る
場
と
し

て
の
倶
楽
部
は
、
集
落
づ
く
り

の
基
礎
。
こ
の
上
に
は
い
つ
か

『
高
齢
に
な
っ
て
も
暮
ら
し
や

す
い
集
落
』
が
築
か
れ
る
だ
ろ

う
。
今
後
の
展
開
に
注
目
し
た

い
。

　
「
月
２
回
の
こ
の
集
ま
り
が

と
て
も
楽
し
み
。
普
段
は
な
か

な
か
会
え
な
い
人
に
も
、
こ
こ

に
来
れ
ば
会
え
る
し
、
食
事
や

お
茶
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
お

し
ゃ
べ
り
し
た
り
笑
っ
た
り
で

き
る
か
ら
」（
90
歳
代
女
性
）

　
「
こ
の
集
ま
り
」
と
は
、
金

山
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
町
内

２
か
所
で
毎
月
各
１
回
ず
つ
開

く
高
齢
者
向
け
サ
ロ
ン
「
ゆ
う

ゆ
う
の
会
」
の
こ
と
。
お
茶
飲

み
と
昼
食
、
軽
体
操
、
歌
、
ゲ
ー

ム
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、
午

前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

ゆ
っ
た
り
と
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
。
昼
食
後
は
、
畳
敷
き
の

床
に
横
に
な
っ
て
昼
寝
を
し
て

も
い
い
。
会
場
に
よ
っ
て
は
入

浴
も
可
。
参
加
費
は
送
迎
と
昼

食
が
付
い
て
１
回
８
５
０
円
。

　

参
加
者
は
少
な
い
と
き
で
10

人
程
度
、
多
い
と
20
人
ほ
ど
に

な
る
。
２
か
所
両
方
に
参
加
す

る
人
も
少
な
く
な
い
。
年
齢
層

は
80
～
90
歳
代
が
中
心
で
、
ほ

と
ん
ど
女
性
。

　

会
は
昨
年
７
月
に
ス
タ
ー
ト

し
た
。
町
内
５
か
所
で
週
１
回

開
か
れ
て
い
る
介
護
予
防
教
室

「
い
き
い
き
生
活
倶
楽
部
」
が

２
０
１
５
年
度
、
従
来
の
軽
体

操
や
ゲ
ー
ム
、
も
の
づ
く
り
、

お
茶
飲
み
な
ど
を
組
み
合
わ
せ

た
も
の
か
ら
、
介
護
予
防
体
操

を
主
体
と
し
た
内
容
に
改
め
ら

れ
た
の
に
伴
い
、
参
加
者
が
比

較
的
若
い
年
齢
層
に
シ
フ
ト
。

主
に
80
歳
代
半
ば
以
上
で
、
体

操
に
つ
い
て
い
く
の
が
難
し
い

人
た
ち
が
出
て
き
た
。

　
「
そ
う
し
た
人
た
ち
の
受
け

皿
が
必
要
に
な
り
、
か
つ
て
の

倶
楽
部
の
内
容
を
ほ
ぼ
踏
襲
し

た
新
た
な
サ
ロ
ン
を
つ
く
る
こ

と
に
し
た
ん
で
す
。
そ
れ
が『
ゆ

う
ゆ
う
の
会
』
で
す
」

　

こ
う
説
明
す
る
の
は
、
町
社

協
事
務
局
長
の
加
藤
ゆ
き
さ

ん
。

　

な
お
、
倶
楽
部
は
前
年
度
は

町
の
直
営
で
、
今
年
度
は
町
か

ら
町
社
協
へ
の
委
託
事
業
。
一

方
、
会
は
町
社
協
の
自
主
事
業

と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　

高
齢
で
耳
が
遠
く
な
っ
て
い

た
り
、
と
き
に
心
身
の
状
態
が

多
少
不
安
定
に
な
っ
て
し
ま
う

と
し
て
も
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
介
護
制
度
を
使
う
ほ
ど
で

は
な
い
、
あ
る
い
は
「
使
い
た

く
な
い
」
と
い
う
人
た
ち
に

と
っ
て
、
会
は
大
事
な
集
い
と

社
交
の
場
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
90
歳
前
後
に
な
る
と
、
自

宅
周
辺
や
地
区
単
位
の
サ
ロ
ン

に
は
、
同
年
代
の
人
が
極
端
に

少
な
い
か
、
ま
っ
た
く
い
な
い

こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
会
は
町

全
域
か
ら
80
～
90
歳
代
の
人
が

集
ま
る
た
め
、
思
い
出
話
も
し

や
す
い
。
91
歳
の
常
連
参
加
者

の
女
性
は
「
同
じ
年
頃
の
人
と

話
せ
て
嬉
し
い
」
と
喜
ぶ
。

　

課
題
も
あ
る
。
会
の
運
営
に

当
た
る
町
社
協
の
ス
タ
ッ
フ

は
、
通
常
１
人
だ
け
。
高
齢
化

の
進
展
に
伴
い
、
参
加
者
は
今

後
増
え
る
と
見
込
ま
れ
る
。「
一

人
ひ
と
り
に
目
が
届
か
な
く
な

ゆ
う
ゆ
う
の
会（
町
全
域
）

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
」（
加
藤

さ
ん
）。

　

ス
タ
ッ
フ
不
足
は
頭
の
痛
い

問
題
だ
が
、
参
加
者
が
運
営
を

手
伝
う
余
地
を
つ
く
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
を
引
き
出
す

面
も
あ
る
。

　

会
の
運
営
に
は
、
地
区
の
民

生
・
児
童
委
員
の
ほ
か
、
一
般

住
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

加
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の

一
人
で
、
障
が
い
の
あ
る
女
性

は
「
運
営
に
関
わ
る
の
は
楽
し

い
。
家
に
ば
か
り
い
る
よ
り
、

ず
っ
と
い
い
」
と
語
っ
て
く
れ

た
。

　

の
ん
び
り
過
ご
し
つ
つ
、
時

に
は
で
き
る
範
囲
で
運
営
を
手

伝
う
。
あ
る
い
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
役
割
を
担
う
。
こ
れ

も
ま
た
サ
ロ
ン
の
楽
し
み
で
あ

り
、
社
会
参
加
の
あ
り
方
だ
ろ

う
。                  

（
木
村
利
浩
）
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24
沼
ノ
平
む
ら
お
こ
し
実
行
委
員
会 

（
喜
多
方
市
山
都
町
沼
ノ
平
地
区
）

ま
つ
り
が
元
気
の
源
！　

そ
ば
や
福
寿
草
で
地
域
交
流

●国内最大級の福寿草群生地を活かしたお
祭りの開催で、交流人口が増！

●ふれあいと収入が、地域の元気につな
がっている。

沼ノ平地区
23 世帯
51 人
56.9％（2015年４月時点）

区の集会所でお土産に特産品を販売

左から岩橋松吉さん、大塚正澄さん、
岩橋宏隆さん、高野進さん

　

２
０
０
６
年
の
５
市
町
村
合

併
に
よ
り
、
広
大
な
土
地
を
有

す
る
喜
多
方
市
。
そ
ば
の
里
と

も
呼
ば
れ
た
山
都
町
（
当
時
）

も
同
市
と
合
併
し
た
。
旧
山
都

町
の
山
間
部
に
位
置
す
る
沼
ノ

平
行
政
区
は
、
人
口
58
人
の
集

落
で
あ
り
、
国
内
最
大
級
の
福

寿
草
群
生
地
の
ひ
と
つ
と
し
て

知
ら
れ
る
。
住
民
も
、
そ
ば
や

福
寿
草
と
い
っ
た
地
域
の
資
源

を
活
用
し
た
「
福
寿
草
ま
つ
り
」

を
開
催
す
る
な
ど
、
む
ら
お
こ

し
と
し
て
、
年
間
を
通
じ
て
地

域
内
外
の
交
流
を
図
っ
て
い

る
。

地
域
の
魅
力
で

交
流
人
口
増
加

　

福
寿
草
ま
つ
り
は
、
毎
年
３

月
中
旬
か
ら
約
１
か
月
間
開
催

さ
れ
る
。
福
寿
草
の
観
賞
コ
ー

ス
を
整
え
、
そ
ば
だ
け
で
な
く
、

餅
や
山
菜
、
漬
け
物
な
ど
、
住

民
が
収
穫
・
調
理
・
加
工
し
た

特
産
品
を
お
土
産
と
し
て
販
売

す
る
。
開
催
年
次
に
よ
っ
て
は
、

写
真
・
絵
画
・
川
柳
を
募
集
し

て
掲
示
し
た
り
も
し
て
き
た
。

福
寿
草
の
広
が
る
風
景
を
き
っ

か
け
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち

で
来
場
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
努
め
て
い
る
。
休
日
な

ど
、
に
ぎ
わ
う
日
に
は
１
日
で

全
国
か
ら
３
０
０
人
ほ
ど
が
同

区
を
訪
れ
る
。

　

ま
つ
り
は
、
１
９
９
７
年
に

山
都
町
商
工
会
主
体
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
始
ま
り
、
２
０
１
０

年
以
降
、
住
民
主
体
の
「
沼
ノ

平
む
ら
お
こ
し
実
行
委
員
会
」

が
主
催
し
て
い
る
。
同
会
は
、

現
在
46
人
で
構
成
し
て
お
り
、

集
落
内
の
各
世
帯
か
ら
１
人
以

上
が
委
員
を
務
め
る
ほ
か
、
集

落
外
に
暮
ら
す
人
が
委
員
全
体

の
約
３
割
を
占
め
る
。
そ
ば
打

ち
や
店
番
を
こ
な
す
の
は
、
区

内
に
住
む
80
歳
前
後
の
メ
ン

バ
ー
が
中
心
だ
。
運
営
に
は
、

隣
の
集
落
の
住
民
や
、
同
区
出

身
で
遠
く
に
住
む
若
い
人
た
ち

も
力
を
合
わ
せ
る
。

　

ま
つ
り
に
よ
る
収
益
は
、
商

品
を
用
意
し
た
人
と
同
会
に
還

元
さ
れ
る
。
地
元
の
大
自
然
と

と
も
に
生
き
、
た
く
さ
ん
の
人

と
ふ
れ
あ
い
、
さ
ら
に
収
入
に

も
つ
な
が
る
た
め
、
活
動
を
と

お
し
て
得
ら
れ
る
喜
び
も
ひ
と

し
お
だ
。

　

11
月
に
は
蕎
麦
の
実
の
収
穫

祭
を
開
き
、
食
事
と
酒
を
持
ち

寄
る
。
収
穫
に
感
謝
し
た
り
、

労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
り
、
会
話
に

花
を
咲
か
せ
て
親
睦
を
深
め

る
。

　

当
初
か
ら
沼
ノ
平
地
区
の
代

表
と
し
て
参
画
し
て
き
た
岩
橋

弘
隆
さ
ん
（
82
歳
）
と
２
代
目

で
現
委
員
長
の
大
塚
正
澄
さ
ん

（
63
歳
）
は
「
一
年

一
年
、
住
民
は
皆
ま

つ
り
を
楽
し
み
に
過

ご
し
て
い
る
。
そ
れ

が
元
気
の
源
で
、
こ

れ
か
ら
も
つ
な
が
り

を
も
っ
て
頑
張
っ
て
活
動
し
て

い
き
た
い
」
と
話
す
。

　

同
区
で
は
、
喜
多
方
市
過
疎

集
落
支
援
員
２
人
が
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
支
援
員
の
岩
橋

松
吉
さ
ん
（
57
歳
）、
高
野
進

さ
ん
（
64
歳
）
は
、
住
民
が
集

落
外
の
人
向
け
に
開
催
す
る
花

見
イ
ベ
ン
ト
や
、
子
ど
も
向
け

の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
、
草
刈
り

や
除
雪
な
ど
の
手
伝
い
も
し

て
、
集
落
活
性
化
や
環
境
整
備

に
尽
力
し
て
い
る
。
集
落
の
人

た
ち
に
と
っ
て
心
強
い
大
き
な

支
え
だ
。　
　
　
　
（
清
野
哲
史
）

使われなくなった棚田に住民が植えた桜も見事に咲き誇る

池にうつる鏡桜も、
同区観光名所の一つ

絆
で
地
域
を
よ
り
活
発
に
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25
渡
部
商
店 

（
昭
和
村
野
尻
地
区
）

小
さ
な
食
料
・
雑
貨
店
に
住
民
が
集
う

お
互
い
を
見
守
り
、支
え
合
う
関
係
に

●営業時間中ならいつでも気軽に行き、好
きなときに帰られるサロンのようなも
の。

●客と店主、客同士が連絡を取り合って気
がかりな人の見守りも。

野尻地区
48 世帯
108 人
58.3％

　

昭
和
村
の
野
尻
地
区
に
あ
る

渡わ
た
な
べ部
商
店
は
、
現
在
、
同
地
区

で
食
料
品
を
扱
う
唯
一
の
店
と

な
っ
て
い
る
。
10
坪
ほ
ど
の
売

り
場
に
は
菓
子
、
缶
詰
、
レ
ト

ル
ト
、
乾
麺
、
調
味
料
、
清
涼

飲
料
水
な
ど
の
ほ
か
、
日
用
雑

貨
品
が
並
ぶ
。

　
「
い
だ
が
ー
（
い
る
か
ー
）、

買
い
に
来
た
ー
」
と
近
所
の
住

民
が
店
に
や
っ
て
来
る
。

店
主
の
渡
部
静
子
さ
ん
（
81

歳
）
は
、「
い
だ
よ
ー
（
い
る

よ
ー
）、
上
が
っ
て
お
茶
で
も

飲
ん
で
い
が
っ
せ
ー
（
飲
ん
で

い
っ
て
ー
）」
と
応
え
、
店
舗

兼
住
宅
の
売
り
場
の
奥
に
あ
る

居
間
に
、
客
を
招
き
入
れ
る
。

　

毎
日
朝
８
時
ご
ろ
か
ら
夕
方

ま
で
、
多
い
と
き
で
７
～
８
人

が
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
、

居
間
で
の
お
茶
飲
み
を
楽
し

む
。
常
連
は
ほ
ぼ
全
員
高
齢
者
。

毎
日
決
ま
っ
た
時
間
に
来
る
人

も
い
れ
ば
、
週
に
何
度
か
顔
を

出
す
人
も
い
る
。
買
い
も
の
に

来
る
と
言
う
よ
り
、
お
茶
飲
み

に
来
て
、
つ
い
で
に
買
い
も
の

を
す
る
と
い
っ
た
感
じ
だ
。

　

こ
の
店
を
「
村
の
第
二
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
」
と
評
す
る
の
は
、

近
所
に
住
む
70
歳
代
の
男
性
。

90
歳
代
の
母
親
と
二
人
暮
ら
し

だ
。「
母
を
日
中
家
に
一
人
き

り
に
し
て
お
く
の
が
不
安
な
と

き
な
ど
は
、
買
い
も
の
に
行
か

せ
る
ん
だ
。
そ
う
す
れ
ば
し
ば

ら
く
の
間
、
店
主
や
お
茶
飲
み

仲
間
と
一
緒
に
過
ご
せ
る
。
わ

た
し
は
安
心
し
て
外
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
店
が
あ
っ

て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
う
」。

　

渡
部
さ
ん
は
、
い
つ
も
少
し

多
め
に
ご
飯
を
炊
き
、
お
か
ず

を
つ
く
っ
て
お
く
。
料
理
の
苦

手
な
人
や
、
一
人
暮
ら
し
の
男

性
高
齢
者
が
来
れ
ば
、
お
茶
飲

み
だ
け
で
な
く
食
事
を
取
ら
せ

た
り
、
お
か
ず
を
パ
ッ
ク
に
詰

め
て
持
た
せ
て
や
っ
た
り
す

る
。

　
「
私
は
料
理
す
る
の
が
大
好

き
。
皆
に
食
べ
て
も
ら
え
る
の

が
う
れ
し
い
の
。
皆
が
こ
こ
で

楽
し
く
過
ご
し
て
く
れ
る
の

も
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
。
こ

「
村
の
第
二
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」

見
守
り
と

支
え
合
い
の
拠
点

店内の様子売り場の奥にある居間では毎日、客たちと店主がお茶飲みをしている。右が店主の渡部静子さん

れ
が
私
の
生
き
が
い
」
と
渡
部

さ
ん
。

　

店
を
一
人
で
切
り
盛
り
し
、

畑
仕
事
も
こ
な
す
。
80
歳
を
超

え
て
い
る
が
、
年
齢
よ
り
ず
っ

と
若
く
見
え
る
。

　

客
は
、
お
茶
や
料
理
を
い
た

だ
く
一
方
、
店
で
買
い
も
の
を

し
、
野
菜
や
山
菜
を
差
し
入
れ
、

畑
仕
事
や
雪
か
き
を
手
伝
う
な

ど
、
何
か
し
ら
自
分
に
で
き
る

こ
と
で
お
返
し
を
し
て
い
る
。

　

常
連
が
し
ば
ら
く
姿
を
見
せ

な
か
っ
た
り
、
何
か
気
に
か
か

る
こ
と
が
あ
っ
た
り
す
る
と
、

渡
部
さ
ん
は
電
話
や
訪
問
で
様

子
を
う
か
が
う
か
、
別
の
常
連

に
連
絡
し
、
そ
の
人
の
家
に
立

ち
寄
っ
て
来
る
よ
う
頼
む
。

　

小
さ
な
食
料
・
雑
貨
店
が
、

住
民
の
集
い
の
場
、
見
守
り
と

支
え
合
い
の
拠
点
に
な
っ
て
い

る
。
そ
し
て
渡
部
さ
ん
も
ま
た
、

客
か
ら
見
守
ら
れ
、
支
え
ら
れ

て
い
る
。
一
方
通
行
で
は
な
い
、

「
お
互
い
さ
ま
」
の
関
係
が
育

ま
れ
て
い
る
。　
　
（
木
村
利
浩
）

（2016年３月1日現在）
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26
川
西
歴
史
研
究
会 

（
会
津
坂
下
町
川
西
地
区
）

歴
史
の
掘
り
起
し
や
道
具
の
収
集
展
示
が

地
域
を
誇
り
に
思
う
き
っ
か
け
に

●地元の歴史・伝統文化の継承をとおし
て、住民が誇りをもてる地域に。

会津坂下町
5,396
16,812 人
30.2％（平成25年4月1日現在）

　

地
域
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
を

目
的
に
１
９
９
７
年
に
活
動
が

始
ま
り
、
翌
年
８
月
に
正
式
に

発
足
し
た
「
川
西
歴
史
研
究

会
」。
歴
史
好
き
の
メ
ン
バ
ー

が
集
っ
て
、
約
20
年
間
活
動
を

継
続
し
て
い
る
。
当
初
は
講
師

を
招
い
た
勉
強
会
や
、
学
ん
だ

こ
と
を
発
表
し
合
う
活
動
が
主

だ
っ
た
が
、
こ
こ
数
年
は
活
動

の
幅
を
広
げ
、
地
域
の
人
た
ち

と
の
関
わ
り
を
深
め
て
い
る
。

　

会
津
坂
下
町
は
１
９
５
５
年

に
６
町
村
が
合
併
し
て
誕
生
し

た
が
、
そ
の
な
か
の
一
つ
旧
川

西
村
に
は
か
つ
て
６
つ
の
村
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
６
村

に
つ
い
て
あ
ま
り
資
料
が
残
っ

て
お
ら
ず
、
言
い
伝
え
に
す
ぎ

な
い
こ
と
も
多
い
と
い
う
。

　

川
西
歴
史
研
究
会
で
は
、
歴

史
書
な
ど
の
資
料
を
探
し
て
読

歴
史
を
伝
え
る
冊
子
を

無
料
配
布

蔵
や
倉
庫
に
眠
る

お
宝
を
展
示

み
解
い
た
り
、
言
い
伝
え
を
集

め
る
な
ど
し
な
が
ら
地
域
の
歴

史
の
掘
り
起
し
を
行
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
村
史
な
ど
収
集

し
た
資
料
を
も
と
に
、
古
い
文

献
で
あ
れ
ば
古
文
書
研
究
会
に

訳
を
依
頼
し
た
り
、
口
伝
を
文

章
に
書
き
起
こ
す
な
ど
し
て
か

つ
て
の
村
ご
と
に
冊
子
に
ま
と

め
て
発
行
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
６
村
の
う
ち
宇う
な
い内
村
、
津つ
じ
り尻

村
、
八よ
う
か
ざ
わ

日
沢
村
の
３
編
を
発
行

し
地
域
の
各
世
帯
に
無
料
配
布

し
た
。
希
望
が
あ
れ
ば
他
地
域

に
出
て
行
っ
た
人
に
も
送
付
し

て
い
る
。
発
行
の
ペ
ー
ス
は
年

１
編
ほ
ど
だ
。

　

地
域
の
人
た
ち
に
読
ん
で
も

ら
う
に
あ
た
っ
て
、
読
み
物
と

し
て
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を

出
す
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

な
か
に
は
個
人
名
が
出
て
く
る

が
、
子
孫
に
確
認
を
取
る
な
ど

の
細
か
な
作
業
も
お
こ
た
ら
な

い
。

　

冊
子
の
作
成
と
発
行
は
会
員

の
年
会
費
で
ま
か
な
っ
て
い

る
。
こ
の
冊
子
を
喜
ん
で
く
れ

る
人
も
多
く
、
な
か
に
は
「
無

料
は
申
し
訳
な
い
か
ら
、
い
く

ら
か
支
払
わ
せ
て
く
れ
な
い

か
」
と
い
う
声
も
あ
る
そ
う
だ
。

　

文
献
と
し
て
残
す
だ
け
で
な

く
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
文
化
や

生
活
を
反
映
さ
せ
る
道
具
を
収

集
す
る
活
動
も
始
め
た
。

　

チ
ラ
シ
を
配
っ
て
協
力
を
募

り
、
連
絡
が
あ
っ
た
家
に
会
員

が
出
向
く
。
道
具
を
借
り
る
だ

け
で
な
く
、
提
供
者
や
実
際
に

使
っ
て
い
た
と
い
う
年
長
者

に
、
何
に
使
う
道
具
で
、
ど
の

よ
う
に
使
う
の
か
な
ど
の
聞
き

取
り
を
行
う
。　

集
ま
っ
て
い

る
の
は
、
田
畑

を
耕
す
農
具
や

馬
具
、
糸
を
紡

い
だ
り
織
物
を

す
る
機
械
、
当

時
の
商
売
道
具

な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
。

　

集
め
た
道
具
は
文
化
祭
で
披

露
す
る
の
だ
が
、
展
示
の
仕
方

に
も
工
夫
を
こ
ら
し
、
実
際
の

用
途
が
わ
か
る
よ
う
に
と
の
こ

だ
わ
り
よ
う
だ
。
た
と
え
ば
物

づ
く
り
の
道
具
は
、
製
作
物
を

途
中
ま
で
つ
く
っ
て
展
示
す

る
。「
そ
の
作
業
が
な
か
な
か

た
い
へ
ん
で
ね
」
と
会
長
の
齋

藤
宣
詔
さ
ん
と
事
務
局
長
の
佐

藤
正
芳
さ
ん
は
言
う
。
そ
の
道

具
を
使
っ
て
作
業
で
き
る
人
を

見
つ
け
る
こ
と
も
そ
う
だ
が
、

材
料
を
集
め
る
な
ど
の
下
準
備

に
も
手
間
が
か
か
る
そ
う
だ
。

　

川
西
歴
史
研
究
会
は
、
地
域

の
歴
史
を
伝
え
る
こ
と
で
、
住

ん
で
い
る
人
た
ち
に
地
域
へ
の

誇
り
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
る
。
川
西
地
区
は
青
年
会

や
婦
人
会
な
ど
が
他
地
区
よ
り

早
く
な
く
な
り
、
老
人

ク
ラ
ブ
が
な
い
地
域
も

あ
る
。
そ
う
し
た
環
境

の
な
か
で
、
冊
子
の
配

布
や
文
化
祭
で
の
道
具

の
展
示
が
、
地
域
の
特

徴
や
魅
力
を
再
発
見
さ

せ
、
住
民
た
ち
を
結
び

つ
け
る
き
っ
か
け
の
一

つ
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。　
　
　
（
熊
谷
智
美
）

会長の齋藤宣詔さん（右）と事務局長の佐藤正芳さん

各戸に配った道具を募集するチラシ

集められた道具が分類され、出番を待っている
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27
屋
敷
サ
ロ
ン 

（
西
会
津
町
屋
敷
地
域
）

も
の
づ
く
り
で
地
域
活
性
！

40
～
80
歳
代
が
憩
う
サ
ロ
ン

●40～80歳代の幅広い参加者が、週１回交
流する。

●手づくり品の販売をとおして、売上金以
上に、ものをつくる楽しさと売る喜びを
得ている。

屋敷地域
（屋敷・楢木平・熊沢）

46 世帯
114 人
42.1％（2016年1月現在）

おしゃべりに花が咲く

　

新
潟
県
と
の
県
境
に
位
置

す
る
西
会
津
町
は
、
江
戸
時

代
に
越
後
街
道
の
三
大
宿
場

と
し
て
栄
え
た
歴
史
を
も
つ
。

２
０
１
６
年
１
月
現
在
、
人
口

は
６
９
２
７
人
、
高
齢
化
率
は

42
％
と
高
く
、
町
で
は
地
区
ご

と
に
高
齢
者
主
体
の
つ
ど
い
の

場
を
つ
く
ろ
う
と
、
２
０
１
０

年
度
よ
り
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
。

　

た
と
え
ば
、
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
が
な
く
な
っ
た
自
治
区
や
、

サ
ロ
ン
活
動
を
始
め
た
い
が

き
っ
か
け
が
つ
か
め
な
い
自
治

区
を
対
象
に
、
区
長
や
民
生
・

児
童
委
員
、
保
健
指
導
員
と
話

し
合
っ
た
う
え
で
、
町
主
催
の

「
健
康
教
室
」
を
３
回
シ
リ
ー

ズ
で
開
き
、
参
加
者
か
ら
の

「
楽
し
い
か
ら
続
け
て
開
催
し

た
い
」
と
い
う
声
を
町
社
会
福

祉
協
議
会
に
つ
な
い
で
、
地
域

で
住
民
た
ち
が
継
続
開
催
で
き

る
よ
う
後
方
支
援
す
る
体
制
を

整
え
た
。
町
社
協
が
、
年
４
回

以
上
開
く
つ
ど
い
の
場
に
年
間

１
万
円
の
助
成
を
行
う
ほ
か
、

地
元
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
各

地
区
の
つ
ど
い
活
動
を
紹
介
し

た
り
、
町
内
の
サ
ロ
ン
活
動
の

研
修
交
流
会
を
開
く
な
ど
し
て

機
運
を
高
め
た
結
果
、
90
あ
る

自
治
区
の
う
ち
、
54
自
治
区
に

つ
ど
い
の
場
が
で
き
た
。　

　

２
０
１
４
年
１
月
か
ら
始

ま
っ
た
「
屋
敷
サ
ロ
ン
」
も
、

そ
の
一
つ
だ
。

　

屋
敷
サ
ロ
ン
は
、
毎
週
火
曜

日
の
９
時
か
ら
12
時
に
、
屋
敷

集
会
所
で
開
か
れ
る
。
一
本
道

で
つ
な
が
る
屋
敷
・
楢
木
平
・

熊
沢
の
３
集
落
の
住
民
、
男
女

13
人
ほ
ど
が
参
加
す
る
。
地
元

の
人
で
あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
が

で
き
、
年
代
は
40
～
80
歳
代
と

幅
広
い
。
体
操
を
し
た
り
、
も

の
を
つ
く
っ
た
り
。
ク
ラ
フ
ト

住
民
が
運
営
す
る

週
１
回
の
サ
ロ
ン

（
紙
）
の
カ
ゴ
や
、
ナ
イ
ロ
ン

た
わ
し
、
編
み
物
、
折
り
紙
、

つ
る
し
飾
り
な
ど
を
作
成
。
も

の
づ
く
り
の
盛
ん
な
地
域
柄
、

各
自
が
特
技
を
も
っ
て
お
り
、

み
ん
な
が
先
生
役
に
な
っ
て
教

え
合
う
と
い
う
。
台
所
を
使
っ

て
、
ち
ま
き
や
ま
ん
じ
ゅ
う
な

ど
の
料
理
教
室
を
開
く
こ
と
も

あ
る
。

　

ト
イ
レ
掃
除
だ
け
は
輪
番
で

当
番
を
決
め
て
、
前
日
に
掃
除

を
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、

あ
と
は
「
自
然
と
み
ん
な
で
分

担
」
し
て
サ
ロ
ン
を
運
営
す
る
。

参
加
費
は
月
１
０
０
円
で
、
町

社
協
の
助
成
金
と
と
も
に
、
お

茶
代
や
電
気
代
に
充
て
て
い

る
。

　
「
な
ん
ぼ
急
が
し
く
て
も
、

火
曜
は
空
け
て
お
く
」
と
、
サ

ロ
ン
に
参
加
す
る
意
気
込
み
は

皆
さ
ん
十
分
！
「
こ
こ
で
１
週

間
分
笑
う
」「
自
分
ひ
と
り
で

は
し
な
い
こ
と
も
体
験
で
き

る
」「
つ
く
っ
た
作
品
を
子
ど

も
や
兄
弟
に
贈
っ
て
い
る
」「
こ

こ
で
手
先
を
使
っ
た
り
、
笑
っ

た
り
し
な
け
れ
ば
、
ぼ
け
て
い

た
か
も
」「
家
に
ひ
と
り
で
い

る
よ
り
い
い
。
最
初
の
一
歩
が

出
れ
ば
、
な
ん
と
も
な
い
」。

　

85
歳
の
最
年
長
者
も
「
こ
こ

で
笑
う
と
楽
し
い
」
と
話
す
。

近
く
に
嫁
い
だ
娘
も
屋
敷
サ
ロ

ン
に
参
加
し
て
お
り
、「
親
子

で
参
加
で
き
る
の
は
幸
せ
な
こ

と
」
と
周
囲
は
歓
迎
す
る
。

　

３
集
落
に
は
、
現
在46

世

帯
が
暮
ら
す
。「
高
齢
の
た
め

に
サ
ロ
ン
に
出
て
こ
ら
れ
な
い

世
帯
も
あ
る
た
め
、
集
落
で
見

守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
」
と
、

サ
ロ
ン
世
話
人
の
伊
藤
優
一
さ

迎
え
入
れ
ら
れ
る
安
心
感
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ん
（
65
歳
）
は
話
す
。
屋
敷
出

身
の
伊
藤
さ
ん
は
、
リ
タ
イ
ヤ

後
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
地
域
活
動

に
携
わ
り
、
民
生
・
児
童
委
員

を
務
め
る
。
妻
の
ひ
ろ
子
さ
ん

（
65
歳
）
は
も
の
づ
く
り
が
得

意
で
、
ク
ラ
フ
ト
の
カ
ゴ
づ
く

り
の
講
師
も
務
め
る
腕
前
だ
。

春
と
秋
に
は
、
熊
沢
地
区
で
出

張
サ
ロ
ン
を
開
き
、「
歩
い
て

行
け
る
距
離
だ
か
ら
」
と
初
参

加
し
た
人
も
い
て
好
評
だ
っ
た

と
い
う
。

　

週
１
回
の
サ
ロ
ン
開
催
が
続

く
秘
訣
を
参
加
者
に
尋
ね
た
と

こ
ろ
、「
み
ん
な
が
協
力
的
」「
カ

ラ
オ
ケ
が
共
通
の
趣
味
」
と
い

う
声
が
返
っ
て
き
た
。「
週
に

１
回
会
っ
て
い
る
か
ら
、
お
互

い
に
気
に
か
け
合
う
」「
き
つ

い
こ
と
を
言
っ
て
も
、
笑
い
飛

ば
す
仲
」
と
い
う
声
も
。
耳
が

遠
く
て
も
、
病
気
が
あ
っ
て
も
、

サロンでものづくりを楽しむ

道の駅で販売されている手づくりのカゴバッグ

サロンで生み出された作品たち

在
宅
介
護
中
で
も
、
こ
こ
に
来

れ
ば
仲
間
に
会
え
る
。
迎
え
入

れ
ら
れ
る
安
心
感
と
お
し
ゃ
べ

り
の
楽
し
さ
が
、
火
曜
日
を
待

ち
遠
し
く
さ
せ
る
。

　

３
集
落
で
は
、
５
年
前
か
ら

お
金
を
積
み
立
て
て
、
旅
行
に

出
か
け
て
い
る
。
き
っ
か
け
は
、

３
集
落
合
同
の
体
育
祭
や
消
防

団
の
集
ま
り
で
、「
お
伊
勢
参

り
に
行
き
た
い
ね
」
と
い
う

声
が
広
ま
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。

２
０
１
０
年
６
月
、
バ
ス
１
台

を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
出
か
け
た

２
泊
３
日
の
伊
勢
旅
行
に
は
、

28
人
が
参
加
。
そ
れ
が
楽
し
く

て
、
そ
の
後
も
年
１
回
泊
ま
り

が
け
の
旅
行
を
す
る
よ
う
に
な

り
、
長
野
の
善
光
寺
、
金
沢
、

花
巻
、
伊
豆
と
巡
っ
た
。
旅
行

後
に
は
、
反
省
会
と
称
し
て
飲

み
会
を
開
く
が
、
毎
回
指
名
し

て
仲
良
く
な
っ
た
バ
ス
の
添
乗

員
も
、
反
省
会
に
来
て
泊
ま
っ

て
い
く
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、「
年
１
回
の
旅
行

で
は
足
り
な
い
か
ら
」
と
、
日

帰
り
の
遠
足
を
年
２
回
企
画
す

る
よ
う
に
な
り
、
バ
ス
で
新
潟

や
那
須
に
出
か
け
た
。
今
年
の

春
は
、
福
島
市
の
花
見
山
公
園

へ
お
花
見
に
行
く
予
定
だ
。
往

復
の
バ
ス
の
車
内
は
カ
ラ
オ
ケ

を
楽
し
む
の
が
お
決
ま
り
で
、

日
帰
り
で
も
70
曲
は
歌
う
ほ
ど

の
盛
り
上
が
り
を
み
せ
る
。

　

そ
し
て
、
屋
敷
サ
ロ
ン
で
は

昨
年
、
つ
く
っ
た
作
品
を
販
売

す
る
と
い
う
試
み
を
行
っ
た
。

２
０
１
５
年
７
月
、
道
の
駅
の

イ
ベ
ン
ト
に
初
め
て
出
店
し

て
、
ク
ラ
フ
ト
で
つ
く
っ
た
カ

ゴ
や
帽
子
を
並
べ
、
対
面
販
売

を
し
た
と
こ
ろ
、
思
い
が
け
ず

３
万
円
も
の
売
り
上
げ
が
あ
っ

た
と
い
う
。
当
初
は
２
人
で
行

く
は
ず
が
、「
私
も
売
り
子
を

し
た
い
」
と
い
う
話
に
な
り
、

結
局
11
人
で
売
り
に
行
っ
た
の

だ
が
、
お
化
粧
を
し
て
お
し
ゃ

れ
を
し
て
み
ん
な
で
外
出
し
、

お
客
様
と
の
会
話
を
楽
し
め
た

こ
と
が
、
売
上
金
以
上
に
大
き

な
喜
び
と
自
信
に
つ
な
が
っ

た
。

　

い
ま
屋
敷
サ
ロ
ン
で
は
、
解

散
し
た
地
元
の
老
人
ク
ラ
ブ
が

10
年
前
ま
で
作
成
し
て
い
た
、

２
連
の
か
ざ
ぐ
る
ま
づ
く
り
の

復
活
を
目
指
し
て
い
る
。
縁
起

物
と
し
て
、
当
時
は
初
市
の
際

に
販
売
し
、
大
人
気
だ
っ
た
。

か
ざ
ぐ
る
ま
の
見
本
や
、
つ
く

り
方
を
覚
え
て
い
る
「
先
生
役
」

も
見
つ
か
り
、
準
備
は
着
々
と

す
す
ん
で
い
る
。
仲
間
と
の
お

し
ゃ
べ
り
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
も
の
を
つ
く
る
楽
し
さ
と

売
る
喜
び
を
得
て
、
さ
ら
に
３

集
落
が
活
気
づ
く
こ
と
は
間
違

い
な
い
。 

（
小
野
寺
知
子
）

も
の
づ
く
り
で
地
域
活
性
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28
久
保
田
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会 

（
柳
津
町
久
保
田
地
区
）

棚
田
の
オ
ー
ナ
ー
制
の
導
入
が
、

生
き
が
い
と
交
流
に

●棚田のオーナー制導入で、地域外の人が
定期的に集落に訪れ、交流。

●農作業が活性化。

久保田地区
40 世帯
81 人
64.2％（2016年３月現在）

　

道
の
駅
、
会
津
柳
津
で
毎
年

２
月
に
開
催
さ
れ
る
「
会
津
や

な
い
づ
冬
ま
つ
り
」
で
、
柳
津

町
内
の
20
店
舗
以
上
の
商
店
が

テ
ン
ト
で
食
品
販
売
を
し
て
い

る
な
か
、
唯
一
婦
人
会
名
義
で

出
店
し
て
い
る
の
が
「
久
保
田

地
区
」だ
。
女
性
が
中
心
に
な
っ

て
、
お
米
を
使
っ
た
会
津
地
域

の
郷
土
料
理
「
し
ん
ご
ろ
う
」

を
調
理
し
、
男
性
が
力
仕
事
を

手
伝
う
。
同
地
区
で
は
、
ふ
だ

ん
か
ら
暮
ら
し
の
な
か
で
協
力

し
合
う
こ
と
が
多
い
。

　

久
保
田
地
区
で
は
２
０
０
８

年
、
行
政
区
委
員
、
婦
人
会
、

老
人
会
な
ど
の
代
表
者
を
中
心

に
、
15
戸
21
人
の
会
員
か
ら
な

る
「
久
保
田
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
協
議
会
」
を
発
足
し
、

体
験
交
流
型
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
都
会
に
住
ん
で
い
る
人
な

棚
田
を
生
か
し
て
人
を

呼
び
込
む

ど
、
ふ
だ
ん
あ
ま
り
自
然
と
ふ

れ
あ
う
機
会
の
な
い
人
た
ち

が
、
緑
に
囲
ま
れ
た
集
落
内
で

の
農
業
体
験
に
集
ま
る
。

　

集
落
外
か
ら
棚
田
の
オ
ー

ナ
ー
に
な
り
た
い
人
を
募
り
、

オ
ー
ナ
ー
は
参
加
費
を
支
払
っ

て
、
田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど
を

体
験
し
、
収
穫
し
た
お
米
を
も

ら
う
。
オ
ー
ナ
ー
は
年
数
回
集

落
に
足
を
運
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

な
か
で
、
山
菜
採
り
や
ジ
ャ
ガ

イ
モ
掘
り
、
郷
土
料
理
づ
く
り

や
収
穫
祭
な
ど
も
行
う
。
試
行

錯
誤
の
な
か
で
、
廃
校
を
利
用

し
た
婦
人
部
主
導
の
味
噌
づ
く

り
や
老
人
会
主
導
の
草
履
づ
く

り
も
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
廃

校
の
教
員
宿
舎
を
自
炊
型
宿
泊

施
設
に
改
築
。
都
会
の
人
や
、

集
落
出
身
者
も
滞
在
し
や
す
く

な
っ
た
。

住
民
と
参
加
者
は
互
い
に

た
い
せ
つ
な
存
在

　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
始

め
て
８
年
、
住
民
は
オ
ー
ナ
ー

と
の
交
流
を
何
よ
り
も
た
い
せ

つ
に
し
て
い
て
、
棚
田
オ
ー

ナ
ー
の
リ
ピ
ー
ト
率
は
９
割
以

上
。
オ
ー
ナ
ー
歴
の
長
い
人
は
、

集
落
で
行
わ
れ
る
観
音

ま
つ
り
や
運
動
会
に
参

加
す
る
な
ど
、
住
民
と

親
戚
同
様
の
仲
だ
。
新

し
く
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ

ん
を
連
れ
て
き
た
り
、

子
ど
も
が
体
験
活
動
の

な
か
で
手
伝
い
を
し
て

く
れ
た
り
、
住
民
側
も

オ
ー
ナ
ー
の
子
ど
も
の

成
長
を
う
れ
し
く
感
じ

な
が
ら
活
動
し
て
い
る
。

　

暮
れ
に
は
、
餅
や
農

産
物
の
詰
め
合
わ
せ
を

オ
ー
ナ
ー
へ
贈
り
、
と
て

も
喜
ば
れ
る
。
こ
れ
ら
の

活
動
は
、
会
員
に
限
ら
ず
、

集
落
全
体
で
取
り
組
ん
で

お
り
、
震
災
で
県
内
の
ほ

か
の
地
域
か
ら
避
難
し
て

き
た
人
が
田
植
え
に
参
加

す
る
な
ど
、
ツ
ー
リ
ズ
ム

や
集
落
の
行
事
が
住
民
の

ふ
れ
あ
い
や
生
き
が
い
づ

く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

区
長
の
山
内
柳
一
さ
ん

（
64
歳
）
は
、「
一
人
暮
ら

し
も
多
い
が
、
皆
仲
が
よ

く
、
ふ
だ
ん
か
ら
お
茶
飲

み
な
ど
で
も
よ
く
顔
を
合

わ
せ
て
い
て
、
お
だ
や
か

に
暮
ら
せ
て
い
ま
す
」
と

話
す
。 

（
清
野
哲
史
）

ツーリズムの体験者と住民でにぎやかに食事

皆が参加する地区運動会の種目には、わらで縄を
なう伝統作業も

大勢が参加しても十分広い棚田で田植え体験会津やないづ冬まつりに久保田地区婦人会として毎年出店
（右から３人目、白い作業服を着ているのが山内区長）
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29
駅
前
い
き
い
き
広
場 

（
会
津
美
里
町
本
郷
地
域
）

健
康
と
ご
近
所
づ
き
あ
い
を

つ
く
る「
広
場
」

●介護予防体操や脳トレのゲームのあと、
ゆっくりおしゃべりと食事ができる時間
を設けている

●サロンはそれ自体が目的ではなく、住民
同士のつながりをつくる手段のひとつ

本郷 25 区
47 世帯
133 人
25.6％（2016年10月1日現在）

　
『
ご
近
所
づ
き
あ
い
は
、
実

は
元
気
に
過
ご
せ
る
一
番
の
秘

け
つ
な
ん
で
す
よ
！
』

　

会
津
美
里
町
の
住
民
が
自
主

的
に
取
り
組
む
サ
ロ
ン
活
動
の

ひ
と
つ
に
「
駅
前
い
き
い
き
広

場
」
が
あ
る
。
そ
の
Ｐ
Ｒ
チ
ラ

シ
に
躍
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

が
、
冒
頭
の
言
葉
だ
。

　

駅
前
い
き
い
き
広
場
（
以
下
、

広
場
）
は
、
Ｊ
Ｒ
只
見
線
会
津

本
郷
駅
前
の
「
本
郷
25
区
」
に

暮
ら
す
65
歳
以
上
を
対
象
と
し

た
サ
ロ
ン
。
２
０
１
５
年
12
月

に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

47
世
帯
１
３
３
人
（
２
０
１
６

年
10
月
１
日
時
点
）
が
暮
ら
す

地
区
の
高
齢
化
率
は
、
町
全
体

と
比
べ
９
ポ
イ
ン
ト
あ
ま
り
低

い
25
・
６
％
に
留
ま
る
。
近
年

宅
地
開
発
が
行
わ
れ
、
若
い
世

代
の
流
入
が
あ
っ
た
こ
と
が
主

な
要
因
と
さ
れ
る
。

　

そ
れ
で
も
「
ひ
と
り
暮
ら
し

や
日
中
ひ
と
り
暮
ら
し
状
態
の

高
齢
者
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

て
き
た
」
と
、
広
場
の
主
宰
者
、

長
谷
川
緑
さ
ん
（
66
歳
）
は
話

す
。
地
区
に
は
、
家
に
引
き
こ

も
り
が
ち
な
高
齢
者
が
少
な
く

な
い
と
見
て
い
る
。
高
齢
夫
婦

の
二
人
暮
ら
し
世
帯
で
い
ず
れ

か
一
方
が
亡
く
な
る
と
、
残
さ

れ
た
人
が
す
ぐ
に
介
護
施
設
に

入
居
し
て
し
ま
う
と
い
っ
た
話

も
耳
に
す
る
と
い
う
。

　
「
こ
の
地
区
は
も
と
も
と
、

住
民
同
士
の
つ
な
が
り
が
薄

い
。
会
社
勤
め
の
人
が
多
く
、

顔
を
合
せ
る
機
会
が
あ
ま
り
な

か
っ
た
。
退
職
し
て
し
ま
う
と
、

行
き
場
を
失
っ
て
し
ま
う
」

　

長
谷
川
さ
ん
は
、「
近
所
づ

き
あ
い
が
活
発
な
ら
、
ひ
と
り

に
な
っ
て
も
自
宅
で
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
可
能
性
が
広
が
る
」

と
期
待
。
そ
の
た
め
に
「
ま
ず

は
つ
な
が
り
づ
く
り
の
場
が
必

要
だ
」
と
思
い
立
ち
、
広
場
の

設
立
へ
と
こ
ぎ
着
け
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
20
年
ほ
ど
前

に
解
散
し
て
お
り
、
広
場
は
貴

重
な
高
齢
者
活
動
の
基
盤
と

な
っ
て
い
る
。

　

広
場
の
開
催
は
毎
月
第
２
・

第
４
木
曜
日
の
、
午
前
10
時
か

ら
午
後
１
時
ま
で
。
会
場
と
な

る
地
区
集
会
所
「
駅
前
会
館
」

に
は
、
毎
回
60
～
80
歳
代
の
男

女
10
数
人
が
集
ま
る
。
参
加
者

は
弁
当
代
５
０
０
円
を
負
担
す

る
。

　

運
営
に
は
町
の
「
地
域
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
支
援
事

業
」
を
活
用
。
高
齢
者
あ
ん
し

ん
セ
ン
タ
ー
（
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
）
の
支
援
を
受
け
、

理
学
療
法
士
や
看
護
師
な
ど
の

専
門
職
ら
の
指
導
の
下
で
、
参

加
者
は
介
護
予
防
体
操
や
脳
ト

レ
の
ゲ
ー
ム
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
に
取
り
組
む
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
正
午
ま
で

で
、
続
く
１
時
間
程
度
は
、
昼

食
と
お
し
ゃ
べ
り
を
ゆ
っ
た
り

と
楽
し
む
。

　

昼
食
は
、
仕
出
し
弁
当
と
長

谷
川
さ
ん
手
づ
く
り
の
汁
物
。

季
節
に
よ
っ
て
は
会
津
の
郷
土

料
理
「
く
じ
ら
汁
」
な
ど
を
振

る
舞
う
。
参
加
者
が
菓
子
や
果

物
、
漬
け
物
、
料
理
を
持
ち
寄

る
こ
と
も
あ
っ
て
、
テ
ー
ブ
ル

も
会
話
も
に
ぎ
や
か
に
な
る
。

　
「
将
来
的
に
は
、
地
区
住
民

が
特
技
を
生
か
し
て
講
話
や
教

室
を
開
く
と
い
っ
た
こ
と
も
で

き
る
と
い
い
。『
高
齢
者
』
の

入
り
口
に
立

つ
60
歳
代
の

人
た
ち
へ
の

参
加
の
働
き

か
け
も
強
め

た
い
」。
同

年
代
の
知
り

合
い
に
ギ

タ
ー
の
得
意

駅前いきいき広場の主宰
者・長谷川緑さん

活動拠点の集会施設「駅前会館」

な
人
が
お
り
、
広
場
で
「
歌
声

喫
茶
」
を
開
く
ア
イ
デ
ア
も
あ

る
と
い
う
。

　
「
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
づ

く
り
は
、
決
し
て
他
人
ご
と

じ
ゃ
な
い
。
私
自
身
の
た
め
で

も
あ
る
ん
だ
」
と
長
谷
川
さ
ん

は
声
に
力
を
込
め
る
。

　

広
場
は
、
住
民
同
士
の
つ
な

が
り
と
「
ご
近
所
づ
き
あ
い
」

を
生
み
出
す
手
段
。
真
の
目
標

は
、
高
齢
に
な
っ
て
も
元
気
を

保
ち
、
自
宅
で
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
環
境
を
地
域
に
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
だ
。      

（
木
村
利
浩
）

駅前いきいき広場のサロン活動の様子
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30
福
一
満
そ
ば
ク
ラ
ブ 

（
三
島
町
大
石
田
地
区
）

そ
ば
づ
く
り
が
生
ん
だ
、地
域
へ
の

人
の
呼
び
込
み
と
継
続
的
な
交
流

●そばづくりをとおして、参加者と地区の住
民が、年間を通じて家族ぐるみで交流。

●大石田地区の住民同士でも、準備などで
集まる機会が増え、やりがいになってい
る。

大石田地区
52 世帯
126 人
58.73%（2016年10月1日現在）

　

大
沼
郡
三
島
町
の
大
石
田
地

区
に
あ
る
福
一
満
そ
ば
ク
ラ
ブ

に
入
る
と
、
夏
に
種
を
ま
く
こ

と
か
ら
始
ま
っ
て
、
秋
に
は
そ

ば
狩
り
、
そ
ば
打
ち
ま
で
、
本

格
的
な
そ
ば
づ
く
り
を
体
験
で

き
る
。
春
に
は
じ
ゃ
が
い
も
の

種
も
ま
き
、
夏
に
収
穫
す
る
。

時
期
を
ず
ら
し
て
、
同
じ
１
反

の
畑
で
そ
ば
と
じ
ゃ
が
い
も
を

育
て
て
い
る
。
事
業
は
５
月
か

ら
11
月
ま
で
年
５
回
。
オ
ー

ナ
ー
制
と
な
っ
て
お
り
、
参
加

者
は
、
毎
年
３
万
円
の
会
費
を

払
っ
て
参
加
。
県
内
の
ほ
か
の

そばクラブのオーナーと運営側の住民と
で昼食会

オーナーに同行した家族。若い人たちも集まって
にぎやかな畑仕事

そばクラブ代表の秦庄栄さん

地
域
や
東
京
な
ど
か
ら
、
同
地

区
へ
と
訪
れ
る
。
オ
ー
ナ
ー
の

年
齢
は
70
歳
代
が
中
心
。
参
加

人
数
は
現
在
14
人
だ
が
、
ほ
か

に
４
人
ま
で
は
同
行
で
き
る
た

め
、
家
族
を
連
れ
て
参
加
す
る

人
も
多
く
、
毎
回
50
人
近
く
が

集
ま
っ
て
に
ぎ
わ
う
。
事
業
の

当
日
は
、
集
落
内
に
の
ぼ
り
旗

を
立
て
て
歓
迎
。「
イ
ベ
ン
ト

が
増
え
た
の
と
同
じ
で
、
活
気

づ
き
ま
す
」
と
は
、
同
ク
ラ
ブ

代
表
の
秦
は
た
し
ょ
う庄
栄え
い

さ
ん
の
弁
。

　

そ
ば
ク
ラ
ブ
は
、
ほ
か
の
地

域
か
ら
人
を
招
い
て
地
区
の

人
と
交
流
を
深
め
る
目
的
で
、

２
０
１
２
年
に
始
ま
っ
た
。
秦

さ
ん
や
同
地
区
の
住
民
は
も
と

も
と
畑
仕
事
を
生
業
に
し
て
お

り
、
会
津
大
学
の
森
文
雄
教
授　

（
当
時
）
に
地
域
活
性
化
の
助

言
を
受
け
た
こ
と
も
き
っ
か
け

と
な
っ
た
。
作
物
に
そ
ば
を
選

ん
だ
の
は
、
比
較
的
容
易
に
育

て
ら
れ
る
こ
と
か
ら
だ
。
始

ま
っ
た
当
初
は
、
ナ
ス
や
ト
マ

ト
の
栽
培
も
行
っ
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
、
オ
ー
ナ
ー
が
頻
繁
に

畑
を
訪
れ
る
こ
と
が
難
し
い
こ

と
や
、
作
物
そ
の
も
の
の
管
理

の
難
し
さ
も
あ
っ
て
、
い
ま
は

じ
ゃ
が
い
も
と
そ
ば
に
絞
っ
て

育
て
て
い
る
。
必
要
な
備
品
な

ど
の
購
入
は
、
会
費
に
加
え
、

町
か
ら
い
た
だ
い
た
補
助
金
の

一
部
を
充
て
て
運
営
し
て
い

る
。
オ
ー
ナ
ー
を
集
め
る
た
め
、

道
の
駅
な
ど
に
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
お
い
て
告
知
し
て
き
た
。

オ
ー
ナ
ー
同
士
の
口
コ
ミ
で
も

参
加
者
は
増
え
て
い
っ
た
。

　

そ
ば
ク
ラ
ブ
を
運
営
す
る
会

員
は
、
大
石
田
地
区
の
住
民
た

ち
24
人
。
60
歳
代
が
大
半
で
、

残
り
も
70
歳
以
上
の
退
職
し
た

人
た
ち
。
全
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
い
う
形
で
支
え
て
い
る
。

そ
ば
ク
ラ
ブ
の
内
容
を
話
し
合

う
な
ど
、
定
期
的
に
住
民
同
士

が
集
ま
る
機
会
も
増
え
た
。「
地

域
の
達
成
感
に
も
少
し
つ
な

が
っ
て
い
る
の
か
な
」
と
秦
さ

ん
は
考
え
て
い
る
。

　

冠
婚
葬
祭
な
ど
、
地
区
の
急

な
イ
ベ
ン
ト
で
人
が
と
ら
れ
、

会
員
が
減
っ
た
時
は
、
準
備
の

た
い
へ
ん
さ
な
ど
で
苦
労
も
あ

る
。
そ
れ
で
も
、「
オ
ー
ナ
ー

さ
ん
が
来
て
喜
ん
で
帰
っ
て
く

れ
る
こ
と
が
何
よ
り
で
す
」
と

秦
さ
ん
た
ち
は
ひ
た
む
き
に
準

備
に
勤
し
む
。
そ
う
し
た
準
備

の
甲
斐
も
あ
っ
て
、「
う
れ
し

い
こ
と
に
、
そ
ば
ク
ラ
ブ
に

入
っ
た
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
に
は
、

ず
っ
と
参
加
し
て
い
た
だ
け
て

い
ま
す
」
と
確
か
な
成
果
に
も

結
び
付
い
て
い
る
。

　

そ
ば
ク
ラ
ブ
で
は
、
畑
仕
事

が
は
じ
め
て
の
人
の
た
め
に
、

ノ
ウ
ハ
ウ
に
詳
し
い
住
民
が
、

一
か
ら
丁
寧
に
教
え
て
い
る
。

畑
仕
事
に
訪
れ
た
人
に
は
、
そ

ば
ク
ラ
ブ
か
ら
の
、
地
元
の
食

材
を
使
っ
た
昼
食
の
ま
か
な
い

が
出
る
。
住
民
た
ち
の
畑
で
採

れ
た
野
菜
の
直
売
会
も
行
わ
れ

て
い
る
。
雨
で
畑
仕
事
が
で
き

な
い
と
き
に
は
、
同
ク
ラ
ブ
の

運
営
メ
ン
バ
ー
が
講
師
と
な
っ

て
、
ス
ト
ラ
ッ
プ
な
ど
の
も
の

づ
く
り
教
室
な
ど
も
行
う
。
11

月
に
は
収
穫
祭
を
行
い
、
み
ん

な
で
お
酒
を
飲
み
、
カ
ラ
オ
ケ

を
し
て
楽
し
む
。

　

事
業
の
あ
る
時
以
外
で
も
、

同
ク
ラ
ブ
か
ら
、
季
節
の
野
菜

を
オ
ー
ナ
ー
の
家
に
送
る
ほ

か
、
毎
回
の
事
業
前
に
案
内
状

を
送
っ
て
い
る
。
ま
た
、
毎
年

末
の
12
月
31
日
に
届
く
よ
う
、

収
穫
し
た
そ
ば
を
自
宅
へ
届
け

て
お
り
、
オ
ー
ナ
ー
に
と
っ
て

そ
う
い
っ
た
心
配
り
は
う
れ
し

い
は
ず
。
オ
ー
ナ
ー
か
ら
も
、

「
今
年
は
ど
う
？
」
と
そ
ば
ク

ラ
ブ
へ
連
絡
が
あ
る
な
ど
、
互

い
に
定
期
的
に
や
り
と
り
を
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
そ
ば
ク
ラ

ブ
の
活
動
を
と
お
し
て
、
同
地

区
住
民
と
オ
ー
ナ
ー
と
の
家
族

ぐ
る
み
の
関
係
が
育
ま
れ
て
い

る
。

　

今
後
は
、「
住
民
に
新
し
い

会
員
が
ま
た
加
わ
っ
て
、
長
く

続
け
て
い
け
れ
ば
い
い
で
す

ね
。
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
も
あ
と
２
、

３
組
増
え
て
く
れ
れ
ば
い
い
で

す
」
と
秦
さ
ん
は
展
望
を
話
す
。

そ
ば
の
種
と
と
も
に
ま
か
れ
た

「
縁
」
は
確
か
に
根
を
張
り
つ

つ
あ
る
。
こ
の
先
、
た
と
え
ば
、

そ
ば
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
き
っ
か

け
に
定
住
す
る
人
が
あ
ら
わ
れ

る
な
ど
、
実
り
多
い
未
来
を
願

う
。　
　
　
　
　
　
（
田
中
義
則
）

そ
ば
ク
ラ
ブ
を

つ
く
っ
た
人
た
ち

参
加
者
と
地
区
住
民

と
の
交
流
の
輪
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31
サ
ロ
ン
茶
屋 

（
西
会
津
町
黒
沢
地
区
）

空
き
家
で

つ
な
が
り
を
深
め
る

●仲良しサロンが元気な暮らしづくりにつ
ながる。

●空き家状態の家が支え合いで満たされ
る。

黒沢地区
40 世帯
100 人
53.0％（2016年１月現在）

当番制の持ち寄りでたくさんの料理が並ぶ

　

西
会
津
町
、
山
間
部
の
６
つ

の
集
落
が
集
ま
る
黒
沢
地
区

は
、
40
世
帯
１
０
０
人
が
暮
ら

し
て
い
る
。
高
齢
化
率
は
50
％

を
超
え
る
が
、
老
人
会
で
旅
行

に
行
っ
た
り
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

輪
投
げ
の
練
習
や
大
会
な
ど
が

あ
っ
た
り
、
元
気
に
暮
ら
し
て

い
る
人
ば
か
り
だ
と
い
う
。
約

20
人
が
毎
週
、「
サ
ロ
ン
茶
屋
」

と
呼
ば
れ
る
家
に
集
ま
り
、
頭

の
体
操
、
体
の
体
操
、
心
の
栄

養
の
た
め
に
サ
ロ
ン
を
開
催
し

て
い
る
。

　

サ
ロ
ン
は
午
前
中
の
２
時
間

ほ
ど
開
催
す
る
。
血
圧
測
定
、

ラ
ジ
オ
体
操
、
棒
体
操
が
必
須

プ
ロ
グ
ラ
ム
。
そ
れ
か
ら
勉
強

会
、
小
物
づ
く
り
な
ど
を
し
、

お
茶
飲
み
を
し
な
が
ら
お
し
ゃ

べ
り
を
楽
し
む
時
間
に
な
る
。

勉
強
会
で
は
、
元
高
校
教
諭
で

西
会
津
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

長
の
渡
部
雅
二
郎
さ
ん
（
77
歳
）

心
身
の
健
康
を
基
本
に

空
き
家
で
つ
な
が
り
づ
く
り

が
先
生
役
と
な
り
、
百
人
一
首

な
ど
の
古
典
文
学
作
品
を
読
ん

で
い
る
。

　

参
加
者
は
、
約
５
人
ず
つ
の

班
に
分
か
れ
、
当
番
の
班
が
、

畑
や
山
で
採
れ
た
も
の
な
ど
で

漬
け
物
、
煮
も
の
な
ど
の
得
意

料
理
を
各
自
１
・
２
品
ず
つ
用

意
す
る
。
サ
ロ
ン
の
掟
は
、
噂

話
や
悪
口
を
言
わ
な
い
こ
と
。

手
づ
く
り
の
料
理
に
舌
鼓
を
打

ち
な
が
ら
、
楽
し
く
仲
良
く
話

を
聞
き
合
う
。

　

サ
ロ
ン
茶
屋
と
し
て
利
用
し

て
い
る
家
は
、
空
き
家
に
近
い

状
態
だ
っ
た
。
も
と
も
と
そ
の

家
に
住
ん
で
い
た
家
族
は
、
同

町
内
の
離
れ
た
と
こ
ろ
に
住
ん

で
い
て
、
年
に
１
回
お
盆
く
ら

い
し
か
帰
省
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
状
態
だ
っ
た
。
こ
の
家
を

何
か
に
活
用
で
き
な
い
か
と
考

え
た
親
族
が
、
渡
部
さ
ん
の
妻

で
福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

女
性
部
長
で
も
あ
る
京
子
さ
ん

（
77
歳
）
に
提
案
し
た
こ
と
が
、

サ
ロ
ン
茶
屋
の
始
ま
り
だ
。

　

京
子
さ
ん
は
、「
自
発
的
に

外
出
し
な
い
人
が
足
を
運
ん
だ

り
、
皆
で
支
え
合
う
た
め
の
何

か
が
で
き
れ
ば
…
…
」
と
考
え
、

町
の
保
健
師
に
相
談
。
町
社
会

福
祉
協
議
会
の
協
力
も
得
て
サ

ロ
ン
を
開
催
す
る
よ
う
に
な
る

と
、
参
加
者
の
こ
と
が
よ
く
わ

か
る
よ
う
に
な
り
、「
こ
れ
ま

で
は
地
域
で
皆
ば
ら
ば
ら
で
、

本
当
の
意
味
で
の
つ
な

が
り
は
な
か
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
」
と
思
っ

た
と
い
う
。「
ふ
だ
ん
は

楽
し
い
話
ば
か
り
だ
け

ど
、
相
談
ご
と
が
あ
れ

ば
解
決
の
場
に
も
な
る

か
も
し
れ
な
い
」
と
サ

ロ
ン
が
も
つ
可
能
性
も

感
じ
て
い
る
。

　

サ
ロ
ン
茶
屋
の
場
所

代
や
電
気
代
が
免
除
さ

れ
て
い
る
代
わ
り
に
、

参
加
者
な
ど
が
草
取
り

や
雪
か
き
、
盆
と
正
月

の
大
掃
除
な
ど
を
行
う
。

家
が
傷
み
に
く
く
な
る

だ
け
で
な
く
、
地
域
の

暮
ら
し
が
豊
か
に
な
り
、

地
域
出
身
者
が
戻
っ
て

き
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

 

（
清
野
哲
史
）

渡部雅二郎さんと京子さんご夫妻
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32
高
田
自
治
区
５
区
の
３ 

（
会
津
美
里
町
高
田
地
域
）

健
康
を
気
遣
い
な
が
ら
、

茶
話
会
で
つ
な
が
り
深
め
る

●せっかくある立派な集会所を活用し、心
と身体の健康を支える

●定期的なお茶飲みは地域住民をつなぐた
いせつな時間

高田自治区
５区の３

98 世帯
231 人
26.8％（2016年10月1日現在）

　

会
津
美
里
町
で
は
、
町
の
助

成
で
派
遣
さ
れ
る
福
祉
施
設
職

員
な
ど
が
、
住
民
向
け
に
体
操

や
講
座
を
通
じ
て
、
認
知
症
対

策
の
た
め
の
指
導
な
ど
を
行
う
、

介
護
予
防
事
業
が
あ
る
。
同
町

布ふ

才さ
い

地
の
「
高
田
自
治
区
５
区

の
３
」
で
は
、
そ
れ
を
利
用
し

て
、
２
０
１
５
年
12
月
か
ら
毎

月
２
回
、第
２・第
４
水
曜
日
に
、

集
会
所
に
集
ま
っ
て
い
る
。
65

歳
以
上
の
住
民
を
参
加
対
象
と

し
て
、
３
時
間
ほ
ど
の
集
ま
り

の
前
半
に
体
操
を
し
、
最
後
は

お
茶
飲
み
を
し
な
が
ら
お
し
ゃ

べ
り
を
楽
し
む
。
会
の
責
任
者

で
５
区
の
３
の
区
長
眞
鍋
浩
さ

ん
（
63
歳
）
の
ほ
か
、
４
人
の

男
女
が
常
連
メ
ン
バ
ー
だ
。

　

13
時
30
分
か
ら
の
会
に
合
わ

せ
て
、
13
時
頃
に
区
長
の
眞
鍋

さ
ん
が
集
会
所
に
来
て
準
備
を

し
、
集
ま
っ
て
く
る
参
加
者
と

話
を
し
な
が
ら
、
メ
ン
バ
ー
が

揃
う
の
を
待
つ
。
会
が
始
ま
る

と
、
輪
に
な
っ
て
畳
の
上
に
腰

を
下
ろ
し
、
施
設
職
員
の
声

か
け
に
合
わ
せ
て
体
操
を
す

る
。
腕
や
足
の
上
げ
下
げ
、
曲

げ
伸
ば
し
で
、
全
身
の
機
能
が

衰
え
て
し
ま
う
の
を
軽
減
さ
せ

る
。
体
力
測
定
も
実
施
し
て
い

て
、
室
内
の
一
定
距
離
を
早
歩

き
で
移
動
す
る
時
間
や
握
力
な

ど
を
計
測
す
る
こ
と
で
、
体
の

状
態
を
把
握
で
き
る
。
体
の
筋

肉
だ
け
で
な
く
、
口
ま
わ
り
や

頭
の
活
性
化
も
目
指
す
。
唇
・

舌
・
頬
を
意
識
的
に
動
か
す
体

操
や
、
言
い
た
い
言
葉
を
声
に

出
さ
ず
、
口
の
動
き
だ
け
で

言
葉
を

伝
え
て

い
く
無

言
の
伝

言
ゲ
ー

ム
な
ど

を
行
う
こ
と
も
あ
る
。
体
操
や

ゲ
ー
ム
の
で
き
、
不
で
き
も
、

和
や
か
な
雰
囲
気
で
は
参
加
者

同
士
が
楽
し
む
要
素
に
な
る
。

自
分
た
ち
で
無
理
な
く
身
体
を

動
か
し
、
笑
い
合
い
な
が
ら
、

明
る
く
健
康
を
気
遣
う
こ
と
が

で
き
て
い
る
。

　

参
加
者
の
１
番
の
楽
し
み

は
、
最
後
の
お
茶
会
。
テ
ー
ブ

ル
の
上
に
、
飲
み
も
の
や
お

菓
子
が
並
ぶ
。「
畑
に
何
植
え

た
？
」「
白
菜
植
え
た
よ
」「
白

菜
を
鍋
に
し
た
ら
美
味
い
べ
」。

隣
り
合
う
人
同
士
で
も
会
話
を

楽
し
め
る
し
、
参
加
者
全
体
で

話
題
共
有
も
す
る
。
同
じ
地
区

に
住
む
人
同
士
、
話
が
盛
り
上

が
る
。

　

誰
か
が
カ
ギ
を
な
く
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
や
、
誰
か
が
病
院

に
運
ば
れ
た
と
い
っ
た
地
域
内

の
困
っ
た
出
来
ご
と
、
皆
で
気

を
つ
け
た
い
事
柄
が
挙
が
れ

ば
、
互
い
に
気
を
つ
け
合
お
う

と
い
う
注
意
喚
起
に
な
る
。「
今

度
皆
で
何
を
し
よ
う
？
」「
ど

こ
へ
行
こ
う
か
？
」
と
、
楽
し

み
を
分
か
ち
合
う
話
題
も
挙
が

る
。
頻
繁
に
顔
を
合
わ
せ
る
間

柄
で
も
、
お
し
ゃ
べ
り
の
時
間

は
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
楽
し
い
も

の
で
、
と
き
に
は
16
時
頃
ま
で

続
く
こ
と
も
あ
る
。

　

こ
の
集
ま
り
は
、
も
と
も
と

「
せ
っ
か
く
あ
る
立
派
な
集
会

所
を
活
用
し
た
い
」
と
い
う
思

い
か
ら
、
区
長
の
眞
鍋
さ
ん
と

役
員
が
計
画
し
て
進
め
て
き
た

も
の
。
同
区
に
は
20
年
以
上
続

い
て
い
る
老
人
会
が
あ
り
、
65

歳
以
上
の
住
民
が
年
１
回
、
弁

当
を
発
注
し
て
カ
ラ
オ
ケ
な
ど

を
し
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
を
し

て
過
ご
す
日
が
あ
る
。
よ
り
広

範
囲
の
地
域
の
行
事
で
、
世
代

を
問
わ
ず
集
ま
る
秋
の
芋
煮
会

や
ふ
れ
あ
い
運
動
会
も
あ
る
。

し
か
し
、
こ
ま
め
に
集
会
所
に

集
ま
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
眞
鍋
さ
ん
が
そ
こ
に
目
を

つ
け
、
活
用
し
た
い
と
考
え
た
。

　

町
営
の
集
合
住
宅
が
区
内
に

建
っ
た
こ
と
で
、
顔
見
知
り
で

な
い
人
が
地
域
内
に
増
え
た
。

ま
じ
わ
っ
て
い
く
た
め
に
住
民

同
士
が
交
流
し
、
顔
の
見
え
る

関
係
づ
く
り
、
場
所
づ
く
り
の

必
要
性
も
高
い
。
こ
の
集
ま
り

に
参
加
し
て
い
る
人
は
、
ほ
と

ん
ど
が
ひ
と
り
暮
ら
し
。
地
区

内
の
高
齢
化
率
は
26
・
８
パ
ー

セ
ン
ト
と
低
め
だ
が
、
常
連
メ

ン
バ
ー
は
皆
60
～
70
歳
代
で
、

１
６
年
９
月
に
は
、
新
た
に
80

歳
代
の
２
人
組
も
参
加
し
た
。

「
近
く
の
ス
ー
パ
ー
ま
で
は
歩

け
る
よ
う
で
あ
り
た
い
」
と
話

す
参
加
者
。
生
活
品
な
ど
を
自

分
で
買
い
に
行
け
る
と
い
う
こ

と
だ
け
で
な
く
、
夕
方
に
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
行
け
ば
、

よ
く
顔
見
知
り
と
も
会
っ
て
お

し
ゃ
べ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
。
ご
近
所
と
集
ま
る
こ

と
と
個
人
の
健
康
に
気
を
遣
う

こ
と
が
か
け
離
れ
た
こ
と
で
は

な
く
、
ど
ち
ら
も
地
域
の
支
え

合
い
に
役
立
っ
て
い
る
。

　

眞
鍋
さ
ん
も
「
皆
で
茶
話
会

を
開
き
、
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と

が
た
い
せ
つ
」
と
語
る
。
継
続

的
に
集
ま
る
場
を
設
け
る
こ
と

で
、
だ
ん
だ
ん
と
地
域
の
関
心

も
高
ま
り
、
参
加
し
て
み
よ
う

と
い
う
気
持
ち
も
強
く
な
っ
て

く
る
。
そ
こ
で
住
民
同
士
が
つ

な
が
り
、
生
き
い
き
と
過
ご
せ

る
時
間
は
、
地
域
生
活
の
基
盤

を
整
え
る
。
健
康
や
暮
ら
し
ぶ

り
を
気
に
か
け
合
い
、
困
り
ご

と
が
あ
れ
ば
助
け
合
い
、
ま
す

ま
す
地
域
で
の
過
ご
し
や
す
さ

が
高
ま
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

（
清
野
哲
史
）

区長の眞鍋浩さん

ご近所が集えば笑顔があふれる

茶話会は楽しい情報共有の場

健
康
維
持
と

つ
な
が
り
の
強
化

楽
し
い
時
間
が

地
域
生
活
を
支
え
る
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33
森
の
校
舎
カ
タ
ク
リ 

（
三
島
町
西
方
地
区
）

町
の
顔
は
、平
均
70
歳
超
え
の

会
社
組
織

●地元住民の手で、廃校が地域おこしの拠
点に！

●住民たちで合同会社を組織。助成金なし
でも時給1000円。高齢にかかわらず、年
収50万円を超えるメンバーも。

西方地区
108 世帯
274 人
51.8％

１
９
７
４
年
か
ら
の　
　
　
　

「
ふ
る
さ
と
運
動
」が

宿
泊
施
設
の
運
営
の

自
信
に
つ
な
が
っ
た

　

尾
瀬
を
源
流
と
す
る
只
見
川

沿
い
に
あ
る
三
島
町
は
、
18
か

所
の
集
落
が
点
在
す
る
山
間
の

町
だ
。
人
口
は
約
１
８
０
０
人

で
高
齢
化
率
は
約
50
％
と
な
っ

て
い
る
。

　
「
森
の
校
舎
カ
タ
ク
リ
」
は

１
９
９
５
年
に
廃
校
に
な
っ
た

西
方
小
学
校
の
校
舎
を
活
用
し

た
宿
泊
研
修
施
設
だ
。
建
物
は

３
階
建
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
で
、
木
造
の
小
さ
な
校
舎

を
想
像
し
て
訪
れ
る
人
に
は

「
思
っ
た
よ
り
立
派
だ
ね
」
と

言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い

う
。
宿
泊
可
能
人
数
は
最
大

１
０
８
人
。
食
堂
で
は
50
人
が

一
緒
に
食
事
で
き
る
。
会
議
室

の
ほ
か
、
体
育
館
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
、
夏
に
は
プ
ー
ル
も
利
用
で

き
る
。
部
員
約
50
人
の
運
動
部

の
合
宿
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、

学
校
の
長
期
休
暇
中
に
は
合
宿

や
体
験
学
習
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
も
多
い
。
近
年
は
家
族
連
れ

や
三
島
町
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
参
加
者
の
利
用

も
増
え
て
い
る
。

　

体
験
メ
ニ
ュ
ー
も

豊
富
で
、
郷
土
料
理

の
こ
づ
ゆ
や
笹
ま
き

な
ど
の
調
理
体
験
、

餅
つ
き
、
野
菜
の
収

穫
、
干
し
柿
づ
く
り

な
ど
が
で
き
る
。
夏

に
は
竹
を
使
っ
た
流

し
そ
う
め
ん
も
好
評

だ
。

　

町
は
校
舎
の
利
用
に
あ
た

り
、
１
９
９
７
年
度
過
疎
地
域

活
性
化
施
設
整
備
事
業
（
旧
国

土
省
）
の
「
ふ
る
さ
と
Ｃ
＆
Ｃ

モ
デ
ル
事
業
」
の
採
択
を
得
て

改
修
な
ど
を
行
っ
た
。「
森
の

校
舎
カ
タ
ク
リ
」
の
オ
ー
プ
ン

は
１
９
９
８
年
で
、
７
年
間
は

町
が
直
営
し
た
。
小
学
校
の
閉

校
に
よ
り
、
周
辺
が
さ
び
れ
た

よ
う
に
感
じ
て
い
た
地
域
の
人

た
ち
は
、
廃
校
の
利
用
を
応
援

し
よ
う
と
考
え
た
。
そ
し
て「
西

方
カ
タ
ク
リ
の
会
」
を
結
成
し
、

宿
泊
管
理
と
食
事
提
供
を
町
か

ら
受
託
し
た
。

　

西
方
カ
タ
ク
リ
の
会
の
メ
ン

バ
ー
は
、
実
際
の
取
り
組
み
を

学
ぶ
た
め
に
、
新
潟
県
内
の
廃

校
を
利
用
し
た
施
設
に
宿
泊

体
験
し
た
。
先
進
地
の
活
動

を
視
察
し
て
の
率
直
な
感
想

は
「
こ
れ
な
ら
自
分
た
ち
に
も

で
き
る
」
だ
っ
た
。
と
い
う
の

も
、
三
島
町
は
１
９
７
４
年
か

ら
「
ふ
る
さ
と
運
動
」
と
い
う

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
か
ら

だ
。
こ
の
事
業
は
、
都
会
に
暮

ら
す
人
た
ち
を
対
象
に
、
三
島

町
を
第
二
の
ふ
る
さ
と
に
し
て

も
ら
う
取
り
組
み
で
、
訪
れ
た

カタクリのメンバーによる夕食づくり 地元の食材でつくられた夕食

談話室

（2016年３月1日現在）
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人
た
ち
に
民
泊
し
て
も
ら
い
、

町
を
知
り
町
民
と
親
し
く
な
っ

て
も
ら
う
と
い
う
企
画
だ
。 

〝
特
別
町
民
〟
に
は
町
の
広
報

誌
や
特
産
品
を
送
る
ほ
か
、
町

内
の
施
設
利
用
の
条
件
や
料
金

な
ど
も
町
民
と
同
一
に
し
た
。

特
別
町
民
の
人
数
は
減
少
し
て

い
る
が
、
今
で
も
三
島
町
民
と

親
戚
の
よ
う
な
付
き
合
い
を
し

て
い
る
人
た
ち
も
い
る
。

　

こ
う
し
た
活
動
か
ら
、
地
域

の
人
た
ち
は
来
町
者
の
も
て
な

し
に
は
不
安
を
も
っ
て
い
な

か
っ
た
。
西
方
カ
タ
ク
リ
の
会

の
メ
ン
バ
ー
は
オ
ー
プ
ン
当
初

か
ら
宿
泊
施
設
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
っ
た
旧
西
方
小
学
校
を
盛

り
上
げ
た
。

　

２
０
０
６
年
、
町
直
営
か
ら

指
定
管
理
制
度
に
変
更
と
な

り
、
こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て
き
た

西
方
カ
タ
ク
リ
の
会
が
指
定
管

理
者
に
な
っ
た
。
２
０
１
２
年

に
は
「
合
同
会
社
西
方
カ
タ
ク

リ
の
会
」
と
し
て
法
人
格
を
取

得
し
、
現
在
も
運
営
を
継
続
し

て
い
る
。
資
本
金
２
２
０
万
円

で
現
在
の
社
員
は
11
人
だ
。

　

西
方
カ
タ
ク
リ
の
会
に
は

「
70
歳
に
な
ら
な
い
と
就
職
で

き
な
い
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
必
須
条
件
で
は
な
い

が
、
ほ
と
ん
ど
が
退
職
や
農
業

町
に
施
設
利
用
料
を

払
い
な
が
ら

経
済
的
に
も
自
立
し
た

活
動
を
展
開

三
島
町
の
旬
の
情
報
を

発
信
し
て

来
町
者
そ
し
て
宿
泊
者

を
増
や
し
た
い

を
後
継
者
に
任
せ
た
人
た
ち
な

の
で
社
員
の
平
均
年
齢
は
お
の

ず
と
高
く
な
る
。

　

業
務
の
時
給
は
１
０
０
０
円

で
、
オ
ー
プ
ン
当
時
か
ら
変

わ
っ
て
い
な
い
。
当
初
年
間

30
万
円
ほ
ど
稼
い
で
い
た
メ
ン

バ
ー
が
、
現
在
は
50
万
円
を
超

え
る
と
い
う
。
や
り
甲
斐
は
収

入
だ
け
で
は
な
い
。
メ
ン
バ
ー

は
「
カ
タ
ク
リ
が
な
か
っ
た
ら
、

家
で
は
す
る
こ
と
が
な
い
」「
田

舎
料
理
を
美
味
し
い
と
食
べ
て

も
ら
え
て
嬉
し
い
」
と
話
す
。

　

ち
な
み
に
、
森
の
校
舎
カ
タ

ク
リ
の
建
物
は
町
の
施
設
で
あ

る
た
め
、
10
万
円
以
上
の
物
品

購
入
や
施
設
修
理
に
つ
い
て

は
、
申
請
書
を
町
に
提
出
し
受

理
さ
れ
る
こ
と
で
町
の
予
算
が

充
て
ら
れ
る
。
そ
れ
以
外
の
人

件
費
、
暖
房
光
熱
費
、
修
繕
費

等
の
諸
経
費
は
事
業
収
入
で

元教室を活かした客室

共用の洗面台

カタクリのメンバーと参加者で一緒にみそをつくる

みそづくり体験

校舎の雰囲気が残る

賄
っ
て
い
る
。
町
か
ら
の
助
成

金
が
な
い
ば
か
り
か
、
施
設
費

と
し
て
町
に
月
３
０
５
０
０
円

（
年
間
３
６
６
０
０
０
円
）
を

支
払
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
で
、
こ
れ
ま
で
一
度
の
赤

字
を
出
す
こ
と
な
く
運
営
を
継

続
し
て
い
る
。

　

か
つ
て
、
干
し
柿
づ
く
り
ツ

ア
ー
を
企
画
し
て
首
都
圏
に
向

け
て
情
報
発
信
し
た
と
こ
ろ
、

多
く
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
今

後
も
こ
う
し
た
情
報
発
信
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
春
に
咲
き

誇
る
カ
タ
ク
リ
、
山
菜
や
キ
ノ

コ
な
ど
の
山
の
幸
、
農
業
体
験

な
ど
、
三
島
町
の
今
を
タ
イ
ム

リ
ー
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
が

来
町
者
そ
し
て
カ
タ
ク
リ
の
宿

泊
客
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が

る
と
期
待
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
高
齢
化
率
の
高
い
三

島
町
に
お
い
て
、「
カ
タ
ク
リ
」

は
地
域
お
こ
し
の
拠
点
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
高
齢
者

が
気
軽
に
集
っ
て
お
茶
を
飲
め

る
よ
う
な
憩
い
の
場
に
で
き
れ

ば
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
も
あ

る
。

　

オ
ー
プ
ン
か
ら
20
年
近
い
活

動
実
績
を
も
つ
森
の
校
舎
カ
タ

ク
リ
は
ま
だ
ま
だ
工
夫
し
、
進

化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し

て
、「
こ
づ
ゆ
が
食
べ
た
く
な
っ

た
か
ら
行
き
ま
す
」
と
い
っ
た

リ
ピ
ー
タ
ー
の
声
を
励
み
に
、

こ
れ
か
ら
も
訪
れ
る
人
を
て
い

ね
い
に
も
て
な
し
て
い
く
。

 

（
熊
谷
智
美
）

●代表：小柴ヨシノ
●住所：福島県三島町大字西方字上原 3580
● TEL：0241-48-5577
●施設の内容：宿泊人数 108 人（和室２、洋室８）、

体育館、グラウンド、プール、音楽ホール、会議
室

●料金（外税）：宿泊費１泊あたり大人 5,400 円、高
校・大学生 2,800 円、小中学生 2,200 円

●夕食 1,260 円、朝食 840 円
●交通アクセス：最寄り駅・JR 只見線・「会津西方

駅」から、車で 5 分／最寄り IC・会津坂下 IC から、
車で 25 分 

森の校舎カタクリ（三島町西方地区）
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34
橋
立
地
区
体
操
サ
ロ
ン 

（
金
山
町
橋
立
地
区
）

体
操
と
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む
！

徒
歩
で
参
加
で
き
る
場

●体操をきっかけに、地域の女性たちに談
笑する場ができた！

●徒歩圏内で無理なく参加できる

橋立地区
９世帯
22 人
63.6％（2016年2月現在）

お茶飲みで団らん

イスを使って体操をする

体操後は、サッとお茶飲みの準備。あうんの呼吸！

　

か
つ
て
金
・
銀
・
銅
を
産
出

し
た
金
山
町
は
、
面
積
の
９
割

が
森
林
地
帯
だ
。
高
齢
化
率
は

59
・
５
％
で
、
２
０
１
０
年
の

国
勢
調
査
で
全
国
２
位
と
な
っ

た
。

　

町
で
は
、
高
齢
者
が
地
域
で

元
気
に
暮
ら
す
た
め
の
体
力
づ

く
り
を
応
援
し
よ
う
と
、
住
民

を
対
象
に
大
阪
府
大
東
市
が
考

案
し
た
「
元
気
で
ま
っ
せ
体
操
」

の
集
ま
り
の
場
を
２
０
１
５
年

に
支
援
し
た
。
こ
の
と
き
、
ほ

か
の
地
区
で
や
っ
て
い
た
集
ま

り
に
参
加
し
て
楽
し
い
と
感
じ

た
橋
立
地
区
の
女
性
た
ち
が
、

「
送
迎
の
い
ら
な
い
自
分
た
ち

の
地
区
で
体
操
を
し
た
い
！
」

と
町
の
保
健
師
に
か
け
合
い
、

同
年
10
月
か
ら
地
元
の
橋
立
集

会
所
で
週
１
回
、
自
主
的
に
集

う
よ
う
に
な
っ
た
。
橋
立
地
区

の
体
操
サ
ロ
ン
の
誕
生
だ
。

　

毎
週
木
曜
日
、
13
時
半
に
な

る
と
、
メ
ン
バ
ー
の
女
性
８
人

が
橋
立
集
会
所
に
集
ま
る
。
平

均
年
齢
は
75
歳
。
３
人
は
ひ
と

り
暮
ら
し
だ
。
町
か
ら
提
供
さ

れ
た
ビ
デ
オ
を
、
集
会
所
の
テ

レ
ビ
に
映
し
な
が
ら
体
操
を
始

め
る
。「
元
気
で
ま
っ
せ
体
操
」

は
、
座
っ
て
行
う
体
操
や
立
っ

て
行
う
体
操
な
ど
で
構
成
さ
れ

る
が
、
５
か
月
活
動
し
て
き
た

皆
さ
ん
は
身
体
で
覚
え
て
し

ま
っ
て
い
る
よ
う
で
、
ビ
デ
オ

を
見
る
ま
で
も
な
く
次
の
体
勢

を
と
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
身
体
が

動
い
て
い
く
。

　

こ
の
日
は
町
の
保
健
師
が
同

席
し
て
お
り
、
15
分
程
度
で
体

操
が
終
わ
る
と
、
前
回
保
健
師

と
行
っ
た
体
力
測
定
の
結
果
が

全
員
に
配
ら
れ
た
。
握
力
の
項

目
で
は
、「
灯
油
タ
ン
ク
の
フ

タ
が
回
せ
な
く
な
っ
た
」「
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
フ
タ
を
開
け
に
く

く
な
っ
た
」
と
い
う
声
が
相
次

ぐ
。「
５
ｍ
歩
行
は
、
隣
の
家

に
お
茶
飲
み
に
行
け
る
と
い
う

指
標
」
と
い
う
保
健
師
の
言
葉

に
、
深
く
頷
く
皆
さ
ん
。
体
力

を
維
持
で
き
る
よ
う
に
、
町
で

は
今
後
も
６
か
月
ご
と
に
体
力

測
定
を
し
て
い
く
方
針
だ
と
い

う
。

　

そ
の
あ
と
は
、
お
待
ち
か
ね

の
お
茶
飲
み
タ
イ
ム
。
体
操
に

使
っ
た
パ
イ
プ
イ
ス
を
サ
ッ
と

片
付
け
、
長
机
と
座
布
団
を

引
っ
張
り
出
し
、
持
ち
寄
っ
た

お
菓
子
や
漬
け
物
を
並
べ
る
。

手
際
の
よ
さ
は
、
さ
す
が
主
婦
。

「
こ
こ
に
来
る
の
は
ボ
ケ
防
止
」

「
バ
カ
話
も
で
き
る
し
、
情
報

も
入
っ
て
く
る
」「
ひ
と
り
で

の
体
操
は
続
か
な
い
け
れ
ど
、

こ
こ
は
皆
で
集
ま
っ
て
で
き
る

か
ら
い
い
」
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ

体
操
と
お
茶
飲
み

被
災
後
、再
び
集
う
き
っ
か
け

る
。
解
散
は
16
時
が
目
安
だ
が
、

そ
の
後
も
残
っ
て
談
笑
し
て
い

る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

　

只
見
川
沿
い
に
あ
る
橋
立
地

区
に
は
、
現
在
９
世
帯
が
暮
ら

す
。
２
０
１
１
年
７
月
に
発
災

し
た
新
潟
・
福
島
豪
雨
で
は
、

只
見
川
が
氾
濫
し
、
橋
立
地
区

の
家
は
全
壊
・
大
規
模
半
壊
と

な
っ
た
。
唯
一
無
事
だ
っ
た
民

家
に
２
日
間
避
難
し
た
の
ち
、

４
～
５
日
間
は
橋
立
集
会
所
で

炊
き
出
し
を
し
て
過
ご
し
た
。

被
災
後
は
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
集

ま
り
が
途
絶
え
た
た
め
、
再
び

体
操
を
き
っ
か
け
に
集
ま
る
よ

う
に
な
っ
た
喜
び
は
ひ
と
し
お

だ
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
赤
そ
と
い
う

草
の
繊
維
で
編
ん
だ
カ
ゴ
バ
ッ

ク
づ
く
り
や
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、

わ
ら
じ
づ
く
り
な
ど
の
特
技
を

も
つ
。
豪
雪
地
帯
の
金
山
町
で

は
、
冬
季
は
外
出
す
る
機
会
が

減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
な
か
、

冬
も
変
わ
ら
ず
に
集
ま
る
意
義

は
大
き
い
。
徒
歩
で
来
ら
れ
る

距
離
と
、
気
の
お
け
な
い
仲
間

と
の
お
し
ゃ
べ
り
が
、
週
１
回

の
開
催
の
継
続
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。 

（
小
野
寺
知
子
）
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35
佐
倉
祭
り
愛
好
会 

（
昭
和
村
佐
倉
地
区
）

一
度
途
絶
え
た
盆
踊
り
を
復
活

世
代
、地
域
を
超
え
て
交
流

●盆踊りなどの地域行事が住民同士の関係
を育む。

●若い世代を頼れない状況は、高齢者の活
躍を引き出す面もある。

佐倉地区
28 世帯
58 人
50.0％（2016年３月現在）

盆踊りの日（８月16日）の午前中に行われる神事。
神主がいないため、行政区長が大

おお

幣
ぬさ

を振る

盆踊り会場の広場に櫓
やぐら

を建てる

神事のあとの直
なお

会
らい

。お供えした御神酒や赤飯
などをいただきながら懇談する

2015年８月の盆踊りには、子どもから高齢者まで、集落人口の
倍近い100人あまりが集まった

　

福
島
県
昭
和
村
で
は
、
10
の

集
落
の
う
ち
３
か
所
で
、
伝
統

行
事
と
し
て
の
盆
踊
り
が
続
い

て
い
る
（
２
０
１
５
年
８
月
時

点
）。
か
つ
て
は
ほ
ぼ
す
べ
て

の
地
区
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、

人
口
減
と
高
齢
化
で
運
営
が
難

し
く
な
り
、
次
々
に
中
止
へ
と

追
い
込
ま
れ
て
い
っ
た
。

　

現
在
ま
で
盆
踊
り
を
継
続
す

る
３
か
所
の
ひ
と
つ
、
佐
倉
地

区
で
も
一
時
期
、
中
断
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
。
35
年
ほ
ど

愛
好
会
方
式
で
復
活
、

継
続

前
の
こ
と
だ
。

　

当
時
す
で
に
村
に
は
人
口

減
・
高
齢
化
の
波
が
押
し
寄
せ

て
い
た
。
村
の
地
区
の
な
か
で

も
規
模
の
小
さ
な
佐
倉
で
は
、

特
に
そ
の
影
響
が
大
き
か
っ

た
。
盆
踊
り
を
主
催
し
て
い
た

佐
倉
行
政
区
（
＝
自
治
会
）
が

中
止
を
決
定
し
、
少
な
く
と
も

そ
の
後
４
～
５
年
の
間
、
盆
踊

り
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

　

地
区
衰
退
を
象
徴
す
る
よ
う

な
事
態
に
、
当
時
30
歳
代
だ
っ

た
男
女
12
人
が
奮
起
、
盆
踊
り

復
活
に
向
け
動
き
出
し
た
。
親

の
世
代
が
役
員
を
務
め
て
い
た

行
政
区
を
頼
る
の
で
は
な
く
、

自
分
た
ち
が
盆
踊
り
の
運
営
主

体
と
な
る
べ
く
「
佐
倉
祭
り
愛

好
会
」
を
結
成
。
地
区
全
体
の

理
解
と
協
力
も
得
て
、
再
開
に

こ
ぎ
着
け
た
。

　

以
来
、
荒
天
で
中
止
し
た
年

を
除
い
て
、
毎
年
８
月
16
日
に

盆
踊
り
を
行
っ
て
い
る
。

　

盆
踊
り
の
日
、
会
場
と
な
る

広
場
は
、
地
区
人
口
を
大
幅
に

上
回
る
人
出
で
に
ぎ
わ
う
。
夏

休
み
の
帰
省
者
や
、
ほ
か
の
地

区
の
住
民
も
大
勢
加
わ
る
。
幼

い
子
ど
も
か
ら
押
し
車
（
シ
ル

バ
ー
カ
ー
）
を
押
し
て
き
た
高

齢
者
ま
で
、
と
も
に
夏
の
夜
の

ひ
と
と
き
を
楽
し
む
。
盆
踊
り

は
、
世
代
や
地
区
を
超
え
た
住

民
交
流
の
場
で
あ
り
、
村
を
出

た
人
と
残
っ
て
い
る
人
が
、
再

会
を
喜
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
っ

て
い
る
。

　

愛
好
会
メ
ン
バ
ー
の
一
人

は
、「
盆
踊
り
を
復
活
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ

た
。
一
度
中
断
し
た
か
ら
こ
そ
、

そ
の
た
い
せ
つ
さ
が
わ
か
る
」

と
語
る
。

　

盆
踊
り
な
ど
の
地
域
行
事

は
、
準
備
や
運
営
を
共
同
で
行

「
体
力
が
続
く
限
り
や
る
」

う
こ
と
で
住
民
同
士
の
つ
な
が

り
を
育
む
母
胎
と
な
る
。
こ
れ

に
よ
り
日
常
の
近
所
づ
き
あ
い

も
円
滑
に
な
る
。
日
常
の
関
係

が
良
好
な
ら
住
民
活
動
、
行
事
、

地
域
づ
く
り
も
進
め
や
す
い
。

　

佐
倉
地
区
の
人
口
は
58

人
（
28
世
帯
）、
高
齢
化
率

は
50
・
０
％
に
達
し
て
い
る

（
２
０
１
６
年
３
月
１
日
時

点
）。
そ
れ
で
も
、
盆
踊
り
を

継
続
で
き
て
い
る
。
若
い
世
代

を
頼
れ
な
い
状
況
は
、
む
し
ろ

高
齢
者
の
活
躍
を
引
き
出
す
面

が
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
は
今
で
は

60
～
70
歳
代
だ
が
、「
地
区
の

住
民
が
笑
顔
に
な
れ
る
こ
と

を
、
体
力
の
続
く
限
り
や
っ
て

い
く
」（
73
歳
男
性
）
と
意
気

盛
ん
だ
。 

（
木
村
利
浩
）
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36
中
荒
井
地
区 

（
南
会
津
町
中
荒
井
地
区
）

集
落
を
見
直
し
、

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

●地域の状況を分析して、長期的な課題を
見すえる。

●お祭りを復活させ、地域内外の交流の機
会に。

中荒井地区
135 世帯
363 人
38.8％（2016年２月現在）

　

２
０
１
６
年
２
月
時
点
で
、

人
口
３
６
３
人
、
う
ち
高
齢
者

１
４
１
人
が
住
む
南
会
津
町
中

荒
井
地
区
は
、
２
０
１
９
年
に

は
高
齢
化
率
が
50
％
を
超
え
る

と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
集
落
の

持
続
的
な
維
持
に
努
め
、
い
つ

ま
で
も
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域

づ
く
り
に
向
け
て
、
区
長
の
渡

部
雅
俊
さ
ん
（
72
歳
）
を
中
心

に
住
民
が
力
を
合
わ
せ
て
い

る
。

如活禅師の祭礼日には、各地
から参拝者が絶えない

大きな地図に農地などの情報を整理し、耕作放棄地を再生

情報を整理した地図を活用し、集落経営に活かす

中荒井区長 渡部雅俊さん

　

渡
部
さ
ん
は
、
地
域
の
状
況

を
把
握
す
る
た
め
に
、
測
量
会

社
に
委
託
し
て
、
集
落
の
情
報

を
地
図
に
整
理
し
た
。
高
齢
者

の
い
る
世
帯
、
独
居
世
帯
、
空

き
家
、
文
化
財
、
優
良
農
地
、

消
火
栓
・
防
火
水
槽
の
位
置
な

ど
、
集
落
内
に
ど
の
よ
う
な
人

が
生
活
し
て
い
る
か
、
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
か
を
再
確
認

で
き
る
。
災
害
時
や
積
雪
の
時

地
域
を
よ
く
見
る

な
ど
の
助
け
合
い
に
も
生
き
る

と
し
て
、
区
民
に
も
喜
ば
れ
て

い
る
。

　

こ
の
地
図
を
も
と
に
、
改
め

て
集
落
内
の
状
況
を
分
析
し
、

耕
作
放
棄
地
に
手
を
加
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
し
ば
ら
く
使
わ

れ
ず
に
雑
草
な
ど
が
茂
っ
て
い

た
田
畑
の
土
を
ト
ラ
ク
タ
ー
で

耕
起
し
、
整
備
す
る
こ
と
で
、

そ
の
農
地
を
使
い
た
い
と
い
う

人
も
現
れ
た
。
も
て
あ
ま
し
て

い
る
資
源
を
再
活
用
で
き
る
状

態
に
す
る
こ
と
で
、
農
業
と
集

落
の
再
生
を
図
る
。
ゆ
く
ゆ
く

は
、
農
業
生
産
グ
ル
ー
プ
を
設

立
し
、
雇
用
創
出
、
若
者
の
定

住
支
援
な
ど
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　　

２
０
１
５
年
、
県
の
集
落
復

興
支
援
事
業
と
し
て
、
福
島
大

学
と
連
携
し
た
地
域
づ
く
り
を

始
め
た
。
学
生
か
ら
は
、「
農
業
・

林
業
、
郷
土
料
理
づ
く
り
を
体

験
し
、
地
区
の
文
化
を
学
ん
で
、

地
域
行
事
『
如
活
祭
』
の
手
伝

い
な
ど
を
と
お
し
て
地
域
活
性

化
策
を
考
え
た
い
」
と
い
う
声

学
生
や
集
落
外
の
人
と
も

交
わ
り
な
が
ら

が
上
が
っ
た
。
如
活
祭
は
長
く

途
絶
え
て
い
た
が
、
２
０
０
９

年
に
区
民
総
参
加
で
復
活
さ
せ

た
祭
り
だ
。
江
戸
時
代
に
禅
や

東
洋
医
学
を
広
め
た
僧
侶
、
如

活
禅
師
の
墳
墓
・
仏
塔
が
同
地

区
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
供
養
の

た
め
に
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、
同
区
最
大
の
行
事
だ
。
歴

史
を
語
り
継
ぎ
、
郷
土
料
理

「
し
ん
ご
ろ
う
」
を
提
供
す
る

場
で
も
あ
る
。
地
域
外
か
ら
毎

年
４
０
０
人
ほ
ど
の
参
拝
客
が

訪
れ
る
ほ
か
、
地
域
内
の
多
世

代
交
流
の
機
会
に
も
な
っ
て
い

る
。

　

た
く
さ
ん
の
人

と
ふ
れ
合
い
、
協

力
し
な
が
ら
、
自

然
や
文
化
、
自
分

た
ち
の
集
落
の
暮

ら
し
を
積
極
的
に

見
つ
め
な
お
す
。

渡
部
さ
ん
は
、「
ま

ず
は
自
分
た
ち
が

動
か
な
け
れ
ば
、

よ
い
地
域
づ
く
り

は
で
き
な
い
」
と
、

集
落
一
丸
と
な
っ

て
の
地
域
づ
く
り

に
意
気
込
ん
で
い

る
。 

（
清
野
哲
史
）
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37
大
内
宿 

（
下
郷
町
大
内
区
）

文
化
と
結
束
力
で

地
域
の
魅
力
を
磨
く

●かやぶき屋根を維持・復活させ、宿場町
を観光化。

●伝統を守りつつ、雇用を生み出す。

大内地区
49 世帯
174 人
35.6％

力を合わせて屋根ふき作業

祭りは子どもから大人まで皆で参加

　

昔
な
が
ら
の
か
や
ぶ
き
屋
根

が
連
な
る
、
江
戸
時
代
の
宿
場

町
「
大
内
宿
」
の
名
で
知
ら
れ

る
下
郷
町
大
内
区
は
、
年
間

１
２
０
万
人
が
訪
れ
る
観
光
名

所
だ
。
２
月
に
２
日
間
連
続
で

開
催
す
る
「
雪
ま
つ
り
」
だ
け

で
も
、
毎
年
１
万
人
が
訪
れ
る
。

　

49
戸
１
７
４
人
が
暮
ら
す
大

内
区
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
を

は
さ
む
よ
う
に
、
40
軒
の
か

や
ぶ
き
屋
根
が
並
ん
で
い
る

が
、
こ
の
景
観
は
江
戸
時
代
か

ら
順
調
に
維
持
さ
れ
て
き
た
わ

け
で
は
な
い
。
時
代
の
流
れ
に

と
も
な
っ
て
、
管
理
が
難
し
い

か
や
ぶ
き
屋
根
は
減
少
し
て
い

た
が
、
１
９
８
１
年
に
、
国
の

重
要
伝
統
的
建
造
物
郡
保
存
地

区
に
選
定
さ
れ
て
以
降
、
地
区

内
で
話
し
合
い
、
か
や
ぶ
き
屋

根
の
保
存
に
力
を
入
れ
た
結
果

だ
。
さ
ら
に
、
住
民
組
織
「
結

い
の
会
」
が
発
足
す
る
な
ど
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
、
文
化

の
再
生
・
維
持
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
が
活
発
化
し
て
い
る
。

　

結
い
の
会
の
設
立
を
地
域
に

働
き
か
け
て
き
た
の
は
、
同
会

顧
問
を
務
め
る
吉
村
徳
男
さ
ん

（
65
歳
）。
同
区
出
身
で
、
以
前

は
下
郷
町
役
場
に
勤
務
し
社
会

教
育
に
取
り
組
む
一
方
、
大
内

宿
保
存
会
の
事
務
局
を
担
っ
て

い
た
。
20
歳
代
後
半
か
ら
地
域

づ
く
り
に
関
わ
り
、
特
に
30
歳

か
や
ぶ
き
屋
根
の

維
持
・
復
活

代
後
半
か
ら
は
大
内
区
の
あ
り

方
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。
か
や
ぶ
き
屋
根
を

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
立
ち
、
１
９
９
７
年
、
45
歳

の
と
き
に
、
か
や
ぶ
き
職
人
に

な
る
た
め
に
役
場
を
退
職
し
、

か
や
ぶ
き
職
人
に
弟
子
入
り
し

た
。
生
計
を
立
て
る
た
め
に
実

家
で
そ
ば
屋
を
開
業
し
な
が
ら

も
、
地
元
は
も
と
よ
り
県
内
外

あ
ち
こ
ち
の
現
場
で
屋
根
ふ
き

の
修
業
を
積
み
、
一
人
前
と
認

め
ら
れ
る
ま
で
に
９
年
間
か

か
っ
た
。

　

１
９
９
８
年
に
結
い
の
会
を

立
ち
上
げ
、
既
存
の
自
治
会
、

婦
人
会
、
青
年
会
、
老
人
会
な

ど
を
か
け
も
ち
し
な
が
ら
、
環

境
整
備
や
美
化
活
動
に
取
り
組

み
、
住
民
に
よ
る
地
域
づ
く
り

や
助
け
合
い
活
動
を
増
や
し

て
き
た
。

　

結
い
の
会
に
は
、
現
在
20

～
60
歳
代
の
20
人
ほ
ど
が
所

属
。
吉
村
さ
ん
か
ら
屋
根
ふ

き
の
技
術
を
教
え
ら
れ
、
吉

村
さ
ん
の
ほ
か
に
区
内
で
６

人
が
屋
根
ふ
き
の
技
術
を
会

（2016年２月現在）
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冬は雪がよく積もるが、コミュニティはあたたかい

協力作業のあとの食事会でも絆を深める

結いの会顧問の吉村徳男さん

得
し
た
。
屋
根
ふ
き
の
ほ
か
に

も
、
荒
れ
た
水
田
に
菜
の
花
の

種
を
ま
い
た
り
、
桜
を
植
え
た

り
、
会
員
外
の
住
民
と
協
力
し

な
が
ら
活
動
し
て
い
る
。
吉
村

さ
ん
は
、
よ
り
よ
い
地
域
を
つ

く
る
に
は
、
し
っ
か
り
と
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
こ
と

が
先
決
だ
と
考
え
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
な
か
で
、
住
民

同
士
の
つ
な
が
り
を
強
め
た
い

と
い
う
思
い
が
強
い
。

　

か
や
ぶ
き
屋
根
を
残
す
環
境

が
整
っ
て
き
て
、
か
や
ぶ
き
屋

根
を
ト
タ
ン
の
屋
根
に
変
え
て

い
た
11
軒
も
、
か
や
ぶ
き
屋
根

に
戻
し
た
。
か
や
ぶ
き
屋
根
の

管
理
は
、
そ
の
家
庭
ご
と
の
負

担
と
町
の
助
成
金
で
ま
か
な
わ

れ
る
。
な
か
に
は
、コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
に
建
て
替
え
て
い
た
家

を
、
再
び
か
や
ぶ
き
屋
根
に
戻

し
た
世
帯
も
あ
る
と
い
う
。
か

や
ぶ
き
屋
根
の
修
繕
に
は
、
結

い
の
会
や
区
全
体
の
住
民
が
手

を
貸
し
合
っ
て
作
業
し
て
い

る
。

　

同
区
に
は
昔
か
ら
伝
わ
る
伝

統
行
事
が
多
く
残
る
。
婦
人
会

が
観
音
講
の
た
め
に
集
ま
り
、

青
年
会
が
盆
踊
り
を
行
い
、
老

人
会
が
神
社
仏
閣
の
整
備
を
す

る
。
誰
か
が
亡
く
な
れ
ば
、
そ

の
家
で
祭
壇
を
つ
く
っ
て
告
別

式
を
開
く
な
ど
、
地
域
で
葬
儀

を
執
り
行
う
。

　

子
ど
も
は
、
小
学
生
か
ら
行

事
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
て
、「
火
の
用
心
」
の
声
か

け
を
し
て
区
内
を
回
っ
た
り
、

冬
に
雪
が
積
も
っ
た
神
社
ま
で

の
道
を
踏
み
固
め
た
り
す
る
。

そ
し
て
、
大
人
た
ち
と
作
業
す

る
と
き
に
、
伝
統
行
事
や
地
域

の
歴
史
を
教
え
て
も
ら
う
こ
と

で
、
む
ら
へ
の
理
解
を
深
め
る
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の

た
め
に
な
る
行
為
を
し
た
と
き

に
、
大
人
が
ほ
め
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
に
自
信

を
も
ち
、
地
域
へ
の
愛
着
、
地

域
の
構
成
員
と
し
て
の
自
覚
を

も
つ
よ
う
に
な
る
。

　

吉
村
さ
ん
が
幼
い
と
き
は
、

む
ら
で
商
売
を
営
む
人
は
い
な

く
て
、
農
業
や
ほ
か
の
地
域
へ

伝
統
を
守
り
、雇
用
を

生
み
出
す

働
き
に
出
る
こ
と
で
、
む
ら
で

の
生
活
が
保
た
れ
て
い
た
。
吉

村
さ
ん
が
始
め
た
そ
ば
屋
１
軒

で
、
数
人
の
雇
用
が
生
ま
れ
、

土
産
店
な
ど
も
次
々
と
で
き
、

２
０
０
人
ほ
ど
の
雇
用
も
創
出

さ
れ
た
。
今
で
は
観
光
で
生
計

を
立
て
る
こ
と
が
で
き
、
こ
こ

で
生
き
て
い
く
術
が
あ
る
た
め

に
、
若
い
人
も
多
く
残
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
と
い
う
。

　

次
の
世
代
が
生
き
て
い
く
た

め
に
も
、
地
域
づ
く
り
に
励
ん

で
い
る
と
い
う
吉
村
さ
ん
。「
世

代
が
変
わ
っ
て
も
大
内
宿
が
残

り
続
け
る
よ
う
に
と
考
え
て
い

る
が
、
行
事
や
生
活
を
と
お
し

て
力
を
貸
し
合
う
の
は
当
た
り

前
の
こ
と
」
と
話
す
。

地
域
内
の
つ
な
が
り

が
し
っ
か
り
と
保
た

れ
る
こ
と
で
、
愛
着

の
あ
る
故
郷
で
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
が
で

き
て
い
る
。

（
清
野
哲
史
）

●住所：〒 969-5207　福島県下郷町大字大内字山本
●大内宿観光協会：http://ouchi-juku.com
●交通アクセス：最寄駅・会津鉄道「湯野上温泉駅」

から車で 10 分／最寄り IC・新鶴スマート IC から
車で 50 分

大内宿（福島県下郷町）

趣深く、年中愛される集落に
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総
括

鼎
談
「
会
津
の
知
見
を
活
か
し
た
『
地
域
支
え
合
い
』」

東
北
福
祉
大
学 

社
会
福
祉
学
部 

教
授　

高
橋 

誠
一
さ
ん

仙
台
白
百
合
女
子
大
学 

人
間
学
部 

教
授　

大
坂 　

純
さ
ん

特
定
非
営
利
活
動
法
人
全
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

理
事
長　

池
田 

昌
弘
さ
ん

◆
会
津
の
魅
力

高
橋
誠
一　

会
津
と
聞
く
と
、
歴
史
を
感
じ
る
一
方
で
、
高
齢
者
の

多
い
地
域
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
昨
年
度
、
奥
会

津
を
中
心
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
な
か
で
、
住
民
に
よ
る
暮
ら
し
の

な
か
に
根
づ
い
た
活
動
を
た
く
さ
ん
発
見
し
、
高
齢
者
が
多
く
て
暗

く
停
滞
し
た
地
域
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
払
し
ょ
く
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
今
年
度
は
、
広
く
会
津
エ
リ
ア
を
巡
り
、
さ
ら
な
る
住
民
活
動

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
坂
先
生
は
、
会
津
美
里
町
に
た
び

た
び
足
を
運
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
ん
な
感
想
を
お
持
ち
で
す
か
？

大
坂
純
　
改
正
介
護
保
険
に
と
も
な
う
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の

一
環
で
、
ま
ず
は
地
域
の
実
情
を
知
ろ
う
と
、
会
津
美
里
町
内
を
歩

い
て
い
ま
す
。
町
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
一
緒
に
地
域

を
歩
く
と
、
こ
れ
ま
で
役
場
が
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
住
民
同
士
の

助
け
合
い
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

あ
る
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
骨
折
し
た
際
、
心
配
し
た
町
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
２
日
後
に
自
宅
を
訪
問
し
た
ら
、「
サ
ロ
ン
の

仲
間
が
食
事
も
洗
濯
も
し
て
く
れ
る
か
ら
、
生
活
に
困
っ
て
い
な
い
」

と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
実
際
、
地
域
の
友
だ
ち
が
連
日
面
倒
を
見

な
が
ら
お
茶
飲
み
を
し
に
訪
ね
て
来
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
取
り

組
み
は
、
暮
ら
し
の
な
か
に
ま
だ
た
く
さ
ん
隠
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。

高
橋　

普
段
の
生
活
に
溶
け

込
み
す
ぎ
て
、
住
民
の
営
み

に
周
囲
が
気
づ
い
て
い
な
い

だ
け
で
な
く
、
気
づ
い
て
い

て
も
こ
れ
が
「
支
え
合
い
活

動
」
で
あ
り
「
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
」
で
あ
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

改
正
介
護
保
険
で
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
で
介
護
の
専
門

職
が
減
る
な
か
、
た
と
え
ば
掃
除
、
洗
濯
、
食
事
、
ゴ
ミ
出
し
な
ど

の
「
生
活
支
援
」
が
あ
れ
ば
自
宅
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
人
を
、
地

域
住
民
で
支
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。「
生
活
支
援
」
と
い

う
言
葉
は
特
別
な
も
の
に
感
じ
ま
す
が
、
お
か
ず
を
お
す
そ
分
け
し

た
り
、
隣
の
家
の
前
も
雪
か
き
し
て
あ
げ
る
な
ど
も
生
活
支
援
で
す
。

こ
れ
ま
で
無
意
識
で
し
て
き
た
こ
と
な
の
で
、「
仲
間
が
食
事
も
洗
濯

も
し
て
く
れ
る
」
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
や
価
値
を
伝
え
る
と
、
皆
さ

ん
驚
か
れ
ま
す
よ
ね
。

◆
住
民
が
気
に
か
け
合
う
地
域

大
坂　

会
津
を
歩
く
と
、

暮
ら
し
に
根
づ
い
た
自
然

な
支
え
合
い
活
動
が
た
く

さ
ん
あ
っ
て
、
住
民
が
お

互
い
を
「
気
に
か
け
合
う

こ
と
」
を
無
意
識
に
行
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
役
場
職
員
は
地

域
を
歩
く
な
か
で
、
そ
れ
ま
で
対
応
に
困
る
と
感
じ
て
い
た
声
の

大
き
い
住
民
が
、
実
は
地
域
の
支
え
合
い
活
動
に
裏
打
ち
さ
れ
た

発
言
を
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
、
地
域
活
動
の
奥
深
さ
も
感
じ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

会
津
美
里
町
で
開
か
れ
た
住
民
活
動
発
表
会
に
参
加
し
た
と
き

に
、
82
歳
の
公
民
館
の
管
理
者
に
会
い
ま
し
た
。
そ
の
方
は
「
管

理
者
を
辞
め
た
い
け
れ
ど
、
町
長
に
言
わ
れ
て
引
き
受
け
て
い
る
」

と
言
い
な
が
ら
、
地
域
の
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
な
ど
に
活
発

に
取
り
組
み
、
と
て
も
生
き
生
き
と
働
い
て
い
ま
し
た
。
年
を
重

ね
て
も
地
域
に
出
て
役
割
を
ま
っ
と
う
し
、
輝
け
る
場
が
あ
る
こ

と
は
た
い
せ
つ
で
す
。
地
域
と
つ
な
が
り
輝
い
て
い
る
人
、
輝
く

場
が
あ
る
こ
と
は
、ま
ち
の
宝
物
で
す
。
過
疎
の
ま
ち
で
あ
っ
て
も
、

宝
物
は
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
お
互
い
に
無
意
識
で
支
え
合
い
活
動

を
し
て
い
る
の
で
す
。

高橋 誠一さん

大坂 純さん

112113
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池
田
昌
弘　

地
域
を
歩
く
と
き
に
、「
困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
ん
で
す

か
」
と
聞
く
よ
り
も
、「
毎
日
誰
と
会
い
ま
す
か
」「
地
域
の
人
と
ど

ん
な
つ
な
が
り
が
あ
り
ま
す
か
」
と
聞
い
て
歩
く
ほ
う
が
、
宝
物
を

発
見
で
き
て
、
そ
の
価
値
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高
橋　
「
高
齢
者
」
へ
の
イ
メ
ー
ジ
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
65
歳
以

上
が
高
齢
者
と
い
う
の
は
、一
昔
の
話
で
す
。
い
ま
の
65
歳
は
元
気
で
、

現
役
で
す
。「
後
期
高
齢
者
」
と
言
わ
れ
る
75
歳
以
上
は
、「
前
期
高

齢
者
」
の
間
違
い
で
は
な
い
か
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

奥
会
津
で
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
少
な
く
、
第
一
次
産
業
に
従
事
す

る
人
が
多
い
の
で
、
引
退
の
時
期
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
ま
た
生
活
と

仕
事
が
つ
な
が
っ
て
い
る
人
が
多
く
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
現
役
で

い
よ
う
と
思
え
ば
い
ら
れ
る
し
、
畑
作
業
な
ど
自
分
の
で
き
る
こ
と

に
応
じ
て
細
く
長
く
取
り
組
め
る
環
境
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
単
位

が
小
さ
く
、
お
互
い
の
家
の
こ
と
を
知
っ
て
い
て
人
の
家
に
あ
が
る

敷
居
も
低
く
、
農
業
や
地
域
行
事
な
ど
の
共
同
作
業
な
ど
を
と
お
し

て
自
然
な
助
け
合
い
が
生
ま
れ
や
す
い
。
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
れ
る
家

や
、
お
か
ず
を
食
べ
に
集
う
お
店
の
奥
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、
み

ん
な
を
受
け
入
れ
る
拠
点
や
人
が
地
域
に
は
点
在
し
て
い
ま
す
。
田

舎
は
閉
鎖
的
な
場
所
だ
と
誤
解
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
が
、
会
津
を

巡
る
と
オ
ー
プ
ン
だ
と
感
じ
ま
す
。

◆
高
齢
化
率
が
高
く
て
も
活
性
化
す
る
地
域

池
田　

昭
和
村
の
協※
１

議
体
に

参
加
し
た
際
、
地
元
の
高
齢

男
性
が
「
こ
こ
で
の
生
活
が

不
便
だ
と
思
っ
た
こ
と
は
一

度
も
な
い
」
と
発
言
し
て
い

ま
し
た
。
昭
和
村
は
高
齢
化

率
が
55
％
を
越
え
て
い
ま
す
が
、
よ
そ
者
が
思
う
ほ
ど
住
み
に
く
い

場
所
で
は
な
い
の
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
日
本
で
生
ま
れ
た

子
ど
も
た
ち
が
、
現
在
の
高
齢
者
と
同
じ
よ
う
な
暮
ら
し
を
享
受
で

き
る
未
来
に
す
る
た
め
に
は
、
支
え
合
う
社
会
づ
く
り
を
広
げ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

た
と
え
ば
、
２
０
０
人
弱
が
暮
ら
す
下
郷
町
の
大
内
宿
は
、
年
間

１
２
０
万
人
が
訪
れ
る
観
光
名
所
で
す
。
そ
れ
は
、
集
落
を
維
持
す

る
た
め
に
、
か
や
ぶ
き
屋
根
を
守
り
、
住
民
に
よ
る
地
域
づ
く
り
や

助
け
合
い
活
動
を
増
や
し
て
き
た
結
果
で
も
あ
り
ま
す
。
地
域
活
性

は
、
福
祉
的
な
活
動
だ
け
で
な
く
、
農
産
物
の
加
工
・
販
売
や
田
舎

体
験
な
ど
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
で
、
多
角
的

に
そ
の
地
域
を
見
て
評
価
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
高
齢

化
率
が
高
く
て
も
地
域
を
活
性
化
し
て
い
こ
う
！
と
い
う
住
民
の
動

き
に
、
も
っ
と
陽
を
あ
て
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
冊
子
で
紹
介
し
て
い
る
よ
う
な
住
民
に
よ
る
地
域
支
え
合
い

は
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
日
本
の
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
た
め
の

大
き
な
観
光
資
源
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
「
地
域
支
え
合

い
の
交
流
観
光
」
を
会
津
か
ら
発
信
し
て
ほ
し
い
。

高
橋　

昭
和
村
に
は
、
村
出
身
者
の
会
が
県
外
に
あ
り
ま
す
。
会
員

た
ち
の
親
は
、
い
ま
も
村
に
住
み
続
け
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
離
れ

て
住
ん
で
い
る
た
め
、
自
分
の
親
が
地
域
の
な
か
で
う
ま
く
生
活
で

き
て
い
る
の
か
わ
か
ら
ず
心
配
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
役
場

職
員
は
、
村
の
高
齢
者
が
地
域
の
つ
な
が
り
の
な
か
で
支
え
合
い
、

暮
ら
し
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
会
員
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
も
な
く
、
不
便
だ
と
思

わ
れ
が
ち
な
村
で
す
が
、
む
し
ろ
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
て

暮
ら
し
や
す
い
と
言
う
の
で
す
。

池
田　

金
山
町
の
ス
ナ
ッ
ク
で
、「
高
齢
者
が
飲
み
屋
に
行
き
た
い
と

言
っ
て
い
る
」
と
い
う
声
を
聞
き
ま
し
た
。
私
は
「
ス
ナ
ッ
ク
で
、

送
迎
付
き
の
ナ
イ
ト
サ
ロ
ン
を
開
い
た
ら
ど
う
か
。
そ
う
す
れ
ば
、

孤
立
し
が
ち
な
男
性
の
つ
な
が
り
づ
く
り
に
も
な
る
の
で
は
な
い
か
」

と
提
案
し
ま
し
た
。
既
存
の
制
度
を
越
え
て
、
必
要
と
思
わ
れ
る
こ

と
を
自
由
に
発
想
し
、
工
夫
し
て
い
け
ば
、
い
ろ
ん
な
取
り
組
み
が

生
ま
れ
ま
す
。

大
坂　

地
元
の
文
化
と
伝
統
を
た
い
せ
つ
に
し
て
住
民
が
つ
な
が
れ

ば
、
中
山
間
地
域
で
あ
っ
て
も
、
過
疎

で
あ
っ
て
も
人
は
住
み
続
け
ら
れ
る

し
、
そ
れ
を
実
現
で
き
た
ら
と
願
っ
て

い
ま
す
。

高
橋　

会
津
の
住
民
の
営
み
か
ら
、
多

く
の
ヒ
ン
ト
と
学
び
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
地
域
に
は
、
住
ん
で
い
る
人
た

ち
が
気
づ
い
て
い
な
い
日
常
の
な
か

に
、
宝
物
が
潜
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ

を
、
第
三
者
な
ど
と
一
緒
に
歩
く
こ
と

で
発
見
し
、
み
ん
な
で
取
り
組
み
を
意

識
化
し
て
、
よ
り
活
性
し
て
い
く
循
環

を
つ
く
り
出
し
て
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

※１　協議体とは、地域での支え合い活動を活発にしていく仕掛けとして、住民リー
ダーや役場などを中心に構成される話し合いの場。2015年4月の改正介護保険によ
り、市町村への協議体の設置がすすめられています。

池田 昌弘さん
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制作・印刷　東北紙工株式会社

平成28年度 福島県地域創生総合支援事業（サポート事業）
「地域支え合いを基盤にした介護予防の実践を、会津圏域の暮らしに学び、発信する事業」

会津の知見を活かす！

『地域支え合い』実践ガイドブック


